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学戦都市アスタリスク

03.鳳凰乱武

三屋咲ゆう


ＭＦ文庫Ｊ



本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　開幕前夜

「あのぉ、《叢むら雲くも》の天あま霧ぎり綾あや斗と先輩ですよね？」

　昼休み、北斗食堂のテーブルで綾斗が昼食を取っていると、栗くり色いろの髪をした活発そうな女生徒が満面の笑みで話しかけてきた。

「……え？」

「えっへへー、サインもらってもいいですかー？」

　そう言って、色紙とペンをずいっと差し出してくる。

「ああ、うん……別に構わないけど」

　その勢いに若干押されつつも、渡された色紙に名前を書く。当然、こじゃれたサインなど持っていないので、しっかりとした楷かい書しよだ。最初は戸惑ったものだったが、綾斗も最近はどうにか慣れてきた。

「ありがとーございまーす！　《鳳凰星武祭フエニクス》、がんばってくださいね！　応援してますから！」

　サインを受け取った女の子は、ぶんぶんと大きく手を振って去っていく。

「はは……」

　軽い苦笑いを浮かべながらそれを見送った綾斗は、ふと冷たい視線に気が付き、慌てて振り向いた。

「……」

　すると向かいの席に座ったユリスと紗さ夜やが、ジト目で綾斗を睨にらんでいる。

「えーと……なに？」

「──別に。相変わらず人気者は大変そうだなと思ったまでだ」

「綾斗はちょっと愛想が良すぎる。いろいろと心配」

「そ、そうかな……」

　不機嫌そうな二人の圧力に微妙な居心地の悪さを覚えながら、綾斗は困ったように頭を掻かいた。

　綾斗が綺き凜りんとの決闘に勝利し、星せい導どう館かん学がく園えんの序列一位になってから早一週間。こうしたことは珍しくもなくなっていた。その他にもファンレターやらプレゼント、メディアからの取材や企業からの様々なオファー、あるいは匿名での嫌がらせや脅迫まで、もはやなんでもありといった状況だ。

　幸い学園にはそういった部分のフォローをしてくれる部署があるらしく、一括して任せてしまっているが、さっきのように直接コンタクトを取ってくるようなケースは当然自分で対処するしかない。

「お姫様も沙さ々さ宮みやも、そう逐一目くじら立てなさんなって。リスト外の無名学生が一気に一位を掻かっ攫さらっていったんだから、そりゃあこうもなるさな」

　そう言ってニヤリと笑ったのは、綾あや斗との隣でかけそばをすすっていた英えい士し郎ろうだ。

　過去の事例を見ても、星せい導どう館かん学がく園えんにおいてリスト外からいきなり一位になったケースはほとんどない。公式序列戦での指名制度がそれを不可能にしているからだ。

　月に一度行われる公式序列戦では、序列が下位の者から指名された場合、拒否することができないようになっているが、これに参加する学生は大きく三つの階層に区分される。一つ目は《冒頭の十二人ページ・ワン》と呼ばれる序列上位者、二つ目が在名祭祀書ネームド・カルツに名前が載っている「序列入り」、そして三つ目は在名祭祀書に名前がない「リスト外」だ。

　公式序列戦では、一つ上の階層に属する相手までしか指名することができないようになっている。つまり《冒頭の十二人》を指名するには、最低限序列入りする必要があるのだ。そのため序列外からいきなり《冒頭の十二人》になるには、通常の決闘で相手を打ち負かす必要があるのだが──総じて序列が上位になればなるほど決闘に対して慎重になる傾向がある。

　もっとも、それは彼らが敗北することで失うものの大きさを考えれば当然とも言えた。

「そうですね。わたしも、その……う、運良く決闘でいきなり《冒頭の十二人》になれましたけど、それでも十一位。わたしが言うのもなんですが、綾斗先輩の場合はいきなり一位ですから、ずっとセンセーショナルだと思います」

　紗さ夜やの隣でちゅるちゅるとうどんを食べていた綺き凜りんも、英士郎に同意する。

　つい一週間前まで綺凜はその序列一位にいたわけだが、特に未練があるわけでもないようだ。

　なお、星導館学園の序列システムは入れ替え制のため現在綺凜の序列はリスト外だが、「猶予期間グレース」と呼ばれる特別な状況にある。これは《冒頭の十二人》を含む序列入りの学生に与えられる権利であり、入れ替え制の弊害を抑えるための措置である。序列入りした学生は様々な特典を得ることができるが、敗北により一度にそれを失うと支障をきたすだろうということで、一定期間同じ待遇を保障するものだ。また、猶予期間の学生は直近の公式序列戦で、「自分の旧序列以下の相手」であれば階層を無視して優先的に挑戦できる権利を持つ。

「第一、お姫様だって《冒頭の十二人》になった時はかなり騒がれた口じゃねーか」

「そうかもしれんが、所詮こんなものは一過性の騒動だろうに。私の時はもっと早く終息したぞ」

　英士郎の揶や揄ゆに、ユリスが真顔で答える。

「ま、そりゃあ、お姫様は完全シャットアウトだったからな。あれだけ冷たくされれば、ふつー引くだろ」

「生あい憎にく、私はああいった形のサービス精神は持ち合わせていない。応援してくれるのはありがたいと思うが、くだらない打算に利用されるのはご免だ。ならいっそ全て断ったほうが誠意ある対応だと思うが？」

　ユリスはそう言うと携帯端末を操作して、空間ウィンドウを開いてみせた。

「ネットオークション……？　って、ああっ！」

　それを覗のぞき込こんだ綾あや斗とが声を上げる。そこには綾斗のサインがずらりと出品されていたからだ。しかも喜んでいいのか悪いのか、かなり価格が高騰している。

　さほど手間がかかったものではないとはいえ、こういう末路を目まの当たりにするとさすがに少しショックだった。

「あー、学生のポピュラーな小遣い稼ぎの一つだな。よくあるよくある」

　後ろからそれを見た英えい士し郎ろうがポンポンと綾斗の肩を叩たたく。

「気にしないでいい。ちゃんと応援している綾斗のファンだっている。私とか」

「そ、そうですよ！　わたしのクラスにも綾斗先輩のファンだって子がいますし、わたしだって……」

　そんな紗さ夜やと綺き凜りんのフォローに、不敵な笑みを浮かべるユリス。

「ふふん、そんなことを言って、実際《鳳凰星武祭フエニクス》で私たちと当たったらどうするつもりだ？」

「ああ、そういえば二人も参加確定したんだっけ？」

　綺凜が紗夜から誘いを受けて《鳳凰星武祭》へ予備登録したという話を聞いたときには少なからず驚いたが、先日出場枠に欠場による空きが出たということで、無事参加が決まったらしい。

「……無論、その時は全力で迎え撃つ所存」

「はい、わたしも同じ気持ちです。それとこれとは別ですから」

　一転して二人は、鋭い、それでいて真まっ直すぐな眼まな差ざしを綾斗とユリスに向ける。

「ふふっ……まあ、そうでなくてはな」

「できれば当たりたくはないけどね」

　ここのところ綾斗とユリスは毎日のように紗夜・綺凜ペアとタッグ戦の練習をしているが、実戦形式でも勝率はほぼ五分五分といったところだ。

　連係も急増タッグとは思えないくらい息が合っていて、もし本当に大会でぶつかるとなれば強敵となるのは間違いないだろう。

「うふふ……皆さん意い気き軒けん昂こうですね。頼もしいです」

　と、そこへやってきたのはいつもどおりの柔和な笑みを浮かべたクローディアだ。

「ほう、久しいなクローディア。ここのところ随分と忙しそうだったが……」

「ええ、やはり《星武祭フエスタ》が近づくといろいろ仕事が増えますから大変です」

　そう言いつつ、クローディアはテーブルの上に巨大な空間ウィンドウを展開させる。

「……ですが、ちょうど先ほど《鳳凰星武祭フエニクス》のトーナメント表が発表されましたので、お知らせしておこうかと」

　その言葉に、一瞬で一同の視線が空間ウィンドウに集まった。

　ずらりと並んだ名前は数えるのも面倒なほどで、その上に城のような高い高いトーナメント表が聳そびえ立たっている。

「うわ……すごい人数だなあ」

《鳳凰星武祭》の参加人数は五百十二人、二百五十六組。知識として知ってはいたものの、こうして目まの当たりにするとその多さに圧倒される。

「えーとえーと、わたしたちは……ああ、ありました！　Ｌブロックです！」

「ふむ、我々は……Ｃブロックか。とりあえずは本戦までおまえたちと当たることはないようだな」

　綺き凜りんとユリスはお互いに視線を合わせ、軽く安あん堵どしたような微笑を浮かべた。

《鳳凰星武祭》の開催期間はおよそ二週間。そのうち前半の一週間は俗に予選と呼ばれ、ベスト三十二までが選出される。まさに今、綾あや斗とたちが見ているのがその組み合わせ表だ。この後、その三十二組は抽選によって新しいトーナメント表に振り分けられ、こちらは俗に本戦と呼ばれている。所属学園にポイントが入るのは、このベスト三十二以上だ。

「でも、クローディアはこのためにわざわざ？」

　先ほど自分でも言っていたとおり、ここ最近のクローディアは多忙を極めている。確かに《星武祭フエスタ》のトーナメント表はその発表日時が決まっているわけではないが、それでも綾斗たちだっていずれ目にするわけだし、わざわざ足を運んでもらうようなことではない。

「そこはそれ、なんといっても皆さんは優勝候補の一角でもありますから。しっかり準備をしていただかないと」

「ゆ、優勝候補ってそんな大げさな……」

　綾斗があわあわと手を振って否定すると、呆あきれ顔がおの英えい士し郎ろうがその額ひたいを指で弾はじいた。

「ばーか、片や序列一位、片や旧序列一位のタッグだぞ？　優勝候補以外のなにものでもねーよ」

「そうですね。綾斗も刀とう藤どうさんも謙けん遜そんがすぎるきらいがありますし、もう少し自信を持っていただかないと。我が学園の代表なのですから」

「は、はぁ……」

「そうは言われましても……」

　二人して困ったように眉を下げ、綾斗と綺凜がうな垂れる。

「特に今回は突出してる有力選手がいねーからなぁ。実際、おまえさんたちのどっちかが優勝してもおかしくはねーと思うぜ？」

　英えい士し郎ろうの言葉は軽いものだったが、無駄なお世辞を言うような男ではない。

「ざっと見た感じ、ほとんど事前に予想されてた面子めんつで、サプライズの大物はいねー感じだしな」

　当然だが、どの学園も《星武祭フエスタ》の出場者を事前に公表したりはしない。

　が、それでもやはりどこからかは漏れ伝わってしまうものらしく、大抵は巷ちまたの予想と似たり寄ったりの結果になるらしい。

「幸いと言うべきか、前回の《獅鷲星武祭グリプス》や《王竜星武祭リンドブルス》のような絶対的な面子がいるというわけでもありませんしね」

「絶対的？」

　クローディアの言葉に、綾あや斗とが首を傾かしげる。

「《獅鷲星武祭》はガラードワースの銀翼騎士団、《王竜星武祭》はレヴォルフの《孤毒の魔女エレンシユキーガル》のことだろう」

　つまらなそうに肩を竦すくめてユリスが言った。

「実際、彼らは前評判以上の圧倒的な力でそれぞれの《星武祭》を制しました。今回はそれとは反対に大混戦といった感じです。まあ、各学園の《冒頭の十二人ページ・ワン》はそれなりに目に付きますが……」

「前回の《鳳凰星武祭フエニクス》優勝ペアも卒業しちまったらしく参加してねーしな。界龍ジエロンの準優勝組は《獅鷲星武祭》に鞍くら替がえしたって話だし」

　クローディアと英士郎はさすがに情報に明るい。

　綾斗が感心しながら耳を傾けていると、クローディアがぽんと手を叩たたいて一同を見回した。

「なんにせよ、今シーズンの戦略上この《鳳凰星武祭》は非常に重要な位置づけにあります。そしてその成否は皆さんに懸かっていると言っても過言ではありません。よろしくお願いしますよ」

　アスタリスクにおける六つの学園の中には、特定の《星武祭》を得意とする学園がある。聖せいガラードワース学がく園えんはチーム戦の《獅鷲星武祭》、レヴォルフ黒くろ学がく院いんは個人戦の《王竜星武祭》、そして星せい導どう館かん学がく園えんはタッグ戦の《鳳凰星武祭》にそれぞれ強く、過去のデータを見ても最も多くその《星武祭》を制していた。

　つまり、星導館としてはここでできる限りポイントを稼いでおくことが総合順位で上位につけるための必須条件と言える。

　ちなみに界龍第だい七なな学がく院いんは総合力が高く、どの《星武祭》に強いというのがない代わりにどの《星武祭》でも安定した結果を残していた。アルルカント・アカデミーは波が激しく、一定期間で得意とする《星武祭》が変遷するのが特徴だ。クインヴェール女学園には得意とする《星武祭》はない。

「──質問」

　するとそこまで黙ってオレンジジュースをちゅーちゅー飲んでいた紗さ夜やが、ずびっと手を挙げた。

「はい、沙さ々さ宮みやさん」

「他の学園の有力候補はどうなってる？」

　生徒のような紗夜に教師よろしく答えたのは、やはりクローディアだ。

「良い質問です……と言いたいところですが、沙々宮さんが興味があるのはアルルカントのお二人でしょう？」

　紗夜の眉が小さくピクンと動く。

　紗夜は先日星せい導どう館かんへやってきたアルルカントの学生──カミラとちょっとした諍いさかいがあり、その決着を付けたいらしい。

「あの二人は……ああ、ここか。Ｈブロックだな」

　ユリスが目ざとくトーナメント表をチェックする。

　ということは、綾あや斗とたちとも紗夜たちとも本戦までは当たらないということだ。

「あの方々についてはいろいろと運営委員会のほうから発表があると思いますので、私からはなんとも」

「──へえ、ってことはまたなんか特例っすか？」

　ぼかした言い方のクローディアに、英えい士し郎ろうの目がキラリと光った。

「うふふ……」

「また？」

　英士郎の言い方が気になって尋ねてみると、英士郎は楽しそうに解説してみせる。

「《星武祭フエスタ》ってのはレギュレーションが変更されたり、特例を作ったり潰したりってのがしょっちゅうなんだよ。ま、試行錯誤っていやぁ聞こえはいいが、無節操なだけだな。普通に考えりゃ研究クラスの学生が《星武祭》に出てくることなんてありえねーんだから、きっとなにか──」

「運営委員会の最優先事項は『《星武祭》を盛り上げること』ですからね。そのためならば新しいものもどんどん取り入れますし、それが不利益になると判断したらあっさり切り捨てる……それだけのことです」

　英士郎の言葉を遮るようにして、クローディアは話を切り上げた。

「……むう」

　紗夜は明らかに不満そうだったが、クローディアの態度から聞き出すのは難しいとわかったらしい。

「じゃ、じゃあ、それ以外の有力候補の情報とかは……」

「はいはい、刀とう藤どうさん。少々お待ちください」

　クローディアはにっこりと微笑ほほえむと、携帯端末を操作した。

　と、ほぼ同時に綾あや斗とたちの端末に着信が入る。

「というわけで、そのあたりのデータをたった今皆さんに送信しました。対策の一助としてください」

「へぇ、これは助かるね」

　早速データを開いてみると、数十人にも及ぶ学生のデータが顔写真付きで載っているようだ。身長や体重といったパーソナルデータから、戦歴や使用武器、純星煌式武装オーガルクスの使い手や能力者であればその能力、場合によっては決闘などの映像データまで付いているものもあった。

「いえいえ、どこの学園でもやっていることですから。きっと今頃は皆さんのデータも他の学園で研究されていることでしょう」

「うんうん、そんでこういうデータの信頼性や充実度でその学園の諜ちよう報ほう能力がわかるって言われてるんだよなー」

　一人データを受け取っていない英えい士し郎ろうが、からかうように笑う。

「あ……そういえば、伯父様からレヴォルフやクインヴェールはそのあたりを得意としていると聞いたことがあります」

「ま、それを踏まえた上で臨めということだ」

　ユリスはそう言いながらデータを眺めていたが、ふいにその視線がぴたりと止まった。

「──やれやれ、やはり出てきたか。厄介だな」

「厄介って？」

　綾斗はため息をつくユリスの後ろに回り、その手元を覗のぞき込こむ。

「こいつは純星煌式武装《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》の使い手だ。アルルカントの連中がなにを企たくらんでいるかはわからんが、それを除けばおそらくここに挙がっている連中で最も危険なのはこいつだろう」

「名前は──イレーネ・ウルサイス、か」

　そこには妙に鋭い目付きの女生徒が、不敵な笑みを浮かべていた。

　　　　　　　　＊

　レヴォルフ黒くろ学がく院いんの中央大校舎を一言で表すならば、「要よう塞さい」という単語が最も近い。無骨で重々しく、力と威圧感が凝り固まった鉄くろがねの巌いわおだ。

　ただ、誤解されがちであるが、そこに無秩序な退廃感はあまりない。秩序と規律の学園であるガラードワースの対極に位置する学園として、あるいは不良学生や彼らが根城としている再開発エリアのイメージから、レヴォルフ自体が酷ひどく荒れ果てた場所のような印象を持つ者は多いが──その実態はやや異なる。

　確かにレヴォルフでは校則はないに等しく、外からは個人主義者の巣そう窟くつと呼ばれているものの、ここには唯一絶対のルールが深く広く根付いているからだ。

　──即すなわち「強者への絶対服従」である。

　レヴォルフにおいては力こそが全てであり、勝利こそがなにより尊ばれるが、同時にそれがある種のブレーキの役割を果たしているのだ。過度に野放図な振る舞いは、より強い力の顰ひん蹙しゆくを買いかねない。

　もう一つ、外部の人間が抱いている偏見として、「レヴォルフの学生は皆凶暴で恐ろしい獣のごとき連中である」というものがある。

　これも大いなる誤解だと言わざるを得ない。そんな連中は、せいぜいが八割から九割程度である。少なく見積もっても一割くらいは、レヴォルフにだって真っ当な学生生活を営もうという学生はいるのだ。

　──と、その一割に所属する樫かし丸まるころなは常々声を大にしてそう言いたいと思っていた。思っているだけで実行したことは一度もないのだが。

「……なにしてやがる、ころな。さっさと来い」

「あ、は、はいっ！　すいません……！」

　先を行く小太りの男子学生に叱責され、慌てて走ってその背中に追い付いた。

　ディルク・エーベルヴァイン。この力が支配するレヴォルフ黒くろ学がく院いんにおいて、初めて非《星脈世代ジエネステラ》として生徒会長の座についた青年である。

　レヴォルフの学生はどうしても《星武祭フエスタ》では悪役ヒールとされることが多いが、そんなレヴォルフにおいて最も嫌われ、憎まれているのがこのディルクだ。

　自らは決してその手を汚すことなく、人を盤上の駒のように動かしながら、こそこそと陰謀を巡らせている男──ディルクの評判はそんなところだろう。率直に言って最悪だ。序列にも入っていないのに、学生から勝手に《悪辣の王タイラント》などという二つ名を付けられてしまっているところからも、それが窺うかがい知しれる。

　もっとも、ころな自身はそこまでディルクを悪い人間だとは思っていない。

　無論、口も態度も悪いのは本当だし、四六時中不機嫌で笑った顔どころか口元を綻ほころばせるところさえ見たことがないが、なにしろころなにとってディルクは掛け替えのない恩人だ。もし皆が言うとおりの人間だったら、手違いでレヴォルフへ入ってしまった、なんの取り得もない間抜けなだけの少女を、わざわざ秘書として取り立てるだろうか。

　ディルクの庇ひ護ごがなければ、ころなのような無力な学生はとっくに搾さく取しゆされるだけの学内カースト最下層へ落ちていたに違いない。

（やってることを考えるとさすがに善人とは言えないけど、巷ちまたで言われてるほど悪い人でもないと思うんだよね……）

　そんなころなの心中を知ってか知らずか、ディルクはどこか湿った感じのする陰気な廊下を無言のまま進んでいく。このあたりはセキュリティレベルが高く、一般の学生は立ち入りが許されない区画だ。

（あれ？　確かこの先にあるのは──）

　さぁっところなの顔から血の気が引く。

「あのぉ、会長……？　もしかして今から行くのって……」

「あぁ？　懲罰教室に決まってんだろ」

「や、やっぱり!?」

　懲罰教室といえば目に余るような行為に及んだ生徒が、制裁のために入れられるいわば牢ろう獄ごくのようなところだ。とどのつまりレヴォルフの中でも凶悪凶暴な学生ばかりが集められているわけで、ころなのような小市民には縁遠い、できればずっと縁遠いままでいたい場所だった。

　しかしディルクは次々とセキュリティチェックをパスし、懲罰教室の中でも奥まった場所へと向かっていく。狭い通路の両脇には分厚い壁で区切られた部屋らしきものが並んでいるが、番号を記したナンバープレートが掲げられているだけで、ドアらしきものは見当たらない。入り口では警備員が同行すると申し出たが、ディルクがうざったそうにそれを一いつ蹴しゆうしたため、ころなとしては心細いことこの上なかった。

　通路には部屋から漏れ出した怒声や罵声、壁を叩たたいたり暴れまわったりしているような音が飛び交っており、気が気ではない。

「ひえぇぇぇぇ……」

　ころなは自分よりも背の低いディルクの後ろで身をかがめるようにしながら、おっかなびっくり進んでいく。一応なりとも《星脈世代ジエネステラ》であるころながその怯おびえようなのに対し、常人であるディルクのほうは気にも留とめないという足取りだ。

　やがてディルクは一つの部屋の前で足を止めた。

　ナンバープレートに手をかざすと光学ディスプレイが出現し、それを操作すると通路に面した壁が透き通るようにして消えていく。ナンバープレート自体は消えずに宙に浮いたままになっているところを見ると、壁そのものが消えたわけではなく、あくまで透過機構が働いただけらしい。

「よう、阿あ婆ば擦ずれ女。生きてるか？」

　ディルクが部屋に向かってそう声をかけると、三畳程度の広さの室内で、なにかがもぞりと動く気配がした。部屋の中には明かりがなく、薄ぼんやりとしか見通せなかったが、どうやら奥の壁際にもたれるようにして誰かが座っているらしい。

「──誰かと思えばあんたか。わざわざこんなとこまでなんの用だい？」

　ディルク同様乱暴な口調だったが、声が高い。女子学生だ。

　ころなが目を凝らすと、ようやくその姿を把握することができた。

　壁から伸びた手て枷かせに腕を繋がれ、制服姿のまま豪快にあぐらをかいている。夏場だというのにその首に長いマフラーを巻き、かと思えば着崩した制服の下にはアンダーを着用しておらず、なんともミスマッチな格好だ。

　その特異な風貌をまじまじと見詰めていたころなは、吊り上がった狼おおかみのような瞳で鋭く睨にらまれ、その迫力に思わず後ずさってしまった。

「ちょいとな、おまえに頼みごとができた」

「はっ」

　ディルクの言葉を、その少女は鼻で笑い飛ばした。

「頼みごとだ？　命令の間違いだろ。あんたが本気で言ってるなら、あたしに拒否権なんぞねえんだからな」

「聞いてくれりゃあ今すぐにでもそこから出してやるよ」

「その前に差し入れの一つでも用意してねえのか？　腹が減って死にそうなんだよ。なんだったらそこのお嬢ちゃんでもいいぜ？」

「ひぃっ！」

　ころなはディルクの背中へ隠れるように回り込んだ。

「やるのかやらねーのか、どっちだ？」
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　ディルクは少女の軽口に構うことなく、先を続ける。

「へいへい……んで、なにをすりゃいいのさ？」

「大したことじゃねえよ。星せい導どう館かんの小僧を一人、叩たたき潰つぶしてくれりゃあいい。再起不能になるくらいにな。決闘でも構わねえが、ちょうどいい具合に《鳳凰星武祭フエニクス》がある。それに出ろ。──ころな、出場登録は済ませてあるな？」

「え？　あ、はいっ！」

　突然話を振られて驚いたが、ころなはぶんぶんとうなずいた。

　そういえばディルクに言われて《鳳凰星武祭》出場登録の代理申請をしたことがあったが、このことだったのか。しかしまさか、本人に話を通していないとは思わなかった。

「《鳳凰星武祭》に出ろだぁ？」

「決闘じゃあ拒否られる可能性があるが、《星武祭フエスタ》じゃそうはいかねーからな」

　ディルクはそこまで言うと、ぐっと部屋を覗のぞき込こんだ。

「おまえらなら本戦までは楽に進めるだろ。向こうも同様だ。そうすりゃどっかでぶち当たるだろうから、潰せ。勝つ必要はない」

　最後の言葉は、まるで深い穴の底から響いてくるような声だった。

　ころなの背筋に冷たいものが走る。

「……ああ、もちろんできるなら優勝してくれても構わねえぞ」

「簡単に言ってくれやがるな、おい」

　そう言いながらも、少女は楽しそうに肩を揺らした。

　じゃらりと鎖が音を立てる。

「──いくつか聞きたいことがある」

「言ってみろ」

「まず一つ。目標が小僧一人なら、《猫ねこ》でも使えばいいだろ。なんでそんな仕事をわざわざあたしに振る？」

「《鳳凰星武祭》という舞台に、おまえらが一番適任だからだ。それに《猫》共は銀ぎん目めも金きん目めも手が空いてねえ。おまけに連中を動かすとなると餌代がかかる」

「それだけか？」

「……小僧は星導館の序列一位だ。さすがに《猫》を使って足がついたらこっちがやべー。まずはできるだけ真っ当な手段が望ましいってこった」

　それを聞いた少女はけらけらと笑った。

「序列一位？　おいおい本気かよ、そんなのの相手をさせようって？」

「できもしねえ仕事は振らねーよ」

　少女は考え込むようにしばらく俯うつむいて黙っていたが、やがて顔を上げて口を開いた。

「二つ目。その小僧を狙う理由は？」

　これにはディルクも面食らったのか、舌打ちが廊下に響く。

　いらついた時のディルクの癖くせだ。

「教えてやる義理はねえが……まあいい。《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》は知ってるか？」

「はぁ？　なんだそりゃ？」

「星せい導どう館かんの学有純星煌式武装オーガルクスだ。その小僧はそいつの使い手でな。まだまだ使いこなしちゃいねえようだが、放っておくと後々厄やつ介かいの種になりそうだから今のうちに潰しておきてーのさ」

「ふぅん……純星煌式武装、ね。あんたがそこまで言うからにはよほど強力なんだろうな」

「──あれを目まの当たりにすりゃあ、誰だってそう思うだろうぜ」

　ディルクは吐き捨てるかのようにつぶやいた。

　少女に向けた言葉ではない。ディルク自身に言い聞かせるような、そんな口調だった。

「まあいい、そんじゃ最後の質問……つーより確認だ」

　少女はそう言うと、射抜くような視線をディルクにぶつける。

「──誰にも手出しさせてねえだろうな？」

「当然だ。知ってるだろう？　オレは絶対に契約は守る」

　ころななどはその余波だけで身が竦すくんでしまいそうな視線を平然と受け止め、ディルクはうなずいた。

　しばらく二人は無言のまま睨にらみ合あっていたが、やがて少女のほうから視線を外す。

「……ま、たかだかカジノで暴れたぐらいでこんなとこにいつまでも閉じ込められてるのもつまんねぇしな。仕事ならありがたく頂ちよう戴だいするさ、ディルク・エーベルヴァイン」

「さっさとそう言いやがれ、イレーネ・ウルサイス」

　ディルクはつまらなそうな顔でぼやくと、光学キーボードを操作した。

　がしゃりという音と共に鎖が外れ、少女──イレーネが立ち上がって大きく伸びをする。

「ふぅ……やれやれっと」

　コキコキと肩を鳴らしながら、イレーネが独りごちた。

　背はかなり高く、しなやかで均整の取れた身体は肉食獣のようだ。

「さぁて、とりあえずは……腹ごしらえをさせてもらおうか」

　そう言ってニヤリと笑うイレーネの口元からは大きく鋭い牙が二本、覗のぞいていた。


第二章　鳳凰星武祭フエニクス

　アスタリスク中央区総合メインステージは通称『シリウスドーム』と呼ばれている。

《星武祭フエスタ》はこのメインステージを含めた大中十一のステージを舞台として行われるが、現在そのシリウスドームでは第二十五回《星武祭》の開会式が執り行われていた。

　かつて綾あや斗とはユリスに案内してもらってその前まで来たことがあったが、足を踏み入れたのはこれが初めてだ。

　シリウスドームのステージは《鳳凰星武祭》出場者が全員揃そろってもまだ余裕があるほどの広さがある。実際に試合をする際はもう少し狭い範囲に区切られるそうだが、この開会式では全面を使っていた。学園ごとに出場者が整列しているものの、一部の学園では欠席している学生もいるらしい。レヴォルフあたりは特にそれが顕けん著ちよで、一分の隙もなく整然と並んでいるガラードワースと比べると天地の差だ。

「それにしても、ものすごい人だなぁ」

「ふふっ、それは出場者たちのことか？　それとも──」

　ついつい口から漏れたつぶやきを聞きつけたのか、隣に立つユリスは悪戯いたずらっぽく微笑ほほえみながらそう言うと、視線をぐるりと巡らせた。

「この観客共を見て言っているのか？」

　その言葉通り、ステージを取り巻く観客席はまさしく超満員。立りつ錐すいの余地もない。

「あはは……まあ、どっちもかな」

　収容人数はおよそ十万人と聞いたが、こうして実際にそれを見ると圧倒されるばかりだ。何層にも分かれた観客席は見上げるほどに高く、最上階層からはこちらが人形くらいにしか見えないのではなかろうか。

　小声でそう伝えると、ユリスは大げさに肩を竦すくめた。

「試合になれば上層域に巨大な空間スクリーンが展開されるからな。見えないようならそっちで観戦するらしい」

「それじゃわざわざここまで観に来る意味がないんじゃ……」

「私もいまいちわからんが、この場にいるということが重要なのだそうだ」

　そういうものかと思いつつ、視線を前に戻す。

　放射線状に並んだ出場者の前には演壇が設しつらえられ、先ほどまではそこでアスタリスク市長が挨拶をしていたのだが、ちょうど入れ替わりで壮年の男性が現れた。

「──諸君、おはよう。こうしてまた今年も君たちの勇壮な姿を見ることができて嬉うれしく思う。そして今年からこのアスタリスクへやってきた者には初めましてと言っておかなければならないね。《星武祭》運営委員会委員長、マディアス・メサだ」

　男性はよく通る落ち着いた声でそう挨拶をすると、にこりと人懐っこい笑みを浮かべる。

「あの人が運営委員長？　随分と若いね」

　歳は三十代の半ばくらいだろうか。《星武祭フエスタ》の運営委員ということは、実質的に《星武祭》を取り仕切っている最高責任者ということだ。当然統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいの幹部であるはずだが、綺き凜りんの伯父である鋼こう一いち郎ろうよりも若いのは間違いないだろう。

　精せい悍かんな風貌と快活な口調、それでいてどこかゆったりとした余裕も感じられる。遠めでもわかるくらいに鍛えられた体たい躯くの持ち主で、明らかに《星脈世代ジエネステラ》だった。

「……マディアス・メサは星導館うちのＯＢだぞ？」

　それくらい知っておけといった顔でユリスがため息を吐く。

「歳は忘れたが若いのは確かだな。まだ四十には届いていまい。学生時代には《鳳凰星武祭フエニクス》を制したほどの実力者だ」

「なるほど、道理で……」

　静かでどっしりとした星辰力プラーナは、抑えられていてもその強大さが十分に感じられた。

「運営委員長としてもかなりのやり手でな。就任したのは数年前だったと思うが、改革派の筆頭として新しい制度の制定やイベント、レギュレーション変更を次々と行っている。おまけにどれも高評価だ」

「うちのＯＢってことは銀河の幹部ってことだよね？」

「名目上はな」

「名目上？」

　その言い分に綾あや斗とが首を傾かしげると、ユリスはつまらなそうに答える。

「マディアス・メサは《鳳凰星武祭》で優勝した際、卒業後の運営委員会入りを望みとしたそうだ」

「へぇ、そんなことも可能なんだ」

　優勝者には統合企業財体がいかなる望みでも叶かなえるというのが《星武祭》の根こん幹かん条件だが、そのシステム部分に当事者が食い込んでくるというのは、運営側にとってあまり面白い事態ではないだろう。

「入っただけでどうにかできるような世界ではないが、学生時代からいろいろと根回しをしていたとも聞くな。私も何度か顔を合わせたことがあるが、なかなかに食えない男だぞ、あれは」

「ふーん……」

　綾斗はまじまじとマディアスを眺める。

　その瞬間、マディアスの視線がぴたりと綾斗を捉えた──ような気がした。

（え……？）

　しかしそれは本当に一瞬だったため、綾斗にも確信が持てない。

「──とはいえ、あまりここで長々と話をしても興を削そぐだけだろうから、あと一つだけ諸君に重要なレギュレーションの変更を伝えて終わりにしようと思う。まあ、学園側には通達済みだし、そのあたりから一部漏もれ伝わっているようだけどね」

　マディアスは何事もなかったように話を進めているので、やはり気のせいだったのかもしれない。

「元来煌式武装ルークスにはこれといった制限を設けてこなかったのだけれど、技術の進化というのは目め覚ざましく、いろいろと不都合な部分が出てきたわけだ。具体的に言うと、自律機動する機械を武器としてどう扱うか」

　これに真っ先に反応したのはやはり紗さ夜やだった。

　先ほどまで立ったままうつらうつらしていたのに、今では真剣な表情で前を睨にらんでいる。

「諸君にできうる限り自由な場を提供するというのが我々運営の基本理念ではあるのだが、たとえばこれを放置すると個人が複数の自律機動兵器を武器として持ち込むことも可能になってしまう。これはさすがによろしくない。……ああ、もちろんそれが《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》の能力であるというなら話は別だけどね」

　マディアスはさすがに話し慣れているのか、適度な間を挟みながら丁寧に説明を続ける。

「かといって武器の数に制限を設けるのは論外だ。自律機動兵器の使用を禁止してしまえば話は早いが、先ほど述べたように安易な制限は我々の望むところじゃない。それは停滞に繋つながり、やがて衰退を招くだろう。そこで──これはあくまで次回以降の議論の参考とするための措置であることを理解してもらいたいのだけれど……今回に限っては『代理出場』という形を取ることにした」

　途端に会場全体がざわめいた。

　学生たちだけでなく、観客席も一斉に色めき立つ。

「賢明なる諸君には、これが特定の学園を有利にするものではなく、むしろ近い将来の平等性を確保するためのものであることはわかってもらえると思う。我々は常に、諸君にとって最善の道を用意するため、全力を尽くしていることを信じて欲しい」

　ざわめきが収まるのを待ってさらにそう続けると、マディアスは今度は観客席に向かって大きく手を広げた。

「そして──《星武祭フエスタ》を愛し、応援してくださっている諸氏には、これがまた一段階進化した新たな《星武祭》へ繋がるものであることをご期待いただきたい。《星武祭》は常に世界で最高のアミューズメントであり、無二の興奮と感動を生み出すステージであり、そして魂を震わせる至高のエンターテインメントなのだから！」

　高らかな宣言と共に、観客席から怒ど涛とうのような拍手が一斉に巻き起こる。観客はとにかく盛り上がればそれでよいというノリなので、新しい試みはとりあえず歓迎する傾向があるとクローディアが言っていたが、どうやらその通りのようだ。

　一方で、対照的に出場者たちのほうは冷めた反応だった。どう考えても面倒が増えたのは間違いないのだから、それも当然だろう。

　マディアスは挨拶を終えると、にこやかに手を振りながら演壇を降りていく。

　それからもうしばらく退屈な式典が続き、出場者たちは正午が近くなった頃にようやく解放された。

『それではこれで第二十五回《星武祭フエスタ》及び第二十四回《鳳凰星武祭フエニクス》の開会式を終わります。本日《鳳凰星武祭》に出場されるＡブロックからＩブロックまでの選手は、規定の時間までに該当ステージへ移動してください』

「えーと、俺たちはこのメインステージが会場だから特に移動しなくていいんだよね？」

　会場のアナウンスを聞きながら、ぞろぞろとステージから引き上げる。

　一回戦は四日間に渡って行われるが、綾あや斗とたちの初戦は初日である今日だ。

「うむ。とはいえ試合まではかなり時間があるし、軽く昼食を済ませておいても良いな」

「んー、じゃあそうしようか」

　綾斗もそれなりに空腹だったので異論はない。

「だったら紗さ夜やと綺き凜りんちゃんも一緒に……って、あれ？」

　綾斗はそう言いかけ、きょろきょろと周囲を見回した。

　さっきまでそこに居たはずの紗夜と綺凜の姿がどこにも見当たらないのだ。

　二人の初戦は明日のはずだから、移動したということはないだろう。

「二人ともどこに行ったんだ……？」

　紗夜も綺凜も背が高いほうではないので、こうした人ごみで探すのはなかなか難しい。

「あっ」

　と、ドームの正面ゲートへ向かう学生たちの中に、見知った顔を見つけた。

　紗夜たちではないが、ちょうどいい。

「やあ、レスター。キミたちも今日が試合だったっけ？」

　にこやかに声を掛けた綾斗と対照的に、レスター・マクフェイルはいかにもなしかめっ面で足を止める。

「……それがどうした？」

「俺たちも今日が試合なんだけどさ、ちょうど今から食事にしようかって話してたとこなんだ。よかったら一緒にどうかなって──ああ、もちろんランディも」

　レスターの隣には、ずんぐりとした体型の学生がきょとんとした顔で立っていた。レスターのタッグパートナー、ランディ・フックだ。

「あのなあ天あま霧ぎり……何度も言うが、オレはおまえと馴なれ合あうつもりはねえ！」

　ずびっと指を突きつけ、イラついたようにレスターが言う。

「いや、そういうつもりはないけど……ほら、レスターにはこの前、煌式武装ルークスを貸してもらったお礼もまだしてないし」

「そんなもんいるか！　とにかくオレたちはこれから移動しなきゃなんねえし、飯ならそっちで食う！　いくぞ、ランディ！」

「わ、ま、待ってよ、レスター！」

　ずんずんと大股で去っていくレスターと、それを追いかけるランディ。なんとなく以前も似たような光景を見たような覚えがある。

　が、今回はその記憶と違ってレスターの足が途中で止まり、振り返った。

「一つだけ言っておいてやる。オレが今回の《鳳凰星武祭フエニクス》で一番闘いたい相手は、他の学園の連中じゃねえ、おまえらだ。オレたちと当たるまで負けるんじゃねえぞ！」

　そうしてレスターは今度こそ肩を怒らせて去っていった。

「相変わらずあれも難儀な男だな……」

　ユリスが呆あきれたように言うが、その言葉にどこか同情めいたものが感じられるのは気のせいだろうか。

「……綾あや斗と発見」

「うわっ！」

　そこへ突然背後から抱きつかれ、綾斗は思わず声を上げた。

「──って、紗さ夜やか……驚かさないでよ」

「……隙だらけ」

　腰の辺りにしがみついた紗夜が、少しだけ得意げに言う。

　綾斗とて油断していたわけではないが、かといって四六時中気を張っているわけではない。敵意のない相手ではどうしても反応が鈍るのは否めなかった。

「で、どこに行ってたのさ。探したんだよ？」

「ご、ごめんなさいです。ちょっとロッカールームまでこれを取りに……」

　振り向くと、紗夜の後ろには大きな荷物を抱えた綺き凜りんが申し訳なさそうに立っていた。

「それは？」

「ふっふっふ、聞いて驚け。──お弁当だ」

　綾斗から離れた紗夜が、小さな胸を反らして言う。

「……弁当だと？」

　ユリスが訝いぶかしげな顔でそんな紗夜を見返した。

「あ、あの、実はですね、この前沙さ々さ宮みや先輩──じゃなくて、紗夜さんと二人で相談しまして……その、応援の意味も込めて作ってきたのですけど……よ、良かったら、食べてくださいっ！」

　綺凜はそう言うと、顔を真っ赤にしてその手に持った重箱を差し出してきた。

「へぇ、わざわざ作ってきてくれたのか」

　俯うつむきがちにこくこくと何度もうなずく綺き凜りんと、自信満々な紗さ夜やが対照的だ。

「わたしはあまり……と言いますか、ほとんど料理の経験がないので、紗夜さんに教えていただいて……ああ、でも、ホントすごく簡単なものなのですけど……！」

「ほう、沙さ々さ宮みやは人に教えられるくらい料理が上う手まいのか？」

「えへん」

　ますますふんぞり返る紗夜を横目に重箱を開けてみると、そこにはおにぎりが一杯に詰まっていた。形は酷ひどく歪いびつで、見た目はお世辞にも良いとは言えないが、それだけに一生懸命さが伝わってくるかのようだ。

「ご、ごめんなさいです……。わたし、本当に不器用で……」

「ううん、嬉うれしいよ。ありがとう、綺凜ちゃん」

　綾あや斗とはそう言って綺凜の頭を優しく撫なでた。

「ぁ……」

　か細い声を漏らし、更に縮こまる綺凜。

「むっ！」

　それを見て紗夜は綾斗の袖をぐいぐいと引っ張る。

「綾斗綾斗。私のも見て」

「ああ、うん」

　言われるままに重箱の二段目を開けてみると、そこにはまたもやおにぎりが詰まっていた。綺凜のものよりずっと形は整っていて、いかにも美お味いしそうだ。

　ただ一点──

「随分と、その……大きいな」

　重箱を覗のぞき込こんだユリスがなんとも言えない表情でつぶやく。

　実際、そのおにぎりは通常の三倍近くはありそうな大きさだった。それがみっしりと隙間なく重箱に収まっている様はなかなかに圧巻だ。

「大は小を兼ねる。私のモットー」

「それは構わないが……ひょっとしてこの重箱、全部おにぎりなのか？」

「それがなにか？」

「……いや、これをもって料理を教えたと言い張るおまえに少し感心しただけだ」

「えっへん」

「一応言っておくが褒めてないからな」

　ユリスはこめかみを押さえつつそう言ったが、紗夜は気にも留とめていないようだ。

「まあまあ、それにこれならみんなで食べても十分足りそうだしちょうどいいじゃないか」

「元よりそのつもり」

「だってさ、ユリス？」

　そう水を向けると、ユリスはやや戸惑ったような表情を浮かべながらもうなずいた。

「……まあ、そういうことならご相しよう伴ばんに預かろうか」

「よし、決まり。じゃあ、どこか落ち着ける場所を見つけて……」

　そう言いかけた綾あや斗との袖を、再度紗さ夜やがくいくいと引っ張る。

「うん？」

「──私も」

　紗夜には珍しく、少しだけ照れたような表情だ。

　と言ってもうっすらと頬ほおに赤みが差しているだけなので、付き合いの短い人間ではわからないだろう。

「私も……？」

　綾斗は一瞬なんのことかと考え込んだが、紗夜がちらちらと綺き凜りんのほうへ視線をやるのを見てそれを察する。

「あー、もしかして……紗夜も？」

「不公平はよくない」

　綾斗は苦笑しながら綺凜と同じように紗夜の頭を撫なでた。綺凜よりも背が低いので、こちらのほうが若干撫でやすい。

「……うん、いい感じ」

[image: ]

　気持ち良さそうに目を細めながら、ご満悦の紗さ夜や。

　その姿はどこか猫ねこを思わせるようで妙に微笑ほほえましい。

「こほんっ」

　と、そこでユリスが憮ぶ然ぜんとした表情で咳せき払ばらい。

「それでは──そうだな、私たちの控え室がもう使えるはずだ。そこなら落ち着いて食事もできるだろう」

　そう言って、一人でどんどんと進んでいく。

「わっ、ちょっと待ってよユリス！」

　とはいえ確かにいつまでも通路でこうしているわけにもいかない。

　綾あや斗とは紗夜たちを促すと、重箱を抱えて先を行くユリスの後をどたばたと追いかけた。

　　　　　　　　＊

「ふぅ……ごちそうさま」

　最後のおにぎりを食べ終え、綾斗が両手を合わせる。

「お粗末さまでした。あ、今お茶入れますね」

　すると、すでに食べ終えていた綺き凜りんは持参したらしいマグボトルからお茶を注いでくれた。実に用意がいい。

「ありがとう、綺凜ちゃん」

「あ、あの、それで……」

「うん、美お味いしかったよ」

　その言葉にぱぁっと綺凜の顔が輝く。

　実際、綺凜のおにぎりは形こそ不ぶ恰かつ好こうではあったものの、味のほうは問題なかった。

　本人的には余程不安だったのか、喜び半分安あん堵ど半分と言った表情だ。

「……私は少し食べ過ぎた」

　一方、紗夜はソファに寝転がって自分のお腹なかをさすっている。

「あんなに巨大なおにぎりを一人で三つも四つも食べればそうもなろう」

　その隣に座っているユリスはすっかり呆あきれ顔がおだ。

「──おっと、そろそろ時間かな」

　時間を確認した綾斗は、部屋に備え付けのテレビをつけた。控え室はかなり広く、四人では持て余すくらいであったが、その壁面近くに空間スクリーンが展開される。

『……はいはーい、というわけでこちらは第二十四回《鳳凰星武祭フエニクス》第一試合会場であるシリウスドームでーす。実況はＡＢＣアナウンサーであるわたくし梁やな瀬せミーコ、解説は界龍ジエロン第七学院ＯＧであり、現エグゼクティブ・アラドファルの部隊長であるファム・ティ・チャムさんでお送りしまーす』

『ども、よろしくお願いするッス』

『さてさて、今更ではありますが、基本ルールのおさらいをしておきましょう！　試合の決着はペア両名の校章が破壊された時点、または意識消失、ギブアップなどで敗北判定がなされた場合に、校章を通して勝敗が宣言されます』

『そのあたりがリーダーがやられたら負けとなる《獅鷲星武祭グリプス》との違いッスねー』

　空間スクリーンにはふわふわした巻き毛の女性と、黒髪を短く切りそろえた女性の二人が映っていた。どうやら前者のほうが実況アナウンサーらしい。

「もうすぐ第一試合の開始時間か。私たちは第二試合だから、まだ余裕はあるな」

「そういえばこの他にもいろんな会場で同時に試合が行われるんだよね？　放送ってどうするのかな？」

　綾あや斗との疑問にユリスがつまらなそうに答える。

「各ステージごとに放送枠があるからな。好きなところを選ぶのが普通だが……熱心なファンは複数のチャンネルで同時視聴したりもするそうだぞ」

　一回戦に限って言えば、全十一のステージで一日に行われる試合は三十三。試合開始時間は少しずつズラしてあるらしいが、それでも全てを同時にチェックするのは大変だろう。

「……どうせ後で全試合をまとめたのが放送されるのに」

「そういう方々はライブで見るのが醍だい醐ご味みらしいですよ」

　寝転がったまま視線だけテレビに向けている紗さ夜やに、綺き凜りんが苦笑で応える。

「あ、でもこのメインステージに割り振られるのは、有力候補だって証あかしなんですよね？」

「へぇ、そうなんだ」

「通例として注目される選手が割り振られるのは確かだな。序列一位がいるペアならばまあ当然だろう。それに──」

　ユリスはそう言うと顎あごでスクリーンを指し示した。

　そこにはちょうどこのシリウスドームで試合を行うタッグの名前が表示されている。

　その第三試合にエントリーされている名前には、見覚えがあった。

「……ああ、彼女たちも今日ここで試合なんだ」

　──エルネスタ・キューネとカミラ・パレート。件くだんのアルルカントのペアだ。

「……」

　紗夜が無言のまま身体を起こし、鋭い目でスクリーンを睨にらむ。その目には強い決意が見て取れた。よほど思うところがあるのだろう。

　そんな紗夜を横目で見ながら、ユリスは立ち上がって大きく身体を伸ばす。

「ま、いつ当たるかもしれん相手のことよりもまずは目先の試合だ」

　それはまったくもってその通りなので、綾斗も大きくうなずいた。

「確か綾あや斗と先輩たちの初戦の相手はガラードワースの騎士候補生でしたよね？」

「うん、序列三十位と四十一位だったかな」

　ガラードワースの《冒頭の十二人ページ・ワン》は通称「銀翼騎士団ライフローデス」と呼ばれており、それ以下の序列者はその候補生に位置づけられている。六学園中唯一〝名門〟と称されるガラードワースで序列入りしているということは、優秀な学生なのは間違いないだろう。事実、データや戦歴はそれを裏付けていた。

　──だが。

「どうだ綾斗。いけそうか？」

「そうだね……一応やるだけやってみるよ」

　ユリスと綾斗は目配せをして軽く笑う。

　それを見た綺き凜りんが不思議そうに首を傾かしげた。

「なにか特別な作戦でもあるのですか？」

「いいや」

　しかしユリスはあっさり首を横に振る。

「むしろその逆だ。──まあ、見ているがいい」

　　　　　　　　＊

『──それではそれでは本日の第二試合、Ｃブロック一回戦一組の試合を始めまーす！』

　広大なステージに実況アナウンスが響き渡る。

　一瞬遅れて天地を揺るがすような大歓声が沸き上がり、無数のライトが縦横無尽に舞い踊る中、ユリスと綾斗はゆっくりと入場ゲートからステージへ足を踏み出した。

『さー、まず姿を現したのは星せい導どう館かん学がく園えんの序列一位である天あま霧ぎり綾斗選手と、序列五位のユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルト選手！　天霧選手はなんとなんとこの《鳳凰星武祭フエニクス》の数週間前に序列一位になったばかり！　それも旧序列一位と直接決闘で勝利して一位になったため、私たちのほうにもほとんどデータがないというまさに超新星です！　あ、ちなみに二つ名の《叢むら雲くも》は星導館の生徒会長エンフィールド女史による命名らしいですよー』

『今回の《鳳凰星武祭》出場選手では唯一の序列一位ッスねー。今現在出回っている動画を見る限り、かなりの強さなのは間違いないようッス。期待したいッスね』

『はいはい、資料の中にあったので私も見ましたけど、あれってどれも決闘なのでイマイチ不鮮明なんですよねー。せめて公式序列戦に出てくれてたらなー。あ、そうそう！　その天霧選手は《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》という星導館の学有純星煌式武装オーガルクスの使い手らしいですが……チャムさんはご存ぞん知じですか？』

『あー、所いわ謂ゆる『四し色しきの魔剣』の一振りッスね。有名は有名ッスけど、あたしも昔の映像データでしか見たことはないッス。ここ十数年、使い手が出てこなかったくらい気難しい純星煌式武装オーガルクスだとかなんとか。四色の魔剣だとガラードワースの《白濾の魔剣レイ＝グレムス》が一番有名ッスけど、同じような防御不可の武器みたいッスねー』

『なるほどなるほどー。それに加えてタッグパートナーは《華焔の魔女グリユーエン・ローゼ》こと、リースフェルト選手ですからね。優勝候補の一角と言っても過言ではないでしょう！』

『リースフェルト選手は能力の多彩さが際立つ子ッスねー。《魔女ストレガ》としては現役世代でもトップクラスに入るんじゃないかなー。伸びしろもありそうだし、卒業後はぜひウチに来て欲しいッスねー』

『いやー、リースフェルト選手は本物のお姫様ですからねー、さすがにＰＭＣに就職は難しいんじゃないでしょうか』

『ううむ、残念。なんにせよ、とりあえずは天あま霧ぎり選手に注目ッスね』

『それでは続いてガラードワースのタッグですが……』

　実況と解説のやり取りはまだ続いていたが、そこでユリスが綾あや斗との脇を肘で突いてきた。

「注目だそうだぞ、天霧選手」

　小声でそう言って、ニヤリと笑う。

「ただでさえ緊張してるってのに、なんでそういうこと言うかな」

　綾斗が苦笑を返すと、ユリスは笑みを崩さぬまま綾斗の顔を覗のぞき込こんできた。

「嘘うそをつけ。とても緊張しているようには見えんぞ。いつもどおりの、のんびりした顔だ」

「これでも緊張してるんだってば。あんまり目立つ舞台は好きじゃないんだから」

「世界で一番目立つステージに立っておいて今更なにを言う」

　くすくすと肩を震わせるユリス。

「そう言うユリスは全然緊張してないんだね。俺と同じく《星武祭フエスタ》初参加なのに」

「私はこれでも王女だからな。注目されるのには慣れている。──と、そろそろ準備をしておけ」

　ユリスが真顔に戻り、前を見据えた。

　見れば反対側の入場ゲートから現れた二人組の青年が、すでに煌式武装ルークスを起動させている。背の高い青年とやや小柄の青年で凸凹コンビといった見た目だが、どちらも手にしているのは剣型の煌式武装だ。ガラードワースでは伝統的に剣技こそが正道とされ、その学生も剣を武器として選ぶ者が多いらしい。

　綾斗も腰のホルダーから《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を取り出すが、まだ起動はさせない。

『おおっと、そろそろ試合開始時間が迫ってまいりました！　果たしてこの一戦、勝利を掴つかむのは星せい導どう館かんかはたまたガラードワースか！　それではいよいよ本日の第二試合がスタートです！』

　実況の声に呼応するかのように、胸に着けた校章が発光する。《星武祭フエスタ》時の処理は完全に自動化されているため、普段の決闘時のように宣言や同意は必要とされない。

「《鳳凰星武祭フエニクス》Ｃブロック一回戦一組、試合開始バトルスタート！」

　校章の機械音声が試合開始を告げると同時に、ガラードワースの二人は剣を構えて真まっ直すぐに突進してきた。データに拠よると二人とも近接戦闘を得意とする攻撃手アタツカーで、後衛を設もうけない攻撃的なペアだ。おそらくは一気に接近戦へ持ち込み、勝負をつける腹積もりなのだろう。どちらかを綾あや斗とが迎え撃てば、残った一人がそのままユリスへ向かい、後衛としての働きを封じる。単純だが効果的な戦法だ。

「……ま、予想の範囲内だがな」

　しかしユリスは腕組みをしたまま余裕たっぷりにうなずいた。

　煌式武装ルークスを取り出してすらいない。

「それでは綾斗、任せたぞ」

「了解」

　綾斗は答えながら、一気に星辰力プラーナを集中させた。

「──内なる剣を以もって星せい牢ろうを破獄し、我が虎こ威いを解放す！」

　高まった星辰力が綾斗へ施された封印を破り、爆発的な星辰力が解放される。同時に起動した《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》が、その巨大な刀身を煌きらめかせた。

「なっ……!?」

　その星辰力の量に驚いたのか、ガラードワースの二人がわずかに速度を緩める。

　刹那、風が疾はしった。

「え……？」

「あ……！」

　二人には唐突に綾斗が消えたようにしか感じられなかったのかもしれない。

　が、僅かな間の後、二つの校章は乾いた音を立てて割れ落ちていた。

　──二人の間を駆け抜け様、綾斗が神速の斬撃を放ったのだ。

「試合終了エンドオブバトル！　勝者、天あま霧ぎり綾斗＆ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルト！」

　水を打ったように静まり返った会場に、機械音声が響き渡る。

　まるで空白のような静寂。

　──しかしそれも時間にしてみれば僅かなもので、やがて堰せきを切ったように会場を大歓声が包み込んだ。

『……こ、これはすごい！　まるで実況する間がありませんでした！　なんという、なんという迅さ！　なんという強さ！　これはもはや圧倒的と申し上げてもいいでしょう！』

『いやはや、お見事ッスね』

『その強さもさることながら、なんといっても驚いたのは天あま霧ぎり選手のド派手なパフォーマンス！　とんでもない量の星辰力プラーナが一気にまるで柱のように立ち上り、これには会場も大興奮です！』

『星辰力の量だけならうちの社長にも負けてないと思うッスよ。卒業したらウチにきてくれないかなー。即戦力なのになー』

　興奮と熱狂が渦巻く中、ガラードワースのタッグは呆ぼう然ぜんとしたまま立ち尽くしている。

　少しだけ申し訳ない気持ちでユリスの元へ戻ると、軽く手を挙げて綾あや斗とを迎えてくれた。

「ふふっ、さすがだな」

　満足そうな笑みを浮かべるユリスにハイタッチをし、そのまま二人でステージを後にする。試合時間は実質十秒もなかっただろう。まさに瞬殺だ。

「このあとは勝利者インタビューだ。なにを聞かれても適当にはぐらかしておけよ。できるだけ情報は与えたくない」

　道すがら、ユリスが釘くぎを刺してくる。

「了解。……でもちょっと焦ったよ。まさか武器も起動させないなんて」

「なに、設置型の能力は敷いておいたし問題はない。仮に相手が踏み込んできたとしても、ドカンだ」

　拳を開いて爆発を表現したユリスは、不敵に微笑ほほえんだ。

「なんにせよ、これで一回戦は連係パターンを見せずに温存できた。この調子でいきたいものだな」

　綾斗たちにとってなによりも隠しておきたいのは、綾斗の全力状態にリミットがあるということだ。綾斗の決闘を直接見た者の中には薄々感づいている者もいるかもしれないが、それを確定的にしてしまうのは極力避けたかった。その観点から見れば封印解除の流れもできるだけ隠しておきたいのだが、ステージに出る前に解除していてはとても時間が持たない。それならばむしろ堂々とやったほうがというのが二人の結論で、その目もく論ろ見みどおり観客はあれはパフォーマンスの一環だと思ってくれたようだ。もちろんこんな手がいつまでも通じるとは思わないが、バレるのはできるだけ遅いほうがいい。

　そして二人がリミットの次に隠しておきたいのは、連係攻撃のパターンだった。綾斗とユリスはタッグを組んでまだ二ヶ月程度。可能な限り連係を磨いてきたものの、何年も組んでいるようなペアと比べると、そのあたりで見劣りするのは否めない。

　今回のようなレベルの相手ならともかく、封印を解除した綾斗に対応できるようなレベルの相手に対しては、やはり連係攻撃が勝負の鍵となる。極力、温存しておきたかった。

「少なくとも予選の範囲では有力候補と当たることはない。本戦まで、できる限りもったいぶっていくぞ」

　会見スペースに向かう通路を進みながら、ユリスは口ぶりとは裏腹の真剣な表情でそう言った。

　　　　　　　　＊

「……ふぅ、ただいまー」

「やれやれ……」

　控え室へと戻った綾あや斗ととユリスは、ぐったりとした様子でソファへ腰を下ろした。

「お、おかえりなさい！　お二人とも、おめでとうございます！」

「……なぜそんなに疲れてる？　秒殺だったのに」

　出迎えてくれた綺き凜りんと紗さ夜やがそんな二人を不思議そうに見てくるので、綾斗は苦笑いでそれに応えた。

「いや、試合のほうはそうだったんだけどさ。そのあとの会見が……」

「まったく外のマスコミ連中はしつこくていかん。これならウチの報道系クラブのほうがまだましだな」

　ユリスはうんざりといった顔で、綺凜が差し出したドリンクを一気に呷あおる。

　実際、試合後の勝利者インタビューときたら疲れるなどというものではなかった。綾斗のパフォーマンスや《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》についてはもちろん、ユリスとの関係や出場の経緯、果ては好きな食べ物といったおよそ試合とは関係ないようなプライベートな質問まで、延々と一時間近く付き合わされたのだ。それは気力も削られるというものだろう。

「へへぇ、そいつは嬉うれしいお言葉だね」

　と、壁際からふいに声がかかる。

「ああ、英えい士し郎ろう。来てたのか」

「まずは初戦勝利、おめでとさん」

　英士郎はにこやかにそう言うと、手にした端末でかしゃりと二人を写真に撮った。

「──一応釘くぎを刺しておくが、比較的ましだと言っただけであって、別段おまえたちに好意的になったわけではないぞ」

「はいはい、相変わらずお姫様は厳しいねぇ」

　むっつりした顔のユリスに、英士郎が大げさに肩を竦すくめる。

　控え室には使用選手が許可を与えた人間なら誰でも出入りが可能だが、それ以外は中からロックを解除しない限りドアは開かない。今回は紗夜と綺凜にしか許可を与えていないので、おそらく二人が招いたのだろう。

「それで、どうしたのさ？　まさか応援に来てくれたってわけでもないんだろう？」

　すでに八月。《鳳凰星武祭フエニクス》に出場しない大半の学生は夏休みに入っている。

　普段は外出許可が下りにくいアスタリスクでも、さすがに長期休暇では別とあって、帰省する学生も多い。もっとも英えい士し郎ろうのように学園に残る学生も少なくないので、全体で見ればおおよそ半々といったところらしい。

「ははっ、あの程度の連中が相手ならおれが応援するまでもねーだろ。おれの今日の目当ては──第三試合さ」

「……なるほど、アルルカントか」

　ユリスは合が点てんがいったという風にうなずいた。

「そりゃあ、開会式であんな発表をされちゃあジャーナリスト魂が滾たぎるってもんよ。誰がどう聞いたってありゃあアルルカントのお二人さんのことだろうしな。んでまあ、早速連中の控え室に取材に行ってみたんだが……」

「なにかわかったのか、夜や吹ぶき」

　紗さ夜やがつかつかと英士郎の前まで歩いていき、じっと真まっ直すぐに見上げる。

「それが完全シャットアウト。猫ねこの子一匹通さないような厳重警備でさ、けんもほろろに追い返されちまったよ」

「……なんだ」

　紗夜はがっくりと肩を落とした。

「まあ、そう慌てることもあるまい。放っておいてももうすぐ第三試合の開始時間だ」

「あれ？　時間といえば、そろそろレスターたちも試合じゃなかったかな？」

「あ、はい。確かマクフェイル先輩たちはカペラドームで試合のはずでしたから……」

　綺き凜りんがテレビをつけてチャンネルを合わせると、ちょうど空間スクリーンにヴァルディッシュ＝レオを構えたレスターの巨体が映し出される。

「ふむ、もう始まっているようだな」

「良かった……優勢っぽいね」

　後方からはレスターをサポートするように、ランディが放った幾筋もの矢が連続で相手を襲っていた。さすがに付き合いが長いのか、なかなかに上う手まい連係が取れている。

「試合日が違ってたら応援に行ったんだけどなぁ」

「やめておけ。追い返されるのが関の山だぞ」

　綾あや斗とのつぶやきに、ユリスが茶々を入れるように笑う。

「……でもこの二人、結構やる」

　紗夜はランディの射撃技術に感心しているようだ。

「そりゃまー、マクフェイルは《冒頭の十二人ページ・ワン》だし、パートナーのランディ・フックも一応序列入りの経験があるしな。それなりにゃあ使うさ」

「相手はアルルカントのペアなんですね」

　レスターは持ち前の制圧力を生かして、相手二人を同時に圧倒していた。こうしたパターンに入ると、レスターは強い。ランディの後方支援も絶妙で、レスターの間合いから逃れようとした相手を上う手まく牽けん制せいしている。

　なんだかんだで皆がレスターたちの試合に見入っていると、突然壁を通して地響きのような轟ごう音おんが響いてきた。

「うわっ!?」

　綾あや斗とたちは思わず顔を見合わせたが、すぐにその正体に気が付く。

　歓声だ。

「って、しまった！　もう始まっちまったのか!?」

　英えい士し郎ろうが慌てて別の空間スクリーンを展開させる。

　確かに、これほどまでに会場が盛り上がるとなると心当たりは一つしかない。

　地を震わせるような歓声は収まることを知らないようで、先ほど綾斗たちが鮮烈なデビューを飾った時以上の興奮と熱狂、そしてなによりも驚きよう愕がくが伝わってくるようだ。

「──っ！」

　立ち上がった空間スクリーンが映しだしたのは、案の定──二体の機械人形の姿だった。


第三章　アルディとリムシィ

　シリウスドームのステージに立つ二体の人形──その内一体は戦闘用擬形体パペツトに類似した姿をしていた。ただし通常運用されているようなそれよりも二周りは大きいだろうか。二メートルを優に超える身の丈と、甲かつ冑ちゆうをまとったようなフォルムは、機械で作られた騎士のようだ。

　そしてもう一体の人形は対照的に、ほとんど人間と同じような──それも、人間の女性と見分けがつかないような外見をしていた。顔かお貌かたちは完璧すぎるほど整っており、しなやかな体型をメタリックのスーツのような装甲で包んでいる。

　どちらもその胸にはアルルカント・アカデミーの校章『昏こん梟きよう』が飾られていた。

『さあさあ、いよいよそのベールを脱いだアルルカントの新型擬形体！　今回は……えーと、エルネスタ・キューネ選手とカミラ・パレート選手の代理出場ということですが──実際のところ、どう見ますかチャムさん？』

『そうッスねー。職業柄、戦闘用擬形体とは腐るほどやりあってるッスけど、あれを基準とするなら正直どれだけ性能を上げても《星脈世代ジエネステラ》の相手はできないと思うッスよ。従来の戦闘用擬形体は外部から人間が操作するものがほとんどなんスけど、それじゃ反応速度の問題で絶対にうちらには敵かなわないッス。どうしたってレスポンスにタイムラグが生じちゃうッスからね』

『なるほどなるほどー。ただ、今回の擬形体パペツトは自律型ということですが？』

『んー、確かに自意識を持つ……というか自己判断ができるレベルの人工知能というのは一応実用化されてるッスけど、それでも戦闘時の判断を《星脈世代ジエネステラ》と同レベルで下せるような性能を持ってるようなのは見たことないッスねぇ』

「ははぁ、そうですかー。しかししかし、わざわざレギュレーションを改定してまで投入されたこの二体！　よもやその程度ということはないでしょう……っと、あ、ちょっとすみません……ふむふむ、なるほど……。えー、こほんっ！　失礼しました！　たった今、この二体の擬形体についての情報が実況席に届きました。しかもなんとなんと、開発者であるエルネスタ・キューネ選手からです！』

『へぇ、そりゃサービスがいいッスね』

『なんでも、「本日ただいまをもって情報解禁」だそうで。あ、それでですねそれでですね、この情報によりますと、大きいほうの名前が自律型擬形体試作ＡＲ─Ｄこと通称アルディ、女性型のほうが自律型擬形体試作ＲＭ─Ｃこと通称リムシィだそうです』

『一応代理出場ってことは選手を付けたほうがいいッスかね？』

『あはは、どうなんでしょうね？　ま、それはさておき、他にもいろいろと面白そうな情報がありましてですね、たとえばたとえば……』

　そんな実況と解説のやり取りを聞きながら、アルディたちと相対しているレヴォルフ黒くろ学がく院いんの序列十二位《螺旋の魔術師セプテントリオ》モーリッツは忌々しげに舌を鳴らした。

「ふん、気に入りませんね……！　あんな機械人形ごときが無駄に注目されて……」

　黒髪を逆立てたモーリッツの風貌は枯れ木のようだが、目付きは異様に鋭い。口調は丁寧で、レヴォルフの学生にしては珍しくしっかりと制服を着こなしている。

　末席とはいえレヴォルフの《冒頭の十二人ページ・ワン》、本来ならば有力候補の一角として衆目を集めているはずだったが、このステージ上での主役がどちらなのかは明らかだ。

「この私を当て馬扱いしようとは、運営もふざけた真ま似ねをしてくれるものです……！」

「……で、兄貴、どうしやすか？」

　そう吐き捨てるモーリッツの後ろから、彼のタッグパートナーであるゲルトが煌式武装ルークスを起動させながら小声で話しかけてきた。がっしりとした体つきは厳いかめしく、その手に持ったアサルトライフルを手て馴なれた様子で肩に担いでいる。

　モーリッツはレヴォルフで数十人からのグループを率いているが、ゲルトはそんな舎弟たちの中でも手て練だれの一人だ。優秀な射撃技術を持ち、前回の《鳳凰星武祭フエニクス》でもこのタッグで本戦出場までこぎつけている。なにより従順で無口なところが煩わずらわしくなくていい。

「どうするもこうするもありませんよ。いつもどおりです。とりあえずあなたはバックアップに徹しなさい」

　なにしろ相手のデータがまるでないのだから作戦の立てようがない。各学園が隠し玉を仕込んでくることもある《星武祭フエスタ》では、情報がまるでない相手というのも珍しくはないが、それにしても今回はレアケースすぎる。

　──と。

「そこの人間ども！　聞くがよい！」

　空気をビリビリと震わせるような音量で、腕組みをしたアルディがモーリッツたちへ向かって口を開いた。

「我わが輩はいは偉大なるマスターの命でこの戦いくさ場ばに立つものである！　同時に我輩の本懐は勝利そのものではなく、マスターより授けられた我が威容を知らしめることにある！　そこで貴君らにはその証左を示さんがための礎いしずえとなってもらいたい！」

　機械が喋しやべったとは思えないほどに闊かつ達たつな、それでいて尊大極まりない口調だった。

　呆あつ気けに取られたモーリッツを無視して、アルディはさらに言葉を続ける。

「よいか、貴君らには一分の時間をくれてやろう。その間、我輩は指一本たりとも動かさぬ。存分に攻撃を仕掛けてくるがよい」

　その言葉にモーリッツのこめかみに青あお筋すじが走り、目が据わった。

「き、きさま──！」

　が、激げき昂こうしたモーリッツが一歩足を踏み出した瞬間、アルディの側頭部で光弾が炸さく裂れつする。鈍い音が響き、アルディの首がわずかに揺らいだ。

「……痛いではないか、リムシィ」

「黙りなさい」

　アルディがムっとした声で非難すると、そちらを見ようともせずに隣に立つリムシィが冷徹に応える。その手にはいつの間にか大型のハンドガン型煌式武装ルークスが握られていた。

「まったく、この愚ぐ図ず愚ぐ鈍どんで低脳無知な考えなしのポンコツ機が。一体どのような権限があってそのような戯言たわごとを口に出したのですか？　くだらない世よ迷まい言ごとをのたまう余剰エネルギーがあるなら、マスターのために使うべきでしょう。我々はマスターの命めいをただ忠実に、そして確実に実行すればよいのです。今からでもラボに戻ってメンテナンスをしてもらいなさい。いいですか、頭のですよ？　ああ、ですがそれではマスターの手を煩わずらわせることになるのでいっそこの場で壊れて果てなさい。なんでしたら私が手を貸してあげます」

　アルディと同じく……いや、それ以上に流りゆう暢ちような口調だった。ただしこちらのほうが感情がないという部分では機械らしいだろうか。

　ちなみに《星武祭》で試合開始が宣言される前に攻撃を行うというのは即失格の反則行為だが、さすがにチームメイトが相手ではその限りではない。

「そうは言うがな、リムシィ。この程度の輩やからが相手では我輩たちの優秀さ──ひいてはマスターがいかに崇すう高こう壮麗な存在かを理解させるには足りないのではあるまいか。だとしたらば、なにかこう、効果的なパフォーマンスが必要だと判断したのだが……」

「確かに、マスターの偉大さを知らしめようというのは素晴らしいアイデアです。その点は評価しましょう」

「おお、そうであろうそうであろう！」

　アルディは満足そうに何度もうなずいた。

「ん……？　いや、ならばなぜおまえは我わが輩はいを撃ったのだ？」

「なんとなくムカついたからです」

　無表情のままきっぱりとリムシィが言い切る。

「……むぅ、ならば致し方ない」

　アルディは撃たれた跡をさすりながら口をつぐんだ。

　リムシィはそれを見てため息をつくと、モーリッツたちに向き直る。

「さて、人間たちよ。欠けつ陥かん駄だ作さく機の戯言たわごととはいえ、一度口にしたことを撤回したとなればマスターの顔に泥を塗りかねません。故ゆえに、不本意ではありますが私も一分間はあなた方に対して攻撃行動を行わないことを約束しましょう」

　その言葉にもはや怒りを通り越したのか、モーリッツの顔には呆あきれたような嘲あざけるような薄い笑みが浮かんでいた。

「……は、ははっ！　そうですか、なら遠慮なくお言葉に甘えさせていただきましょう」

　よくよく考えてみれば、わざわざ相手が不利な条件を提示してくれているのだから怒る必要もない。舐なめられていること自体は気に入らないが、そんなものは《星武祭フエスタ》での一勝に比べれば些さ細さいなことだ。

「ゲルト、あなたはあの細いほうをやりなさい。私がデカブツをやります」

「……了解」

　背後に控えたゲルトが小さくうなずいた。

『さぁさぁ、なにやらすごいことになってきましたが、そろそろ開始時間です！　注目の一戦、果たして勝利はどちらのタッグが手にするのでしょうか！』

　実況がそう告げるのとほぼ同時に、校章が試合開始を宣言する。

「《鳳凰星武祭フエニクス》Ｈブロック一回戦一組、試合開始バトルスタート！」

　モーリッツは開始早々、アルディに向かって真正面から突進した。

　突如として巻き起こった突風がその両腕にまとわりつき、ドリル状の三さん角かく錐すいを形成する。

　これこそが《魔術師ダンテ》としてのモーリッツの能力──あらゆるものを抉えぐり取とる《暴風の螺旋ボレアスピラ》だ。応用の利きにくい能力ではあるが、単純な破壊力という面だけを見ればレヴォルフでもトップクラスなのは間違いない。

　むしろその高すぎる攻撃力とえげつないまでの攻撃性から、残ざん虐ぎやく行為として反則を取られてしまったことさえあるほどだった。

　しかし幸いにも今回の相手は人間ではない。思う存分その能力を行使できる。

（一分もあれば十分です。あっという間にスクラップにしてやりますよ……！）

　ドリル状の風が唸うなりを上げ、ぎゅらぎゅらと回転を増していく。

　アルディは宣言どおり腕組みをしたまま動く気配はない。

「ははっ、いい度胸です！　お望みどおり、そのどてっぱらに風穴を開けてさしあげましょう！」

　モーリッツの右腕が仁王立ちしたアルディの腹部を刺し貫こうと繰り出される。

　──だが。

「なっ!?」

　その一撃は、アルディの前になんの前触れもなく出現した半透明の光の壁によって防がれていた。幅一メートル、高さ二メートルほどの長方形で厚みはない。一見すると空間スクリーンのようにも見えるが、どうやらそれと違って物理的な干渉力を持っているらしい。

「くっ！　ですがこんなもので私の力を防ぎ切れるなどと思わないことですっ！」

　モーリッツの腕の《暴風の螺旋ボレアスピラ》がうなりを上げ、一段と回転が激しくなる。

　火花が舞い散り、叫び声のような甲かん高だかい摩擦音が鳴り響く。

　──それでもその壁はびくともしない。

「──無駄である」

　傲ごう然ぜんとアルディが言い放った。

　そこには明らかな自負と、厳然たる事実を告げる実直さが同居している。

「ちぃっ！　ならば……！」

　モーリッツは瞬時にアルディの背後へと回り込むと、今度はその背中目掛けて《暴風の螺旋》を叩たたき込こむ。

（どんな仕組みかは知りませんが、死角からの攻撃なら……！）

　近接戦闘に特化した自身の能力を十分に生かすため、モーリッツは体術のレベルも高い。流れるようなその動きは、相手からすれば消えたようにしか見えないはずだ。絶対の自信を持った一撃だったが──結果はそれを裏切るものだった。

「っ!?」

　先ほどと同じように忽こつ然ぜんと現れた光の壁が、モーリッツの攻撃を弾はじき返かえしたのだ。

　アルディはやはり微動だにしていなかった。当然、モーリッツのほうを見てさえいない。

「──あと四十五秒」

　その瞬間、モーリッツは言いようもない戦せん慄りつを覚え、とっさに距離を取った。

　冷たい汗が背中を流れる。

　ひょっとしたら自分たちは今、とんでもないモノを相手にしているのではないだろうか。

　そんな考えが脳裏をよぎり、それを追い払うかのようにモーリッツは頭かぶりを振った。

「ゲルト、作戦変更です！　こっちを……」

　モーリッツは振り返り、そこまで言いかけたところで、目を見開く。

　ゲルトは相対するもう一体の人形──リムシィと、激しい銃撃戦を演じているように見えた。お互いに大型の銃型煌式武装ルークスを構え、無数の光弾がその間を飛び交っている。

　が、よく見ると攻撃を仕掛けているのは常にゲルトからで、リムシィはそれに応戦するように弾を放っているだけだ。

　──いや、それも違う。

　リムシィは応戦しているのではない。銃撃で銃撃を防いでいるのだ。

　通常、煌式武装の光弾同士がぶつかり合った場合は、よほどエネルギー量に差がない限りは対つい消しよう滅めつする。とはいえ、無論狙ってできるようなものではない。しかもセミオートでばらまかれる銃弾全てに対応するなど、もはや神かみ業わざの領域だ。

　それをリムシィは一歩も動かず、涼やかな顔でこなしていた。

「ありえねえだろ、こんな……！」

　普段は冷静なゲルトの声にも、焦りが滲にじんでいる。
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　距離を変え、動き回りながら隙を窺うかがい、光弾の雨を放つ──が、やはりどれも届かない。

「──あと三十秒」

　唖あ然ぜんとしてその光景を見ていたモーリッツは、アルディの声にはっと我に返った。

　アルディもリムシィも、確かに宣言どおり防御に徹している。

　もしこれが攻撃に回ったとしたら……？

「うおおおおおおおおおおっ！」

　モーリッツは星辰力プラーナを集中させ、自分の中に生まれた恐怖を押おし退のけるかのように叫び声を上げた。

（だったら、時間内に潰すだけのこと！）

　モーリッツを中心に猛烈な風が吹き荒れ、それが収束して龍のような竜巻が立ち上る。その先端は《暴風の螺旋ボレアスピラ》同様錐きり状じようになっており、巨大なドリルの芯だけを抜き出したような姿をしていた。

　空気を震わせる大技に観客がざわめく。

「《暴風の咬滅ボレアモーデント》！」

　モーリッツの奥の手、取っておきの技だ。コントロールが難しいことと星辰力の消費が激しいこと、なにより攻撃速度が遅く相手に命中させ辛づらいことから使う機会は多くないが、破壊力だけならレヴォルフ最大だと自負している。

「くらいなさいっ！」

　モーリッツが腕を振ると、それに合わせて竜巻は龍がのたくるように動き、アルディ目掛けて一気に襲い掛かった。

　先ほどと同じく、突如として顕けん現げんした光の壁がそれを遮る。小さな爆発でも起きたかのような激しい火花が舞い散り、金属同士を擦り合わせたような甲かん高だかい音が耳を劈つんざく。

　それでもなお、アルディは動かない。

「おおおおおおおおおお！」

　モーリッツは持てる限りの星辰力を《暴風の咬滅》へ注ぎ込む。

　しかし──光の壁は揺るがない。

　竜巻はしばらくの間、暴れまわる龍のように激しく身をよじっていたが……やがて少しずつ風が弱まり始め、徐々に回転が緩くなっていった。

「はぁ……はぁ……」

　星辰力を使い果たし、肩で息をするモーリッツがへなへなと座り込む。

　アルディはそんなモーリッツを仁王立ちのまま見下ろしていたが、ふいに腕組みを解といて口を開いた。

「──一分」

　同時にその手で煌式武装ルークスが起動し、アルディの身長と同じほどの巨大なハンマーが現れる。その頭部はモーリッツが両手を広げたほどに太く大きい。

「時間である！」

　アルディはゆっくりと重量感のある足取りでモーリッツの前まで歩いてくると、軽々とそのハンマーを振り上げた。

　モーリッツはへたり込みながらそれを見上げ、もはや引ひき攣つったような笑いを浮かべるしかない。

　ちらりと視線を横に向けると、なにがあったのかすでにゲルトは地に伏せていた。

「……化け物め」

　モーリッツがそうつぶやくのと同時にハンマーが振り下ろされ──

「試合終了エンドオブバトル！　勝者、エルネスタ・キューネ＆カミラ・パレート！」

　水を打ったかのように静まり返った会場に、決着を告げる機械音声が響き渡る。

　観客一同、声もないといった様相だ。

　しばらくして慌しい足音が響き、医療院から派遣されているメディカルスタッフが青ざめた表情でモーリッツとゲルトを搬出していく。

　そこでようやく、嵐のような拍手と歓声がステージに降り注いだ。

　　　　　　　　＊

『……こ、これは驚きました！　決着までに要した時間はわずかに一分！　いや、それだけならば珍しいものではないでしょう。事実、今日の第二試合はもっと早い決着でした。しかししかし、我々がアルディ選手とリムシィ選手の実力の片へん鱗りんを目の当たりにしたその一分は、実に実に濃厚且かつ濃密なものであったと言えるのではないでしょうか！　まさかまさか、お二人の──ああ、便宜上アルディ選手とリムシィ選手を『お二人』と呼称しますが、とにかくお二人の戦闘能力がこれほど……』

「──やれやれ、完全に食われてしまったな」

　ユリスはそう言ってテレビを消すと、深い息を吐いてソファに身を沈めた。

　綾あや斗とを含め、綺き凜りんも紗さ夜やも、まだ信じられないものを見たというような顔だ。

「ま、今日のトップニュースはこれで確定だろうな。そうでなきゃお姫様たちで間違いなかったんだろうけど」

　そう言う英えい士し郎ろうでさえ、驚きの色を隠せないといった表情だった。

「しっかし、あの《螺旋の魔術師セプテントリオ》が手も足も出ないとはね……さすがにビックリだぜ」

「そ、そうですね……あの二人も対戦するとなれば十分な強敵だったと思います」

　か細い声でつぶやく綺き凜りんに、ユリスがゆっくり首を横に振る。

「いや、勝つだけならばモーリッツ程度、我々でもおまえたちでも十分にあしらえるレベルだ。問題はそこではない」

「……リースフェルトの言うとおり」

　するとそれに同意するように紗さ夜やがうなずいた。

「……あの光の壁。あれは厄やつ介かい」

「どんなカラクリだか知らんが、モーリッツの能力を完全に防ぎ切ったところを見ると、並大抵の攻撃力では突破できまい」

　面倒なことになったとユリスが頬ほお杖づえを付く。

「おそらくあの光の壁は防御障壁の応用……だと思う」

「防御障壁っていうと、あのステージの周りに張ってあるやつかい？　でもあれってすごい大掛かりな装置がいるはずなんじゃ……」

　ステージの周囲には流れ弾や万が一の事故などから観客を守るために防御障壁が張ってあるが、これには大量のエネルギーと大規模なシステムが必要だ。

「たぶん必要な時、限定的に発動させることで小型化してる……はず」

「なるほどねぇ。ま、そこらへんの話も聞けるようなら聞いてくるわ」

　英えい士し郎ろうはそう言ってソファから立ち上がった。

「聞いてくるって……どうやってさ？」

「もうすぐ勝利者インタビューだろ。ちょっともぐりこめないか試してくる」

「え？　で、でも、あれって学生の報道機関は入れないんじゃ……」

　学内に外の報道機関が入れないのに対して、《星武祭フエスタ》などアスタリスク直ちよつ轄かつの公式行事では学外の報道機関が優先されるのが原則だ。学生の身分では会見場にさえ入れないだろう。

「へへっ、そこをどうにかするのが一流のジャーナリストってもんさ。まあ見てなって」

　不安そうな綺凜に英士郎はニヤリと笑い、軽やかな足取りで控え室を出て行った。

「……まあ、あいつがなにか情報を仕入れてきてくれるならそれはそれでありがたい。期待しないで待っておこう」

　ユリスは言葉通りまるで期待はしていないといった顔だ。

「──でも、データは欲しい」

　真剣な表情で紗夜がぼそりとつぶやく。

「うむ。我々もあの人形たちも、まず間違いなく本戦まではたどり着くだろう。そこまでにできるだけ情報を集めておかねばならんな」

　向こうはこちらのデータを持っているのに対し、こちらは今日の試合分しかないのではいかにも不利だ。

「できれば直接試合を観戦したいところだね」

　星辰力プラーナの流れなどや万応素マナの動きは映像からではわからないため、可能ならば直接自分の目で確かめるのが一番だ。《星武祭フエスタ》のチケットはどんな末席でも破格のプラチナチケットだが、参加選手は各学園の観戦用ブースを利用できる。

「できれば、な。一回戦はともかく、これから先はどんどんと試合間隔が短くなる。今日のように同日に試合があるとなれば、それも難しいぞ」

「ああ、そっか」

　試合の会場が違えば移動だけで大変だし、同じ会場でも試合の順番によっては悠ゆう長ちように観戦などしていられないだろう。

「……ん、ちょっと失礼」

　と、ふいに紗さ夜やが携帯端末を取り出した。

　すぐに空間ウィンドウが開いたが、そこにはなにも映っていない。発信者側が映像送信をオフにしていて、受信側がオンにしている場合はこうなる。つまりこちらの映像は向こうに届くが、向こうからは音声しか届かない形だ。

『おお、紗夜か！　どうだ、見たか今の試合！』

「……見た」

『ふふっ、あれの製作者──確かエルネスタ・キューネとか言ったか、若いのにやりおるわい！　ざっと見ただけでもあの擬形体パペツトには五つ以上のマナダイトが使われとるはずだ。それを連結させるのではなく、一つのコアを中心にした並立制御方式でコントロールしとる。うむ、実に面白い！　とても人間では制御できんだろうが、確かに人工知能ならば理論上は可能だ！』

「……わかった。でも少し落ち着いて」

『ん？　おお、すまんすまん！』

　いきなり興奮した様子でまくし立てるその男性の声に、綾あや斗とは聞き覚えがあった。

「あの……ひょっとして創そう一いちおじさん、ですか？」

『おー、綾斗くんか！　久しいな！　君の試合も見せてもらったぞ。うんうん、元気そうでなによりだ』

　嬉うれしそうなその声は確かに隣に住んでいた紗夜の父親、沙さ々さ宮みや創一のものに間違いない。

（あれ……？）

　ただ、同時に綾斗はその声にほんの少し違和感を覚えていた。微妙になにかが不自然に感じられるのだ。

「綾斗。ということは、こちらは……」

「ああ、うん。紗夜のお父さんだよ」

　小声で訊たずねてきたユリスにそう答えると、紗夜の隣で綺き凜りんがぴょこんと頭を下げる。

「あっ、あの！　は、初めまして！　わたし、今回沙さ々さ宮みや先輩とタッグを組ませていただく刀とう藤どう綺き凜りんです！」

『おうおう、刀藤流の！　噂うわさは聞いとるよ、不束ふつつかな娘だがよろしく頼みますわい！』

「は、はいっ！　こちらこそ！」

「……それでお父さん。用件は？」

　少し照れくさそうな表情で紗さ夜やがうながした。

『ああ、そうそうそうだった！　新しい銃を送ったんだが、まだ届いてはおらんか？』

「新しい銃……？　うん、届いてない」

『ふむ……大方、税関あたりで止められとるんだろう。確認してみろ。《鳳凰星武祭フエニクス》前に届けばと思ったのだが、この分では一回戦には間に合いそうにないな』

「問題ない。現状の武装で十分に勝ち抜ける」

　紗夜が真面目な顔で、しかし自信たっぷりに言うと、創そう一いちの声は嬉うれしそうに笑う。

『うむ、当然だ！　わしの銃をおまえが使う限り、負けるわけがない！　ではがんばってな！　良い結果を期待しとるぞ！』

　一方的にまくし立てて、空間ウィンドウはぷつりと消えた。こういうところは本当に変わっていない。

（気のせいだったのかな……？）

　綾あや斗とは先ほどの違和感が少しだけ気になったが、具体的にどこがというわけでもないので一ひと先まずは置いておくことにした。

「なんとまあ……娘に似ず饒じよう舌ぜつな父上だな、沙々宮」

「あれは抑えてるほう。放っておくと一日中喋しやべってることもある」

　紗夜はそう言うと、携帯端末をしまって席を立つ。

「……さて。ちょっと税関へ確認に行ってくる」

「あ、じゃあわたしも行きます！」

　紗夜と綺凜はそのまま連れ立って部屋を出て行った。

　残された綾斗とユリスは互いに顔を見合わせる。

「……で、俺たちはどうしようか？」

「そうだな。一先ずは初戦の勝利を祝って祝杯を……と言いたいところだが、アルルカントにあんなものを見せられたらそんな悠長なことは言ってられまいよ」

　ユリスは苦笑を浮かべて立ち上がると、座ったままの綾斗へ手を差し出した。

「学園に戻って少しでも訓練といこうか。どうせ二回戦は四日後だ。とことんできるぞ」

「……了解」

　綾斗も同じように苦笑を浮かべると、その手を取った。

　　　　　　　　＊

「やぁやぁ、二人ともごっ苦労さーん！　ナイスパフォーマンスだったよー」

　会見場へと向かう通路でアルディとリムシィを出迎えたのは、満面の笑みを浮かべたエルネスタだった。

「恐れ入ります、マスター」

「ふははは！　まあ、このくらいは当然ですな！」

　リムシィが恭うやうやしく膝をついたのに対して、アルディは腕組みをしたまま豪快に笑う。

　それを横目で見たリムシィは、地を這はうような鋭い足払いをアルディへ見舞った。

「ぬおっ！」

　前のめりに倒れ込んだアルディは巨体に見合わぬ素早さで体勢を立て直そうとしたが、それよりも早くその背中に飛び乗ったリムシィに無む理り矢や理り頭を地面へと叩たたきつけられる。

「おおう……！」

　アルディは身体を起こそうとするが、まるでびくともしない。

「マスターに対してその態度はなんですか。恥を知りなさい」

「……痛いではないか、リムシィ。貴様本気であるな？」

「当然です。マスターに無礼を働く愚おろか者に遠慮する必要などありません」

　リムシィの声は冷徹であったが、確かな怒りがそこには感じられた。

　エルネスタはそれを見てうんうんと満足そうにうなずく。

　状況を分析し、自己判断をする機械は珍しくもない。自由意思と呼べるものを持った機械もすでにある。エルネスタが作りたかったのは感情を持ち、それを表現することができる機械だ。

　その点で言えば、彼らは試作機でありながらすでにエルネスタの理想形に近い。

「まーまー、そのくらいにしといてあげなよ、リムシィ。アルディだって別に悪気があるわけじゃないんだしさー。それよりほら、早く会見場に行かないとカミラが待ちくたびれちゃうよ」

「……マスターがそう仰るなら」

　エルネスタがなだめると、渋々といった様子でリムシィが手を離した。

　自律行動も完璧で、各種数値も安定している。順調すぎるくらいに順調だ。

　先日の一件を嗅かぎ付けられたのか、《超人派テノーリオ》の連中は警備隊から睨にらまれているようだからしばらく下手な動きはできないだろう。環境のほうにも懸け念ねん材料はない。

　エルネスタがほくそ笑んでいると、アルディが立ち上がってその太い首を傾かしげた。

「ところでマスター。質問が」

「うん、なんだい？」

「我わが輩はいとリムシィ、スペック上の出力ではさほど違いはないはずですな？」

「そーだよー。ま、出力の割り振りと装備の関係で体格差はできちゃってるから、実働データではかなり違いがあるけどねー」

　歩きながらのんびりとエルネスタが答える。

「ならば何なに故ゆえ我輩はリムシィに抗あらがえないのでありましょう？」

「あー、そりゃあしょうがない。曰いわく、『女は自然が最高の完成を保全するために工夫したものであり、男は自然の命令をいちばん経済的に果すために女の工夫したものだ』。昔の人はうまいこと言うよねー」

　それは古い劇作家の有名な言葉だ。

「まず女ありきなのよ、この世の中はさ。んで、キミらもその宿命からは逃れらんないってわけ」

「つまり、我輩が男性型である以上、女性型であるリムシィには勝てないと？」

「そーなるわねぇ」

「……むぅ、ならば致し方ないですな」

　無論、そんなわけがない。

　エルネスタは心の中でぺろりと舌を出した。

　アルディがリムシィに逆らえないのは、リムシィをセーフティとして設定しているからに他ならない。

　そうでないと危険だからだ。

「──確かに《星武祭フエスタ》の歴代優勝者は女性の割合が多いようですね」

　と、過去のデータを検索したらしいリムシィがそうフォローしてくれた。

　エルネスタは内心で本当にそうだったのかと感心する。《星武祭》にはそれほど興味がなかったので、そんなデータを調べたことはなかったのだ。

「ま、史上最強と名高いレヴォルフの《孤毒の魔女エレンシユキーガル》だって女の子だしねー。それにほら、レヴォルフからは今回の《鳳凰星武祭フエニクス》にもおっかない子が出てるでしょ」

　言いながら、エルネスタは少しだけ顔を引き締めた。

　今回の大会で最大の障害になるのは星せい導どう館かんの少年だと思っていたが、それ以外にもチラホラと厄やつ介かいそうなペアが出場していた。前評判では比較的小粒揃ぞろいと言われていた今大会も、蓋ふたを開けてみればなかなかどうして侮れない面子が集まっている。結局のところ、楽に勝ち抜ける《星武祭》などないということだ。

　アルディとリムシィが負けるとは微塵も思っていないが、多少てこずるであろう相手がいるのも否定できない。

「適当にかち合ってくれれば助かるんだけどなー」

　エルネスタはそう言うと、天井を見上げて小さく苦笑した。


第四章　吸血暴姫ラミレクシア

　──《鳳凰星武祭フエニクス》二日目、中央区商業エリア外縁。

「えーと、プロキオンドームは……ああ、あれかな」

　ふわふわと浮かぶ空間標識を確認し、その方向へ目を向けると、人の波と連なる建物の向こうにドーム状の屋根が頭を覗のぞかせていた。アスタリスクに全部で三つ存在する大型ステージの一つ、通称プロキオンドームだ。この他に中規模ステージが七つ、昨日綾あや斗とたちが試合を行った最大規模のメインステージが一つ、計十一のステージで《鳳凰星武祭》の予選は行われている。なお、本戦からは大型ステージとメインステージの四つを、準決勝以降はメインステージのみを使用するらしい。

　綾斗とユリスは紗さ夜やたちの試合を応援するため、そのプロキオンドームへ向かっている途中だった。

「それにしても、ホントすごい人だね……」

　通りを埋め尽くす人ごみは真まっ直すぐすすむことさえままならないほどで、観光都市としてのアスタリスクのすごさを改めて実感する。

　通りに面したカフェやレストランはどこも満席で、空間ウィンドウを開いている人が多いのは、おそらく皆試合中継を見ているのだろう。会場によってはわずかながらも当日券を用意することもあるので、それにあぶれた人たちなのかもしれない。

「《星武祭フエスタ》開催期間中、このあたりの人口密度は普段の数十倍になる。仕方あるまい」

　そう言うユリスも、どこかうんざりした顔だった。

　なにしろただでさえ混雑していて進みが遅い上、歩いていると突然話しかけられたり応援されたり握手やサインを求められたり、想定外のケースで時間を取られてしまうのだ。

「アルルカントの人形どもが話題を掻かっ攫さらっていったとはいえ、おまえも十分に鮮烈なデビューを果たしたのは間違いない。外のファンは学内の連中と違い、学生に直接会うような機会はあまりないからな」

　一方のユリスにも時折声を掛けてくるファンがいたが、慣れた態度で全て断っていた。

　綾斗もそうしてしまえれば楽なのだろうが、どうにも断るのが心苦しく、なかなか思うようにはできない。

「はぁ……これじゃどのくらいかかるやら」

　地下鉄の駅からプロキオンドームまではほんのわずかな距離しかないのに、牛の歩みとはまさにこのことだ。

　さらに真夏の炎天下、じりじりと肌を焼く陽光は情け容よう赦しやのない強烈さで、綾斗は吹き出る汗を袖で拭う。

「あいつらの試合は第二試合だったな。だとするとあと少しは余裕が……うん？」

　はたはたと手て団扇うちわを扇いでいたユリスがそこまで言いかけ、訝いぶかしそうな視線を先へと向けた。綾あや斗とも同じようにそちらを見ると、なにやらそのあたりで人の動きが滞とどこおっている。

　そしてかすかに聞こえてくる喧けん騒そうと、人の怒声。

「なんだ、進まないと思ったら揉もめ事ごとか……？」

　こちらのほうへ逃げ出してくる者もいて、あまり穏やかではなさそうだ。

　綾斗とユリスは顔を見合わせてうなずくと、人垣を掻かき分わけて進んでみる。

　その最前列に顔を出してみれば、通りの真ん中に立つ一人の少女を複数の男たちが取り囲んでいた。どちらもレヴォルフの制服を着ているので、綾斗は思わず身構えそうになったが──以前、似たような状況から襲われたことがあったからだ──よく見ると地面にはすでに何人か男子学生が倒れている。どうやら本当に揉めているらしい。

　と言っても、正直少女と男たちとの力量差は明らかだ。煌式武装ルークスを振り回している男たちを、少女は素手で次々と倒していく。この暑さの中マフラーを首に巻き、それが少女の動きに合わせて踊るように風になびいていた。

「……あの女、《吸血暴姫ラミレクシア》だな」

「えっ？」

　その二つ名は綾斗にも覚えがある。

　レヴォルフの序列三位──今回の《鳳凰星武祭フエニクス》参加者で、ユリスが名指しで最も厄やつ介かいな相手だと挙げた選手。

　名前は確か……。

「──イレーネ・ウルサイス、この時期こんなところでなにをしてるのやら……正気とは思えんぞ」

　心底呆あきれたという顔でユリスがつぶやいた。

　しかしそれも当然で、《星武祭フエスタ》の開催期間中、市街地での決闘は全面的に禁止されている。無論、外からやってくる人間の安全に配慮してのことだ。

　一応防御障壁を備えた場所でならば認められているが、そうなると中規模以上のステージに限られる。ところがそれらは全て《星武祭》で使用されているため、実質的に予選期間中は学園内でしか決闘は行えないということに等しかった。

　そして決闘が禁止されているのだから、当然乱闘などはもってのほかだ。それを《星武祭》参加者が行ったとなれば、相応のペナルティが科せられるのは間違いない。下手をすれば参加資格の剥はく奪だつもありえる。

「ったく、しつけーんだよ、おめぇらは。今時お礼参りなんざ流行らねぇっての」

　そうこうしている間に、イレーネは男たちを粗あら方かた片付けていた。十人近くいた男たちも、残りは一人。

「う、うるせぇ！　それじゃうちの面子めんつが立たないんだよ！」

　男は腰が引けながらも、噛かみ付つくように吠ほえる。

「たかだかカジノの一軒や二軒潰したくらいで了りよう見けんの狭い連中だなぁ、おい。元はといやぁ、そっちのイカサマが原因だろうに。大体あんまり勝手がすぎると、あの小デブに怒られるぜ？」

「あんなクソ会長なんざ知ったことか！　オレたちにゃあオレたちの──」

「あーもう、うぜえ」

　男が言い終わる前に、その側頭部へイレーネの回し蹴りが決まっていた。

　音もなく崩れ落ちる男を冷たい目で見下ろしながら、イレーネは大きく息を吐つく。

　なにか格闘技を学んだという動きではない。しなやかで動物的な体術だ。

「おらっ！　見み世せ物もんじゃねえぞ！」

　イレーネは周りを囲むギャラリーに向かって一喝したが、ぐるりと巡らされたその視線が綾あや斗とへピタリと止まった。

「ぁん？」

　そのまま鋭い視線でじっと綾斗の顔を見詰める。

「へぇ……やっぱり《叢むら雲くも》じゃねぇか。こりゃいい、手間が省けそうだ」

　イレーネは口元から鋭い牙を覗のぞかせ、ニヤリと笑った。

　どうやらこちらをご存ぞん知じらしい。

　つかつかと歩いてくると、値踏みをするように綾斗を見る。なんだかよくわからないが、とりあえず敵意は感じないのでされるがままになっていると、やがてイレーネは嘲あざけるように鼻で笑った。

「ふん、これがねぇ……」

「私のタッグパートナーになにか用かな、《吸血暴姫ラミレクシア》」

　そこへ不機嫌そうな声でユリスが割って入る。

「──《華焔の魔女グリユーエン・ローゼ》か。あんたにゃ用はねえ。すっこんでな」

「そうはいかん。《星武祭フエスタ》の開催期間中、それもこんな人ごみの中で乱闘なぞやってのけるような輩やからなど、危険極まりないからな」

　その言葉にイレーネの目がすっと細まった。

「ありゃあ、向こうから吹っかけてきたケンカだ。別にあたしから仕掛けたわけじゃねぇ」

「だとしてもこんな場所で応戦するのはありえんだろう」

　不穏な空気がじわりと広がる。

　これはちょっとまずい状況ではなかろうか。

「ちょ、ちょっとユリス……！」

「おもしれー。じゃあ、あんたならどうするのか、教えてもらおうじゃねぇか！」

　イレーネはそう言うと、腰のホルダーから煌式武装ルークスを取り出して起動させた。

「──っ!?」

　綾あや斗ととユリスは瞬時に距離を取り、身構える。

　次の瞬間、イレーネの手にはその身長を超えるほどに長く巨大な鎌が顕けん現げんしていた。

　紫色のその刃はどこか禍まが々まがしく、不気味な雰囲気をまとっている。

「へぇ、思ったよりいい反応だな。なるほど、人ってのは見た目にゃよらないもんだ」

「あれが……《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》」

　綾斗はごくりと喉を鳴らした。

　──重力を操る、悪名高いレヴォルフの学有純星煌式武装オーガルクス。

　純星煌式武装としては珍しく、誰に対しても適合率が高めに出るため、過去に幾度となく《星武祭フエスタ》で猛威を振るってきたのだという。

　もっともそれを上う手まく使いこなせた者となると、皆無に等しい。イレーネがどちらなのかは、まだまだ未知数だが……。

「引くぞ、綾斗」

「……わかってる」

　さすがにここで決闘はごめんだ。

「なるほど、こういう時は逃げるのがあんたたちのやり方ってわけかい。賢かしこいねぇ」
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　イレーネはけらけらと笑っていたが、ふいにその瞳に凶暴な光が輝き、《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》を構えた。

「──ま、それも逃げられればの話だけどな」

　ぞっとするような殺気が放たれ、一瞬で空気が張り詰める。

　気を抜けば即座に斬りつけられそうな緊張感。

　取り囲むギャラリーも、皆一様に押し黙って成り行きを見守っている。

　──が。

「こらぁ────────────っ！」

　そこへ突然、場違いな声が響き渡った。

「お姉ちゃんてば、また勝手にケンカして！　あれほど大人しくしといてって言ったのに、もう！」

　声の主は人垣から物もの凄すごい剣けん幕まくで現れた少女だった。

　三つ編みに垂らした髪はイレーネと同じ色で、顔立ちもよく似ている。制服も同じレヴォルフのものだ。

「げっ！　プ、プリシラ……！」

「いつの間にか姿が見えなくなってると思えば……どうしてこんなことになってるの？　説明して、お姉ちゃん！」

「い、いや、それはだな……」

　綾あや斗ともユリスもぽかんとして二人のやり取りを見ていたが、やがて少女のほうもその視線に気がついたのか、慌てて頭を下げてきた。

「すいません！　うちのお姉ちゃんがとんだご迷惑を……！」

「ああ、いや、別に……」

　ユリスも完全に毒気を抜かれてしまったのか、微妙な返事を返すばかりだ。

「ほら、お姉ちゃんも謝って！」

「な、なんであたしが……！」

「いいから、謝るっ」

「……うぅ、わ、わかったよ」

　少女に一喝されたイレーネは悔しそうな顔で綾斗たちを睨にらむと、不承不承といった感じで小さく頭を下げた。

「わ、悪かったな……ほら、いけよ」

「もー！　もっとちゃんと謝らなきゃダメでしょ！」

　少女はイレーネの頭に手を添えると、自分と一緒に深々と頭を下げさせた。

「本当にごめんなさい。よーく、言ってきかせますから」

　そして少女は申し訳なさそうにそう言って、イレーネを引っ張り人ごみの中へ消えていった。

「……」

　綾あや斗とたちだけでなく、ギャラリーも皆言葉が出ないようだ。

「……あ、今の子って確か、イレーネ・ウルサイスのタッグパートナーだよね？」

「……う、うむ。イレーネを姉と呼んでいたのだから、間違いあるまい」

　綾斗もユリスもいまだ完全には気を取り直せないでいたが、それでも携帯端末を取り出してデータを確認すると、そこにはさきほどの少女の顔があった。

　プリシラ・ウルサイス。イレーネ・ウルサイスの実の妹で、タッグパートナー。

　もっとも彼女に関してはほとんどデータがなく、名前と顔くらいしかわからなかったが。

「ところで──さっきはどうしてあんな言い方をしたのさ？」

「なんのことだ？」

　綾斗が責めるように口を尖とがらせると、ユリスはそ知らぬ顔でそっぽを向く。

「とぼけないでよ。あんな挑発的な言い方じゃなくてもよかったはずじゃないか」

　確かにイレーネは過剰なまでに好戦的だったが、ユリスが入ってこなければあそこまで危ない事態には発展しなかったかもしれない。

　するとユリスは仕方がないというふうにため息を吐き、小声で綾斗へ耳打ちをしてきた。

「気が付かなかったか？」

「え……？」

「イレーネ・ウルサイスは私に向かって『あんたにゃ用はねえ』と言った。文句を付けたのが私であったのにも関わらず、だ。ということは必然、あいつにはおまえを狙うような理由があったということになる」

「そうは言っても……彼女と面識はないよ？」

　顔や名前を知っているのは不思議でもない。あちらにだって当然こちらのデータはあるだろうし、なんといっても今の綾斗は星せい導どう館かんの序列一位だ。マークはされているだろう。

　だが言われてみれば確かに、イレーネの口調にはなにか含むものがあったように思える。

「レヴォルフは目的のためならば手段を選ばない。なにかよからぬことを企たくらんでいても不思議ではないぞ」

「うーん……」

　考えすぎとは言えないあたりが、この都市の恐ろしいところだ。

「そのあたりを少し探りたかったのだが……まあ、仕方ない。まさか本気で仕掛けてこようとは思わなかった。すまなかったな」

　ユリスは素直に頭を下げてきたので、綾斗は慌てて手を振った。

「いいよいいよ──っと、そうだ！　それより急がないと紗さ夜やたちの試合が！」

　はっと我に返り、時間を確認すると試合開始までもうほとんど猶ゆう予よがない。

「ああ、そうだな。とりあえずは会場へ急ぐとしよう」

　そう言って二人がプロキオンドームへ向かおうとしたところで、また少し先のほうがざわついているのに気がついた。

「やれやれ、今度は一体なにごと──っと、こいつはまずいな！　警備隊か！」

　ユリスがしかめ面で睨にらんだ先には、見たことのない制服を着た二人組みの男性が人ごみを掻かき分わけてこちらへ向かってきている。

「警備隊ってことは……へぇ、あれが星猟警備隊シヤーナガルムなんだ」

　アスタリスクにおいて警察権を代行する治安維持組織。

　話には聞いていたけれど、実際に見るのは初めてだ。

「のん気なことを言ってる場合か！　さっさと逃げるぞ！」

　綾あや斗との手を取り、ユリスが反対方向へと引っ張る。

「いや、でも別に俺たちがなにかしたわけじゃないんだし……」

「言いたくはないが、警備隊の連中はとにかく融通がきかん。この惨状を説明して納得させるのに、どれだけかかることかわかったものではないぞ」

　言われて綾斗は倒れている男たちを見回した。

　──なるほど、これは確かに面倒そうだ。

「はぁ……仕方ないか」

　警備隊はまさしく綾斗たちが向かおうとしていたプロキオンドームの方向からやってきているので、目的地から遠ざかることになるがどうしようもない。

「おい！　ちょっと待ちなさい、そこの二人！」

　背後から飛んできた居い丈たけ高だかな声に振り返ることなく、綾斗とユリスは人ごみにまぎれるようにして路地へと逃げ込んだ。

　　　　　　　　＊

「──タイムアップ」

「ですね……」

　プロキオンドームの控え室、紗さ夜やと綺き凜りんは二人して小さなため息を吐くと、ソファから立ち上がった。綾斗たちが応援にきてくれるという話だったのでこうして待っていたのだが、待てど暮らせどその気配もない。

「なにかあったのでしょうか……？」

　心配になった綺凜がそうつぶやいたところで、紗夜の携帯端末に連絡が入った。

『ごめん、紗夜！　ちょっと事情があって遅れそうなんだけど……』

　どうやら綾斗かららしい。なぜだか妙に小声なのは気のせいだろうか。

　綺き凜りんも紗さ夜やの後ろから空間ウィンドウをひょこんと覗のぞき込こむ。

「……もう試合始まる」

『だよね……ごめん』

　空間ウィンドウの中でがっくりとうなだれる綾あや斗と。

「まあいい。とにかく終わったら控え室集合。言い訳は後で聞く」

『了解──じゃあ、がんばって。綺凜ちゃんもね』

「はいっ！」

　最後に綾斗が綺凜に軽く目配せをしながらそう言って、空間ウィンドウが消える。

　がんばって。

　そんな単純な一言で、綺凜はさっきまでの浮かない表情から一転、すっかりやる気に満ちた顔になっていた。

「……綺凜も意外と現金」

「えっ？　な、なにがですか？」

　思わぬ紗夜のつっこみに、綺凜は顔を真っ赤にしてうろたえる。

　紗夜はそんな綺凜の背中を軽く叩たたき、さっさと控え室を出ていってしまった。

「あ、ちょ、ちょっと待ってください、紗夜さん！」

　綺凜は慌てて追いかけるが、紗夜はそのままのんびりした足取りで通路を進んでいく。

「はぁ……紗夜さんは本当にマイペースです」

「よく言われる」

　苦笑を浮かべて紗夜に並ぶと、紗夜は相変わらずの無表情で、そこには気負いもなにも感じられない。小心な綺凜としてはそれが羨うらやましい反面、大丈夫なのだろうかとハラハラもしてしまう。

　けれど……どうしてか、それがなんだか少し心地良い。

『そしてぇ！　こぉーこで登場したのは星せい導どう館かん学がく園えんの旧序列一位刀とう藤どう綺凜選手と、そのパートナー沙さ々さ宮みや紗夜選手だぁ！』

　ゲートをくぐってステージに入ると、眩まばゆい光とやけにハイテンションな実況の声が二人を迎えた。

『刀藤選手と言えば若干十三歳にも関わらず、入学わずか一ヶ月で序列一位の座を手にしたスーパールーキー！　先日一位の座から陥かん落らくしたとはいえ、その実力は折り紙つき！　いやぁ、確かにこうして見ても落ち着きが違うとゆーか、小さいながらも泰たい然ぜん自じ若じやくとしたその態度が……』

『ナナやんナナやん、それたぶん勘違いしとるで。あのちっこいほうが沙々宮選手。んで、その隣のオドオドしとるほうが元一位や』

『ええぇー？　じゃあ、あれで高等部？　マジで？　あー……こほん、それは大変失礼をば！』

『だからちゃんと資料見ときゆーたやろ、もー』

　どうやらここの会場の実況と解説はかなり個性的な方たちのようだ。

「……すこぶる不愉快」

「あはは……」

　紗さ夜やはむすっとした表情でそうつぶやきながらも、その視線を前に向けた。

　ステージの反対側に並んで立つのは、二人組みの男子学生。

　一人は長髪を首の後ろでくくった線の細い青年、もう一人はがっしりとした禿とく頭とうの青年だ。胸の校章は『黄こう龍りゆう』──つまり界龍ジエロン第七学院の学生ということを示していた。

　界龍はアスタリスクの六学園中最も異質な学園であり、その特徴は二つ。

　一つは星仙術と呼ばれる、独自の万応素マナ感応能力普遍化技術。

　もう一つが徹底した武術の奨しよう励れいだ。

　界龍内部でも諸流派が入り乱れ、武器を扱う流派も少なくないものの、界龍の代名詞ともいうべきはやはり徒と手しゆにおける高度な戦闘技術だろう。当然素手での攻撃は武器を使った場合よりも不利となるが、同時にそれは星辰力プラーナを直接的に攻撃力へ転化することができる唯一の方法であり、鍛きたえ抜かれた体術と組み合わされることで近接戦闘において無類の強さを発揮する。

　実際目の前の二人も、禿頭の青年は巨大な青龍刀型の煌式武装ルークスを構えているが、長髪の青年はなにも武器を持っていない。

「二人ともリスト外ですが、かなりの使い手のようですね」

　六学園中最大規模を誇る界龍は、在名祭祀書ネームド・カルツ入りをしていない学生にも手て練だれが多いことで知られている。侮ることはできない。

「……まあ、どうにかなる」

　しかし紗夜はここに至ってもまるで気負いがないようで、慣れた手つきで煌式武装を展開させた。

　重厚で無骨な銃がその手に現れ、観客席がどよめく。それは紗夜の身長に対して銃自体が大きすぎるからであろうが、実のところこれは紗夜の使う煌式武装の中では比較的小さいほうだ。それでも紗夜の身長より少し小さいくらいなのだが。

「えーと、確かそれは……」

「三十四式波動重砲アークヴァンデルス改」

　紗夜の扱う煌式武装は十数種類にも及び、綺き凜りんはそれを一通り目にしている。タッグを組む以上当然と言えば当然なのだが、中には正直度ど肝ぎもを抜かれる物もあった。

「……どっちにする？」

「え？　ああ、そうですね……わたしはどちらでも」

　一瞬なんのことかわからなかったが、どちらを相手にするかということだろう。

「なら、私は大きいほう」

「了解です」

　ということは綺き凜りんの相手は長髪の青年ということだ。

　綺凜は呼吸を整えると、ゆっくりと鯉こい口くちを切った。

「《鳳凰星武祭フエニクス》Ｌブロック一回戦二組、試合開始バトルスタート！」

　試合開始の宣言と同時に、綺凜は一足飛びで相手の間合いに踏み込んだ。

　長髪の青年はそれを予想していたのか、迎え撃つように拳を放つ。

　しかし──遅い。

　綺凜はそれを掻かい潜くぐると、下段から胸元を斬り上げる。

　と、青年はその一撃を、拳で刀の腹を叩たたくようにして払いのけた。

　ずしりと重いその手ごたえに、思わず綺凜も感嘆する。星辰力プラーナを込めた拳は、なるほど確かに驚異的だ。そして無手であるが故ゆえに動きが素早く、攻防の隙が少ない。

　──が。

　それでも綾あや斗との動きに比べれば、まだまだ温ぬるい。

　綺凜は手首を返して弾はじかれた刀をひるがえし、上段から斬り下ろしへと繋つなげた。

「くっ！」

　青年はかろうじて身をひねりそれをかわしたものの、明らかに体勢を崩している。

　それでもなお、苦し紛れにしては鋭い蹴りを放ってきたが──綺凜は容易たやすくそれをいなすと、そのまま千せん羽ば切きりを真横へ薙ないだ。

　硬質な物体を断ち切る確かな感触と共に、校章が青年の敗北を告げる。

「ふぅ……」

　刀を払い、がくりと膝を折った青年に背を向けると、興奮した様子の実況の声が耳に飛び込んできた。

『は、はやぁい！　さすがは星せい導どう館かんの元序列一位というべきか、一瞬の攻防を制したのは刀とう藤どう選手！　あっという間の決着だぁ！』

『ナナやん！　そっちもええけど、ちっこいほうもおもろいことになってんで！』

　そこへ割って入った解説の声に、綺凜も視線を紗さ夜やへと向ける。

『おぉっと、本当だぁ！　こちらも負けず劣らずの白熱した攻防！　しかも！　私はその武装からてっきり後衛担当だと思っていた沙さ々さ宮みや選手、なんとなんと、思いっきり白兵戦でやり合っちゃってます！』

　──そう。まさしく紗夜は白兵戦を行っていた。禿とく頭とうの青年が振り下ろす青龍刀を手に持ったアークヴァンデルス改で受け止め、かと思えばそれを鈍器のように振るってやり返す。小柄な紗さ夜やが巨大な銃器を構える様はそれだけでギャップがすごいが、それを片手で振り回す様は比較にならない衝撃度だ。

　それも適当に振り回しているだけではない。攻撃の受け流し方や斬り返しのタイミングなど、体系だった近接戦闘の技術を学んでいることが一目でわかる。

　綺き凜りんも初めてそれを目まの当たりにした時は驚いたものだ。

　まずその技術の高さと練度に。

　それから、その太刀筋が綾あや斗とのものと──つまりは天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうと同じであることに。

「ぐぬっ！」

　激しい火花を散らしながら、青龍刀とアークヴァンデルス改がぶつかり合う。押しているのは明らかに紗夜のほうだ。

　しかし紗夜は焦らず、ゆっくりと時が満ちるのを待っているようだった。いつものように無表情のまま、淡々と攻撃を繰り出している。

　そうしているうちに、アークヴァンデルス改のマナダイトが徐々に輝きを増していった。

　なにが起こっているか理解しているのだろう。禿とく頭とうの青年の表情に焦りの色が浮かぶ。

　青年の攻撃が一層苛か烈れつになり、斬撃が銃身とぶつかりあう。

　それでも紗夜もアークヴァンデルス改も、揺るがない。

　そしてマナダイトの輝きが最高潮に達したその刹せつ那な──

　紗夜は今までとは段違いの速度で青龍刀を弾はじき上げ、ピタリとその銃口を青年の腹部へあてがう。

「……《バースト》」

「──っ」

　大地震でも起きたかのような振動と衝撃波が迸り、青年の身体が一瞬でステージの端まで吹き飛ばされる。悲鳴は轟ごう音おんに掻かき消きされ、すさまじい勢いで防御障壁へ叩たたきつけられた青年はそのままぐったりと地面へずり落ちた。その身体からはぷすぷすと焼け焦げたような煙が上がっている。

　紗夜の扱う煌式武装ルークスの破壊力はどれも並大抵ではない。接射状態でそれをくらえばひとたまりもないだろう。

「試合終了エンドオブバトル！　勝者、沙さ々さ宮みや紗夜＆刀とう藤どう綺凜！」

　勝利を宣言する機会音声が響く中、綺凜のほうへ顔を向けた紗夜は、にこりともせずに右手を突き出した。

「……Ｖ」

　控え室にはシャワールームも完備されていた。ドームは今回の《鳳凰星武祭フエニクス》だけでなくチーム戦の《獅鷲星武祭グリプス》などでも使われるため、数人が同時に利用しても大丈夫なようにかなり広い作りになっている。

　試合を終えた紗さ夜やと綺き凜りんは、そこで汗を流していた。

「それじゃ、ただ単に銃が硬いというわけじゃないのですか？」

　降り注ぐ熱めのお湯に心地よさを覚えながら、綺凜が前々から思っていた疑問を紗夜に向ける。

「……そう。ロボス遷移方式で得られる高出力は不安定で、そのままだと砲身が持たない。だから出力の一部を押さえ込むためのエネルギーフィールドとして転用している」

　隣のブースでは紗夜がわしゃわしゃと頭を洗っていた。

「だから煌式武装ルークスとあれだけやりあっても大丈夫なんですね」

　とはいえ、銃器で殴りあいをするという無茶な使い方は想定外ではないのだろうか。

「……ああでもしないと、綾あや斗との相手はできなかったから仕方がない」

　するとそんな綺凜の心を読んだかのように紗夜が言った。

　紗夜の話によると、子どもの頃に綾斗の訓練に付き合うため、工夫して生み出した技術があれらしい。

「紗夜さんは天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうの門下生というわけじゃないのですよね？」

「見よう見まね。……でもまあ、綾斗には少し教わった」

　幼少期の綾斗と紗夜の姿を思い浮かべる。きっと二人とも今とそれほど違いはないだろうから、意外とすんなりイメージできた。その光景は勝手な想像だったが、なんだかちょっと羨うらやましい。

「……それにしても、綾斗たちは遅い」

「そうですね……」

　未だに綾斗たちはやってきていなかった。

「でもおかげで汗を流す時間ができましたし」

　特にこれからなにか予定があるわけでもないし、のんびりと待っていればいい。

「そろそろあがる」

　紗夜はそう言うと小動物のようにぶるぶると頭を振って水を払う。

「ああほら、紗夜さん。ちゃんと拭ふかなきゃダメですよ」

「……」

　ところがバスタオルを渡そうとすると、紗夜は足を止めてまじまじと綺凜を見てきた。

　いや、綺凜を……というよりは、綺凜の胸部を、というほうが正しいだろうか。

「な、なんですか……？」

　思わず後退ろうとする綺き凜りんに先んじて、紗さ夜やがおもむろにその手を伸ばしてきた。

「きゃあっ！」

　しかし綺凜はギリギリのところで胸を隠し、片手で紗夜の手を防ぐ。

「むっ」

「な、なな、なにを……！」

　綺凜は警戒したまま少しずつ後ろに下がるが、紗夜もじりじりとその距離を詰める。

　いくら広いとはいえ所詮はシャワールーム。すぐに壁まで追い詰められ、綺凜は逃げ場を失ってしまった。

　わきわきと指を蠢うごめかせながら、紗夜の目が怪しく光る。

「……古来より、胸は揉もむことによって大きくなるという」

「それ、明らかに間違った使い方ですから！」

　問答無用とばかりに高速で繰り出される紗夜の手を、綺凜は必死でさばく。それは一見するとまるで組み手の訓練のようにも見えたが、近接でのやり取りは綺凜のほうが上うわ手てだ。

　結局一度も綺凜に触れることができず、紗夜はぷくっと頬ほおを膨らませた。

「……ズルい」

「そ、そう言われましても……」

　綺凜は困惑しながらも、バスタオルをしっかりと身体に巻く。

[image: ]

「そ、それよりほら、こういつまでも濡れたままじゃ風邪引いちゃいますよ」

　そしてシャワールームを出ようと扉を開けたところで、ふいに空間ウィンドウが開いた。

　控え室に備え付けのインターホンだ。映像は一方通行なので、向こうには音声しか届かない。

『ごめん、遅れた！　二人ともいるかな？』

　空間ウィンドウに映し出されたのは、息を切らした様子の綾あや斗と。その隣にはやはり肩で息をしているユリスもいる。

『ええい、警備隊め。あそこまでしつこいとは思わなかったぞ……』

　どうやらなにかあったのは確からしい。

　二人には入室許可を出してあったが、今はシャワーを浴びていたのでそれも無効化してある。

「す、すいません、お二人とも。申し訳ありませんがもう少しだけ待って──」

　なにしろこちらはバスタオル一枚だ。さすがにこの格好で出迎えるわけにはいかない。

「……やっと来たか」

　しかし紗さ夜やは綺き凜りんの言葉を遮るようにそう言うと、空間コンソールを呼び出し、あっさりとロックを解除してしまった。

「え……？」

　当然のようにドアが開き、綾斗とユリスが中に入ってくる。

「本当にごめん、でも試合のほうは中継で見てたから……」

「まったく、余計な手間と時間を取らせて……」

　二人は控え室に一歩足を踏み入れたところで、仲良く固まった。

　同じように綺凜もシャワールームの入り口で固まる。

　ただ一人、紗夜だけは平然とした顔で二人のほうへ歩いていき、少しだけ自慢げな顔で言った。

「……勝った」

　その後、紗夜がユリスから懇こん々こんと説教を受けることになったのは言うまでもない。

　　　　　　　　＊

　──《鳳凰星武祭フエニクス》五日目、シリウスドーム。

「さて、と──」

　ユリスはステージ上で身体を伸ばすと、綾斗を振り返って薄く笑った。

「一回戦ではおまえにまかせっきりだったからな。今度は私の番だ」

「了解。それじゃ今回は楽をさせてもらおうかな」

　綾あや斗とは苦笑でそれに応えると、ユリスの背中を軽く叩たたく。

『さぁーて、いよいよいよいよ《鳳凰星武祭フエニクス》も本日から二回戦に突入です！　このシリウスドームで行われる第一試合、まずご紹介しますのは圧倒的な実力を見せ付けて一回戦を突破した星せい導どう館かんの天あま霧ぎり綾斗、ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルトペア！』

『一回戦はまさしく天霧選手の独壇場だったッスけど、二回戦はどうなるッスかねー。楽しみッス』

　ここ数日で耳慣れた実況と解説の声を聞きながら、ユリスは対戦相手へ視線を向けた。

　クインヴェール女学園の序列三十七位と五十四位のタッグで、ツインテールとポニーテールの女の子だ。さすがに二人とも抜群に整った容姿をしている。

『アスタリスクにおける最強の学園はどこか？』という質問をしたならば、その答えは割れるだろうが、『アスタリスクにおける最弱の学園はどこか？』という質問をしたならば、大抵の人間はクインヴェールの名前を挙げるだろう。実際、クインヴェールが総合優勝を果たしたことは、長いアスタリスクの歴史でもたった一度しかないのだから。

　しかし弱いということは必ずしも人気がないということに直結しない。単純なファン数を比べるならば、クインヴェールは創立以来上位を維持し続けている。クインヴェールは《星武祭フエスタ》の総合成績を考こう慮りよせず、《星武祭》を純粋に学生の魅力を引き出すためのステージとしてしか見なしていない。それが人気へと繋つながっているのだ。

　六学園中唯一の女学校にして、最小の学園。入学の条件に独自の基準を設け、最も入るのが難しいとされる学園。美と強さを通して理想を見み出いだそうとする、女神の学園。

　クインヴェール女学園とはそんな学園だった。

「やれやれ、すごい歓声だな……」

　ユリスはぼやきながら、アスペラ・スピーナを起動させる。

　今日も会場は割れんばかりの大歓声に包まれているが、明らかにクインヴェールの選手を応援する声が大きい。

「みんなー、あっりがとー！」

「がんばりまーす！」

　クインヴェールの二人も愛想の良い笑顔で両手を振り、それに応えている。

　ツインテールの少女は双剣型の、ポニーテール少女は槍やり型の煌式武装ルークスを展開しているが、可か憐れんな見た目とは裏腹にそれを扱う姿には隙がない。星辰力プラーナの練りこみも中々のものだ。

　クインヴェールは確かに学園としてみれば最弱であるかもしれないが、それはあくまで《星武祭》の出場枠が埋まることさえ珍しいという厳選主義にあるのであって、所属学生が弱いということではない。

　それを裏付けるように、クインヴェールの序列一位は前回の《王竜星武祭リンドブルス》で準優勝という好成績を残している。

「綾あや斗と、手は出してくれるなよ」

「わかってるよ」

　それでもユリスは悠然と胸を張って、一歩前に踏み出した。

　同時に胸の校章が試合開始を告げる。

「いっくよー！」

　まず仕掛けてきたのはツインテールの少女だ。ユリスに向かって斬りかかるが、ユリスは手にした細剣でそれをなんなく捌さばいてみせる。

「──綾斗や綺き凜りんの剣と比べれば、なんということはないな」

「えーいっ！」

　さらにそこへポニーテールの少女が加わるものの、ユリスの体術はそれをまるで寄せ付けない。

　ここしばらくの特訓でユリスが一番伸びた部分は、なんといっても接近戦での立ち回りだ。無論、まだまだ綾斗や綺凜と切り結べるほどではないが、それでも並の相手ならこうして二人掛かりでも十分にあしらえるほどになっている。

　元よりユリスは遠距離攻撃がメインとはいえ、細剣の技術も高かった。おそらく幼少時から基礎を学んでいたからだろう。

「このぉ！」

「咲き誇れ──大紅の心焔盾アンスリウム！」

　ポニーテールの少女が放った鋭い突きも、瞬時に顕けん現げんした焔の盾が弾はじき飛とばす。

「きゃあっ！」

「わわっ、大丈夫っ？」

　吹き飛んだポニーテールの少女をツインテールの少女が支え、その隙にユリスは大きく後ろに跳んだ。

「さて、次はこちらからいかせてもらうぞ」

　ユリスの周囲で万応素マナがざわめく。

「……トロキアの炎よ　城壁を越え　九つの災さい禍かを焼き払え──」

　吹き上がる炎が渦を巻き、ユリスの周囲に可か憐れんな桜草を模した火球が九つ現れた。

「咲き誇れ──九輪の舞焔花プリムローズ！」

　蛍火のごとく舞っていたそれは、ユリスの掛け声と共にクインヴェールのタッグへと襲い掛かる。

「んきゃっ！」

　多方向からの立体攻撃を凌しのぎ切れず、ポニーテールの少女の校章が砕け散った。

　機械音声が相方の敗北を告げる中、ツインテールの少女は火球をかわしながら一つずつ切り払い、なんとか数を減らしていく。

「ふふーんだ！　このくらい、あたしだって……！」

　最後の一つを切り落とし、少女が得意そうに胸を張ったその瞬間。

「綻ほころべ──熔空の落紅花セミセラータ」

　ユリスの言葉を受けて、少女の足元に魔法陣が浮かび上がった。

「え……？」

　設置型の能力──つまりは罠トラツプ。

　ユリスは火球を使って、少女を巧みにそこまで誘導していたのだ。

　呆ぼう然ぜんと見上げた少女の頭上に、巨大な焔ほのおの椿つばきが花を開く。

「ええええええええっ!?」

　少女は慌てて逃れようと駆け出したが、もはや遅い。

　焔の花は落下と同時に爆発し、少女の姿はあっさりとそれに飲み込まれた。

「試合終了エンドオブバトル！　勝者、天あま霧ぎり綾あや斗と＆ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルト！」

　機械音声が決着を宣言する。

　やがて爆風と炎の渦が収まると、そこには気を失った少女が仰あお向むけに倒れていた。

『こ、これはまたもや一方的な展開でしたー！　しかも今度はリースフェルト選手の一人舞台！　いやはやいやはや、このタッグ、まだまだ底が見えません！　なにしろタッグ戦であるこの《鳳凰星武祭フエニクス》で、いまだに二人揃そろって闘たたかったことがないという……どうなんでしょう、これ』

『いや、タッグとしての手の内を隠すには、それなりに効果的な作戦ッスよ。過去にも例はあるッスし。それよりリースフェルト選手は試合巧者ッスねー。とにかく能力が多彩なので臨機応変に対応できるのも強みだと思うッス。特に最後の……』

　解説はさすがによく見ているようで、ユリスが罠わなの場所まで誘導した手順を事細かに説明していた。

「ふぅ……まあ、こんなところか」

「お疲れ様、ユリス」

　綾斗は笑顔でユリスを出迎えると、右手を上げる。

　ユリスもそれを見て笑みを浮かべ、小気味よい音を立ててハイタッチを交わした。

　　　　　　　　＊

「まったく、あいつらは引き際というものを知らんのか……。ぐだぐだとくだらん質問ばかり繰り返しおって」

　相変わらず長引いた勝者インタビューを終え控え室に戻ると、ユリスはため息をついてソファへ身を沈めた。

「あはは……まあ、あの人たちも仕事だから仕方ないよ」

　綾あや斗とは困ったように笑いながら、お茶の準備をする。

「ああ、そういえば今日の試合、俺も気になってたことが一つあるんだけど……」

「うん？」

「ユリスって、前から呪文みたいなの唱えてたっけ？」

　今日の試合で九輪の舞焔花プリムローズを使った時のことだ。

「ああ、あれか。あれはまあ、私なりのサービスだな。ああいうほうがギャラリー受けが良いらしい」

「へぇ」

　これには少し驚いた。ユリスはそういったサービス精神とは縁遠いほうだと思っていたからだ。

「そう驚かなくてもよかろう。私とて自分の立場はわきまえている。ステージに上れば、それくらいのサービスくらいはするさ。無論、余裕がある時はな」

　そう言って肩を竦すくめる。

「能力の発動に必要なプロセスは人によって異なる。理屈で言えば発声も動作も必要ないはずだが、固定の手順がないとダメだという連中もいるな。かく言う私も、呪文はともかく発声はあったほうがイメージしやすい」

「なるほど……」

　ユリスはお茶を飲みながら、綾斗へ含むような視線を向けた。

「第一おまえとて、技の名前を声に出しているではないか」

「ああ……あれは、うん、癖くせみたいなものかな。子どもの頃は紗さ夜やとよく訓練をしてた時に、紗夜がこうしたほうが格好いいって言うからさ」

「ほう、そういう理由だったのか」

　子どもの頃は他の門下生との立ち合いを禁止されていたため、綾斗の訓練に付き合ってくれるのは紗夜と姉くらいなものだった。それも道場では許可されないため、大抵は近所の山などで、威力の低い護身用の煌式武装ルークスを使っての訓練だ。

　今になって思えば遊びの延長線上みたいなもので、だからこそ父も目こぼしをしてくれていたのだろう。

「ああ、ところで……今日はこれからどうする？」

　ユリスが湯飲みを片手にそう訊きいてきたので、綾斗は腕を組んで考え込んだ。

「うーん、本当は紗夜と綺き凜りんちゃんの応援に行きたいところだけど……さすがに今からじゃ間に合わないよね」

「ま、会場に付くころには試合は終わっているだろうな」

　今日は紗さ夜やも綺き凜りんもここにはいない。二人も試合があるからだ。

　一回戦は四日かけて行われたが、二回戦は二日。三回戦にいたっては一日で終わってしまうため、会場が同じかよほど試合時間が離れていない限り応援に行くのは難しい。

「そ、それにほら、私たちは昼食もまだだろう？」

「ああ、そういえばそうだったっけ」

　確かに今日は試合時間の関係で昼食を摂とっていない。

　言われるまでは特に気にもならなかったのに、そうと気がついた途端急に空腹を感じてくるのだから人間というのは不思議なものだ。

「じゃあ、まずどこかで軽く済ませて──」

「おほんっ」

　綾あや斗とがそう言いかけたところで、ユリスが妙にわざとらしい咳せき払ばらいをする。

「……ユリス？」

「あー……実は、その……なんだ。今日は、こういうものを用意してきたのだが……」

　ユリスはそう言うと、控え室のロッカーから大き目のバスケットを取り出してきた。

「え、これって……まさかお弁当？」

「う、うむ。まあ、そんなところだ」

　照れくさそうに視線を外しながら、ユリスがずいっとバスケットを差し出してくる。

　これまで休日などにもユリスと訓練などで過ごすことはあったが、こんなことは初めてだ。学園でもユリスは基本的に学食派で──といっても自分で弁当を用意してくる学生はかなり少数派だが──料理をするとは聞いたことがない。

　と、そこまで考えてふと思い至った。

「あ……もしかしてこの前、紗夜たちがお弁当を作ってきたから？」

　ユリスの負けず嫌いは筋すじ金がね入りだから、なにか思うところがあったのかもしれない。

「べっ、別にそういうわけではない！　これは……そう、ただの気まぐれだ！」

　しかしユリスは顔を真っ赤にしてそれを否定する。

「あはは、そっか。とにかくありがとう。じゃあ、早速いただこうかな」

「か、簡単なものだぞ。あまり期待されても困る」

　そう念を押してくるユリスに苦笑を返しながらバスケットを開いてみると、そこには可愛らしいサイズのサンドイッチが並んでいた。

「へぇ、サンドイッチか」

　具材はハムとレタス、たまごやベーコンなどの定番ラインナップだ。そこからたまごサンドを一つ手に取り、口に運ぶ。

「……ど、どうだ？」

　おずおずとそう訊たずねてきたユリスの顔には、不安の色がありありと浮かんでいる。

「──うん、美お味いしい」

　率直な感想だった。

　普段あまりサンドイッチを食べないので比較するものはないが、コショウが程よく効いていて綾あや斗と好みの味だ。

「そ、そうか！」

　一転してユリスの顔に喜色が広がるが、綾斗の視線に気がつくとすぐに後ろを向いてしまった。

「でもユリスも料理をするんだね。知らなかったよ」

「ま、まあ、これくらいはな」

　後ろを向いていても、胸を張るのがわかる。

　こういうところは本当に可愛らしい。

「それで、ユリスは食べないの？」

　バスケットに収まったサンドイッチの量は、一人で平たいらげるのは明らかに多かった。

　たぶん二人分なのだろうとは思うのだが、ユリスは中々手をつけようとしない。

「いや、もちろん食べるが……」
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　ユリスはそう言うと、なにか言いたそうな視線をチラリと綾あや斗とへ向けてきた。

「……？」

　なんだろうと考えを巡らせて見たが、これといって思い当たることはない。

　そうこうしているうちに焦じれてきたのか、ユリスは少しむくれた顔で綾斗を睨にらむ。

「……不公平なのはよろしくないな」

「不公平？」

「だから、あー……沙さ々さ宮みやたちにはして、私にはしないというのは、筋すじが通っていないのではないかとだな……いや、別段どうしてもしてもらいたいわけではないのだが……」

　ユリスはごにょごにょと小声でなにやら言っていたが、そこでようやく気がついた。

　もしかして、あれのことだろうか。

「えーと、ひょっとして……その、ユリスも？」

「……」

　ユリスは頬ほおを染めながらぷいっとそっぽを向くが、否定はしない。

「じゃ、じゃあ、失礼して……」

　綾斗はユリスの頭にそっと手をおくと、優しく撫なでた。ふわりと花の香りが鼻び腔こうをくすぐる。二人っきりということもあってか、なんだか少し気恥ずかしい。

　それはユリスも一緒なのだろう。ただでさえ赤かったユリスの顔がさらに真っ赤に染まっている。

　どれくらいそうしていただろうか。

　お互いに無言のため、時間の感覚が掴つかめず、やめるタイミングもわからない。

「そ、そうだ！　昼食を済ませながら他の連中の試合はどうなったか見てみるか……！」

　が、しばらくするとユリスはごまかすようにそう言って、テレビをつけた。

「ああ、うん。今日はいろいろと注目の試合があるみたいだしね」

　綾斗もそれを察して手を引っ込めたものの、なんとなく置き場に困ってしまう。

　仕方なく、サンドイッチをもう一つ摘つまんでみる。やはり美お味いしい。

「おっと……」

　するとチャンネルを回していたユリスの指がピタリと止まった。

「──そうか、こいつらの試合も今日だったか」

　どこか真剣味を帯びたユリスの声に視線を向けると、空間スクリーンには巌いわおのような体たい躯くを星せい導どう館かんの制服に包んだ男子学生が映っている。

　そしてそれと対たい峙じしているのは──巨大な鎌を持ったレヴォルフの女学生だった。

　　　　　　　　＊

「……いいか、ランディ。焦るなよ」

　レスター・マクフェイルはヴァルディッシュ＝レオを構えながら背後のランディ・フックにそう声を掛けた。

「わかってるよ、レスター。まずはできるだけ時間を稼ぐ。そうだろ？」

「ああ。おまえはしっかり牽けん制せいしてくれりゃあそれでいい。あとはオレがなんとかする」

　時間稼ぎとは自分らしくもない作戦だが、この際は仕方がない。

　なにしろ相手はレヴォルフの序列三位。認めたくはないが、自分よりも遥はるかに格上だ。

「──よぉ、あんたレスターって言ったっけ？」

　するとその対戦相手──イレーネ・ウルサイスが妙に気軽に声を掛けてきた。

　すでに試合開始が宣言されているというのに、巨大な鎌──《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》を肩に担いだまま、構えも取っていない。

「……オレになんか用かよ？」

　レスターは用心深く間合いを計りながら、短く応えた。

　ここしばらくのできごとから──特に手痛い敗北から──レスターが学んだことは、蛮ばん勇ゆうの排除だ。

「あんた、《叢むら雲くも》のダチなんだろ？　いい機会だからさ、ちょっと話を聞かせてくれよ」

「はぁ？」

　予想外の質問に、レスターは思わず眉を顰ひそめる。

「別にさほど興味があるわけでもねぇんだが、せっかくだからな」

「……なんでそんなことを聞きたいのかは知らねぇが、てめぇの勘違いを二つ指摘してやる。まず一つ、オレとあいつはただ単に同じ学園の学生ってだけでダチでもなんでもねぇ」

　呆あきれた口調でそう言ったレスターは、ヴァルディッシュ＝レオを構え直し、イレーネへ突きつけた。

「そしてもう一つ。オレはここに闘たたかいにきたんだ。くだらねぇおしゃべりをするためじゃねぇんだよ！」

「ふぅん……そうかい。そいつは失礼」

　イレーネは肩を竦すくめると、《覇潰の血鎌》をくるくると回してからその石突きを地面へ突き立てた。

「んじゃあ、お望みどおりはじめるとしようか」

　イレーネの顔に凶暴な笑みが浮かび、《覇潰の血鎌》が獣のような唸うなり声ごえを上げる。

「ランディ！　走れ！」

　レスターはそう言いながら、自分も駆け出していた。といっても、見境なしに突っ込んだわけではない。右手から大きく回りこむようにして、距離を取りつつ隙をうかがう。

　イレーネの使う《覇潰の血鎌》は重力制御の能力を持つ強力な純星煌式武装オーガルクスだ。

　だがつけこむ隙がまるでないというわけでもない。

　まずはなんといっても、その能力がすでに広く知れ渡ってしまっているということ。おかげである程度は対策が打てる。

　どうやら《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》の能力は対象そのものを指定するのではなく、対象座標に対して能力を発揮するタイプらしい。つまり同じ場所に留とどまらず、常に移動し続けていればその効果を受けないですむ。

　そして《覇潰の血鎌》最大の弱点とも言えるのが、その燃費の悪さだ。純星煌式武装オーガルクスには代償と呼ばれる副作用のようなものが存在し、《覇潰の血鎌》はそれがかなり凶悪らしい。《覇潰の血鎌》が何人もの学生の手を渡りながら、それを上う手まく使いこなせたものがほとんどいないという理由はそこにある。

（つまり、長引けばこっちが有利ってこった！）

　速攻先制を旨むねとするのがレスターの戦法だが、この際は仕方ない。まずは勝つことがなによりも大切なのだから。

　懸念があるとすれば、イレーネのタッグパートナー──プリシラの存在だが、彼女はステージの壁際まで下がったままなにも動こうとしない。心配そうな表情でイレーネのほうを見ているが、それだけだ。

　プリシラのデータはほとんどないものの、一回戦でも同じようにしていたところを見ると、積極的な戦闘要員ではないらしい。なんらかの能力者……たとえば遠距離攻撃か防御系の能力を持った《魔女ストレガ》という可能性はあるが、一ひと先まずは一定の注意を残しておくだけで大丈夫だろう。

「やれやれ……どいつもこいつも同じような戦法ばっかり取ってきやがって……オリジナリティってもんがないのかねぇ」

　イレーネはうんざりしたように言うと、《覇潰の血鎌》を片手で振るった。

　紫色のウルム＝マナダイトが一際強く輝き、同時にその輝きがステージの地面へと伝わっていく。

「──第一、やろうとしてることに実力が追いついてねえんだよ」

「んぐっ!?」

　イレーネを挟んでレスターの反対を走っていたランディが、突然地面へ倒れこんだ。

　その姿はまるで上から見えない手で押さえつけられているかのようで、苦しそうに顔を歪ゆがめている。その一帯の重力を強化したのだろう。

「ランディ！」

「そら見ろ。ちょこまか動き回ったところで、んなもんは多少広く範囲をしてすりゃあ、それでおしまいだ」

　そう言いながらイレーネがもう一度《覇潰の血鎌》を振るうと、今度は紫色の輝きが倒れこんだランディの周囲へ収束していった。

「うぐううう……！」

　ランディの顔が苦痛に歪ゆがむ。どうやら範囲を絞ることによって重力を更に強めたらしい。

「させるかよ！」

　レスターはイレーネがランディのほうへ気を取られている隙に一気に間合いを詰めると、背後からヴァルディッシュ＝レオを振り下ろす。

　──が。

「……だからさぁ、ありきたりだっつってんだ」

　イレーネは《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》を軸にして宙に舞い、その一撃をかわすと同時にレスターの首筋へ鋭い蹴りを叩たたき込こんでいた。

「がっ……！」

　たまらず膝を突いたレスターの腹部へもう一度蹴りを叩き込み、その巨体を吹き飛ばす。

「あんたは後回しだ。もう少し待ってな」

　そう言い残してイレーネは悠然とランディへ向かっていく。

「ま、待ちやがれ……！」

　レスターが搾り出した言葉を無視し、イレーネは倒れこんでいるランディへ声を掛けた。

「ギブアップするかい？」

「……だ、誰が……！」

　苦しそうに声を搾り出すランディを冷たい目で見下ろしていたイレーネは、その答えに小さく息を吐つくと無造作に《覇潰の血鎌》を振るった。紫色の輝きが一段と強まる。

「──！」

「ランディ・フック、意識消失アンコンシヤスネス」

　なんとか起き上がろうとしていたランディの腕が力なく折れ、校章がその敗北を告げる。

「──まず一人」

　そう言って、イレーネはようやく立ち上がったレスターへと視線を向けた。

「おー、さすがにタフじゃねぇの、《轟遠の烈斧コルネフオロス》」

「てめぇ……あんまり舐なめんじゃねぇぞ……！」

　レスターはその手に握るヴァルディッシュ＝レオに、星辰力プラーナを集中させた。注ぎ込まれた星辰力がマナダイトと反応し、爆発的に出力が高まっていく。

　レスターの流星闘技メテオアーツ、《ブラストネメア》だ。

「食らいやがれ！」

　通常時の倍以上に膨らんだ光の戦せん斧ぷの一撃。

「ッ！」

　イレーネは《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》でそれを防いだが、無論受けきれるものではない。そのまま後方まで吹き飛ばされる。

「どうだ！」

《ブラストネメア》の攻撃力は星せい導どう館かんでも並ぶものはないと自負している。直撃ではなくとも、それなりにダメージを与えられたはずだ。

「ったたたた……さすがは序列九位、ちっと甘く見てたか」

　しかしむくりと起き上がったイレーネは、わずかに顔をしかめただけだった。

（自分で後方に跳んで衝撃を流したのか……!?）

　先ほどの蹴りといい、今の受け身といい、イレーネの体術は並のレベルではない。

「なるほど……武器頼りの凡ぼん夫ぷじゃねぇってことか」

　レスターは気合を入れると、再び間合いを取り直す。

　ランディがやられたのは痛いが、作戦としてはうまくいっている。ああやって能力を使わせていけば、そのうち限界がくるはずだ。あとはそれまで──

「ちっ、本戦前に手の内晒さらすのは嫌だったんだが……しょうがねぇ。あんたの実力に免じて、少しだけ本気を見せてやるよ」

「なに……？」

　イレーネの言葉にレスターは顔をしかめた。

《覇潰の血鎌》の能力は大体が把握できている。さっきのように重力を増大させて押し潰したり、重力の作用する方向を操作したりといったのが、その使い方だ。応用はいろいろとあるだろうが、それ以上のものがあるとは聞いていない。

（ブラフか……？）

　訝いぶかしむレスターをよそにイレーネはプリシラの元へ歩み寄ると、優しくその身体を抱き寄せた。

「お姉ちゃん……」

「わりぃな、プリシラ。少しもらうぞ」

　イレーネはそう言うと、大きく口を開く。鋭く伸びた犬歯が二本、不気味に輝き、イレーネはおもむろにそれをプリシラの首筋に突き立てた。

「なっ……!?」

　唖あ然ぜんとするレスターの前で、イレーネの手の中で《覇潰の血鎌》が煌こう々こうと光を放っている。それはまるで歓喜に打ち震えているように見えた。

「ふぅ……」

　やがてイレーネが口を離すと、滴る血液がプリシラの胸元を赤く染めたが、すぐに止まる。首筋には小さな傷跡が残っていたものの、それも見る間に塞がってしまった。

「……《覇潰の血鎌こいつ》はな、能力の代償として血液を要求してくるのさ。とはいえ燃費がすこぶる悪くて、普通に使ってたんじゃアッという間に干ひ乾からびちまう。だからこうして使い手の身体を変質させて、外部からそれを摂取できるようにしてやがんのさ。まったくおっかねぇ純星煌式武装オーガルクスだよなぁ」

　イレーネはくすくすと笑いながら、その《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》を構えた。

「ま、とはいえ、よほど適合率が高くないとこうはならねえようだけどな」

「なるほど……文字通りの吸血鬼ってわけだ」

　レスターは驚きよう愕がくの色を隠せなかったが、それでも引くわけにはいかない。ヴァルディッシュ＝レオを振りかぶり、星辰力プラーナを集中させる。

　狙いは流星闘技メテオアーツでのカウンターだ。

「さぁて、そんじゃあいこうか……！」

　イレーネが《覇潰の血鎌》を振るうと、その周囲に濃い紫色をした球状の物体が出現した。大きさは一抱えはあるだろうか。それが全部で三つ、ふわふわとイレーネの周りを漂っている。

「──行け、《三重壊トレス・フアネガ》！」

　その球状の物体が、高速でレスターへ襲い掛かる。

　だがとっさにかわそうとしたレスターは、自分の身体が思うように動かないことに愕がく然ぜんとした。まるで鉛なまりがくくり付けられているかのように身体が重い。

「少しばかり重力を強めさせてもらったぜ。……ああ、言っとくが効果範囲はこのステージ全体だ。逃げられやしねぇよ」

「ぐっ！」

　一つ目はなんとか紙一重でかわしたものの、二つ目と三つ目はよけきれずにヴァルディッシュ＝レオで受け止める。

　と、その瞬間球状の物体が一気に縮小し、ヴァルディッシュ＝レオを飲み込んで弾はじけ飛とんだ。

「ははっ、あたしの重力球を受け止めたきゃ、最低でも純星煌式武装を持ってこなけりゃ話にならねぇよ」

「くそっ！」

　徒手空拳では話にならない。

　予備の煌式武装ルークスを起動させようと腰のホルダーに手を伸ばすが、その途端、重力が一気に増した。

「ぐあああああああああああああああああっ！」

　たまらず地面へと押し付けられ、そのままめり込んでしまいそうなほどの高重力に体中が軋きしむ。

「──さて、まだやるかい？　《轟遠の烈斧コルネフオロス》」

　気が付くと首筋にピタリと《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》の刃が当てられていた。

　レスターはもはや言葉を搾り出すことさえ辛つらかったが、歯を食いしばりながら視線だけを上げてイレーネを睨にらんだ。

　せめて一いつ矢し報むくいたい。そう思ってのことだったが……自分を見下ろすイレーネの瞳を見てぞっとした。

　そこには人のものとは思えないような冷たい光が宿っていたからだ。

　もしここで抵抗しようものなら、イレーネはためらいなく自分の首を刈り取るだろう。

　もちろんそんなことをすれば即座に失格なのは間違いない。

　だがそう思わせるだけの凶気が、そこには確かに感じられた。

「……わかった。オレの負けだ」

　重い息と共に、レスターがつぶやく。

「試合終了エンドオブバトル！　勝者、イレーネ・ウルサイス＆プリシラ・ウルサイス！」

　レスターは機械音声の宣告を聞きながら、ぎりっと奥歯を噛かみ締しめた。


第五章　レヴォルフの姉妹

　──《鳳凰星武祭フエニクス》七日目、シリウスドーム。

『試合終了！　勝者、天あま霧ぎり綾あや斗と＆ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルト！』

　綾斗とユリスが同時に武器を収めると、大歓声がステージを包み込んだ。

『いやー、さすがにこの二人は強い！　一回戦、二回戦共に圧倒的な実力で勝ち進んできた天霧・リースフェルトペア、見事Ｃブロックから本戦進出を決めました！』

『いやー、今回も圧勝だったッスねー。本戦ではどのような闘たたかいを見せてくれるか楽しみッス』

　三回戦の相手は界龍ジエロンのタッグだったが、一人を綾斗が、もう一人をユリスが相手に取り、ほぼ同時に仕し留とめてみせた。

　さすがに一、二回戦よりは手間取ったものの、まず完勝と言っていいだろう。

「ふぅ……これでとりあえずは予選突破ってことでいいのかな」

「うむ、ここまでは順調だな。とはいえ本番はこれからだぞ」

　予選では有力選手同士がぶつからないよう各ブロックに振り分けられるため、実際のところそうした選手にとって本戦へたどり着くことはそう難しくない。

　しかし次の四回戦──本戦からは当然そうした有力選手ばかりが鎬しのぎを削ることになるので、一気に苛か烈れつな争いになる。

「今回は番狂わせもなさそうだし、各学園予想通りの面子めんつが本戦に上がってくるだろう。あとは組み合わせだな」

　ステージから会見場へ向かいながら、ユリスは真面目な顔で言った。

「明日発表なんだよね。いきなり紗さ夜やたちと当たるようなことがないといいなあ」

　四回戦からは改めてトーナメント表が組み直されるが、予選と違ってこちらは完全に抽選となっている。

　明日は試合のない完全な休養日となっており、各学園の代表によって組み合わせの抽選が行われるだけだ。

「沙さ々さ宮みやたちもそうだが、アルルカントの人形たちも早めには当たりたくないものだ。少しでも向こうの手の内が知りたい」

　紗夜と綺き凜りん、アルディとリムシィ、いずれのタッグもすでに本戦出場を決めている。

「他には界龍ジエロンの双子と、ガラードワースの正騎士コンビあたりもできればやりあいたくはないな。それに──やはり《吸血暴姫ラミレクシア》か」

　ユリスの声に真剣なものが混じる。

　レスターとランディを打ち負かしたイレーネたちはまだ三回戦を終えていないが、ほぼ間違いなく本戦まであがってくるだろう。

「まさか、あれほどまでの能力とは思っていなかった。正直、一対一ではまるで勝てる気がしないな。……おまえはどうだ？」

「うーん……純粋に接近戦でってことなら、まあ」

　本来鎌というのは優れた武器とは言いい難がたい。攻撃動作が極めて限定されているため、対応しやすいからだ。イレーネはそれを体術──というよりも持って生まれた身体スペックで補っているようだが、普通の斬り合いとなれば技術的に見ても綾あや斗とのほうが有利なのは間違いないだろう。

　とはいえ相手も同じ純星煌式武装オーガルクスである以上、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の能力がどこまで通じるかはわからない。そうなれば一方的に斬り伏せるのは難しいとみておくべきだろう。

「データを見る限り、《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》の能力の影響は使い手本人にも及ぶようだ。接近戦となれば向こうも思い切ったことはできまいが……」

　つまり自身も高重力地帯に入った場合、諸もろ共ともに潰れてしまうということだ。

　もっともさすがに《覇潰の血鎌》自体は影響を受けないらしく、踏み込まずに攻撃する分には問題ないようだが。

「──しかしなにより脅きよう威いなのは、妹の存在だ。よもや再生能力者リジエネレイテイブだとはな」

　ユリスは通路を進みながらため息混じりにそうぼやく。

　再生能力者とは《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》の一種で、その名の通り自分の傷を回復することができる者のことだ。他人の傷を治すことができる治癒能力者ほどではないが、かなり珍しい部類の能力とされている。

「再生能力者といってもピンきりだが、あれはかなりのものだぞ。傷の修復はおろか、失った血液まで再生できるとなれば最高クラスだ。おそらく欠損部位さえ再生できるだろう。とんだ隠し玉だ」

　能力者は国家登録が義務付けられており、その情報は全世界に公開・共有されているが、様々な事情で政府機能が十全に働いていないような国ではその限りではない。イレーネたちの出身地域は、まさしくその類たぐいだった。

「《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》の燃費の悪さを、こういう形でフォローしてくるとは……まったく呆あきれるやら感心するやらだな」

　とにかくこれで《覇潰の血鎌》はその大きな弱点をカバーできたということになる。

「まあいい。なんにせよ、まずは明日組み合わせが発表されてからだ。──ああ、明日といえば、おまえはなにか予定があるのか？」

「せっかくだから抽選会を見に行こうと思ってるけど……」

「ほう、物好きなことだ」

　明日は休養日ということで、訓練の予定もない。

　そこへ抽選会へ参加するクローディアから誘われたのだ。

「ユリスは？」

「うむ、最近国くに許もとが何かとうるさくてな。諸もろ々もろの手続きやら連絡やらを片付けるつもりだ」

　ユリスはうんざりした顔だったが、ふいにぴたりと足を止めた。

　そしてつられて止まった綾あや斗とに向かい、念を押すように言う。

「くれぐれも言っておくが……面倒ごとには巻き込まれてくれるなよ？」

　　　　　　　　＊

　組み合わせ抽選会は、綾斗もすっかり馴な染じみとなったシリウスドームで行われていた。

「ごきげんよう、綾斗。ようこそいらっしゃいました」

　ステージに近い、けれども一般の観客席からは隔てられたブース席。

　教えてもらった通路をたどってそこへ入ると、クローディアが笑顔で出迎えてくれた。

「こんな席があったんだね。知らなかったよ」

　空間としては決して広くはないが、席が少ないためにかなりゆったりしている。

　なによりクローディア一人しかいないので、ほとんど貸し切り状態だ。

「ここは星せい導どう館かんの生徒会専用ブースですから。こちらにどうぞ」

　勧められるまま席に着くと、隣に座ったクローディアがぺこりと頭を下げた。

「まずは本戦出場おめでとうございます」

「ああ、うん。ありがとう」

　慌てて綾あや斗ともお辞儀を返す。

「本戦でも活躍を期待しています。よろしくお願いしますね」

「できる限りはがんばるよ。……まあ、すごい人ばっかりで大変そうだけどね」

「ふふっ、本戦まで残る方は皆実力の確かな選手ばかりですから。それでも私が見る限り、綾斗たちと互角以上に闘たたかえるタッグはそう多くないと思いますよ。だからこそこの抽選が重要になるわけで、責任重大です」

「あ、そういえばここにいて大丈夫なの？」

　抽選会ではクローディアがくじを引くことになっている。その当人がここでのんびり談笑していていいのだろうか。

「私たちの出番は最後です。それまではお偉方の挨拶やら、前半戦の総括やら、退屈なものばかりですよ」

　確かにステージでは運営委員と思われる人物が巨大な空間スクリーンを前になにやら熱弁を振るっているところだった。どうやら今大会の傾向やら、前大会との比較やらを説明しているらしいが、正直あまり聞いていて面白い内容ではない。

　それでも、試合の時と同じく客席は満席のように見える。

　もっとも大半の観客の目当ても抽選なのだろう、あまり熱心に聞いている者はいないようだ。

「それにしても……こうして綾斗と二人きりになれたのは随分と久しぶりですね」

「え……？」

　すっと身体を寄せてきたクローディアに、思わず硬直する。

「ここのところ私は働きづめでしたし、綾斗はユリスたちに独占されていましたし……私、寂しかったのですよ？」

　クローディアは綾斗の腕を取ると、さらに身体を密着させてきた。

「いや、それは……その……」

　豊かで柔らかな胸をぐいぐいと押し当ててくるため、綾斗としては気が気でない。

　同時になんともいえない芳かぐわしい香りが鼻をくすぐる。

「──っと、ごめんクローディア！」

　するとそこへタイミングよく、携帯端末への着信がきた。

　これ幸いと身体を離して空間ウィンドウを呼び出すと、そこに映し出されたのは困ったように眉を八の字にした綺き凜りんの顔。

『あ、あの、綾あや斗と先輩、突然すみません……！』

「どうかしたの？」

　綺凜は明らかに慌てている。どうやらなにか不測の事態が起きたらしい。

　なにごとかと思って身を乗り出すと、綺凜はおろおろとした様子で先を続けた。

『えっと、実は今日、紗さ夜やさんと一緒に商業エリアへ来てたのですけど……い、いつの間にか紗夜さんの姿が見えなくなってて……』

「ああ……なるほど」

　もうそれだけで十分に伝わったが、一応先を促す。

『そ、それで紗夜さんの携帯端末に連絡してみたら、「迷子になった」って……！　わ、私どうしたら……』

「了解。じゃあ、俺も探すの手伝うから一度合流しよう。そっちは今どのあたり？」

『あ、ありがとうございます！　今は──』

　それから綺凜と待ち合わせの場所を決めて、通信を切った。

　少なくとも綺凜はここからそう遠くない場所にいるようなので、すぐに合流できるだろう。

　ただ、問題は紗夜のほうだ。なにしろ紗夜の方向音痴ときたら尋常ではない。小学校時代など、ジュースを買いにいくと言ったまま全然戻ってこないので連絡してみたら、なんと山を一つ越えて隣町にいたことさえあった。さすがにアスタリスクから出ていることはないだろうが、この都市の中ならどこに迷い込んでいても不思議ではない。

「ごめん、クローディア。そういうわけだから……」

　綾斗はそう言って振り返り、ぎょっとした。

「……」

　クローディアがむすっとした膨れっ面で、こちらを睨にらんでいたのだ。

「えーっと、クローディア……？」

　こんなクローディアは初めて見たので、綾斗も困惑するしかない。

　クローディアはいつでも笑顔で、冷静で、余裕があって──

「……せっかく、久しぶりの時間でしたのに」

　その口調も責めるようで、どこか子どもっぽい。

　いや、むしろ歳とし相応というべきだろうか。

「私、本当に楽しみにしていたのですよ？」

「あー、と、それは……」

　どうしたらいいかわからず綾斗がもごもごと言葉を濁にごらせると、クローディアはぷいっとそっぽを向いてしまった。

「ほ、本当にごめん！　この埋め合わせはきっとするから！」

　あたふたと綾あや斗とが謝るが、それでもクローディアは向こうをむいたまま何も言わない。

　本格的に困った綾斗がどうしたものかと頭を抱えそうになったその時、ふと後ろを向いたままのクローディアの肩が小さく震えているのに気が付いた。

「あ……」

「──ふふっ、申し訳ありません。少しやりすぎてしまいましたね」

　そのタイミングで、振り向いたクローディアがぺろりと舌を出す。

「……もう、勘弁してよクローディア」

　思わずへたり込みそうになる綾斗に、クローディアはいつもの笑顔を向けた。

「楽しみにしていたのは本当なのですから、これくらいは許してくださいな」

「う……」

「とはいえ、迷子の沙さ々さ宮みやさんを放っておくわけにもいきませんね」

　クローディアは優しくそう言って、ドアを開ける。

「埋め合わせ、期待してますよ？」

「……了解」

　綾斗はそれに苦笑で返すと、ブースを出て地下鉄の駅へと急いだ。
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　　　　　　　　＊

「さて、と。たぶんこのあたりだと思うんだけどなぁ」

　綾あや斗とはそう言って、町並みをぐるりと見回した。

　位置的にはアスタリスクの西部、商業エリアの外れあたり。紗さ夜やの携帯端末に連絡を取り、そこから得た情報からこの付近までは絞り込んだのだが──。

「これ以上は足で探すしかないね」

「そうですね……」

　合流した綺き凜りんも、きょろきょろと周囲に視線を巡らせている。

　紗夜には極力その場を動かないように言ってあるので、少なくともこれ以上事態が悪化することはないはずだ。

「とりあえず手分けして探そうか。暗くなる前に見つけないと」

「あ、それじゃわたしは向こうを見てきますね」

「うん、頼んだよ綺凜ちゃん」

「はいっ」

　綺凜は丁寧にお辞儀をすると、小走りで通りの向こうへと消えていった。

《星武祭フエスタ》開催期間中とはいえ、このあたりは再開発エリアも近いためか、観光客の姿はあまり多くない。その分、やや柄がらの悪い連中の姿が目立つが、それはレヴォルフが近いというのも理由の一つなのだろう。

　そう考えると綺凜と別行動にしたのは早計だったかもと思わないでもなかったが、綺凜をどうこうできるような腕の持ち主がそうそういるとは思えないし、元序列一位として綺凜の顔と実力は知れ渡っている。安易にケンカを売るような命知らずもいないだろう。

　むしろ問題は紗夜のほうで、なにかしら因縁でもつけられていたらと考えると心配でならない。

　──無論、相手のほうがだ。

　紗夜は根本的に手加減というものを知らない人間なので、それを思えばやはり一刻も早く見つけるために手分けをしたのは正解だったかもしれない。

「空間ウィンドウに映ってた景色からすると大通りって感じじゃなかったなぁ。ってことは路地を一つずつ潰していくしかないか……」

　ため息を一つ吐いてから、綾斗は一ひと先まず手近な路地へと入ってみる。

　どこか湿った感じのする路地は薄暗く、人気もあまりない。

　ある程度進んでみてもそれは変わらず、外れだったかと綾斗が踵きびすを返したところで。

「──」

　路地の先、陰になっている部分から人の声らしきものが聞こえたような気がした。

　足を止め、耳を澄ます。

「やめて……さい……！　放し……！」

　今度は確かに聞こえた。それもあまり穏やかではなさそうな感じだ。

　気配を消してそっと様子を窺うかがってみると、建物の陰で女の子が一人、複数の男たちに取り囲まれていた。

（あれは……）

　しかも驚いたことに、どちらも綾あや斗とには見覚えがある。

　女の子のほうはプリシラ・ウルサイス。男たちのほうは先日路上でイレーネ・ウルサイスと乱闘していた連中だ。

　となれば、この状況はつまりそういうことなのだろう。

「おいおい、あんまりわめいてくれんなよ。面倒くせーのは嫌いなんだ」

「そうそう。まあ、恨むんならおまえのねーちゃんを恨むんだな」

「んー！　んんんー！」

　プリシラは男に口と手を押さえられている。男たちは全部で五人。

　先の乱闘を見る限り、今の綾斗でも一対一ならどうにかできる程度の相手だが、五人となるとそうもいかないだろう。それ以前に力で解決するのは論外だ。ただでさえ面倒ごとに首を突っ込んだ挙句、乱闘までしたとなればユリスに顔向けできない。それこそ《鳳凰星武祭フエニクス》を失格にでもなったら取り返しがつかないからだ。

　かといって見て見ぬ振りもできない。

（はぁ……仕方ないか）

　綾斗はわざと物音を立てて物陰から姿を現した。

「な、なんだてめぇ！」

　男の一人が綾斗に気がつき、短刀型の煌式武装ルークスを起動させる。思いの外ほか反応がいい。

「いや、まあ、ただの通りすがりなんだけど……その子、放してもらえないかな？」

「あぁん!?」

　綾斗のその言葉に、男たちの目が据わる。

　いきなり問答無用の雰囲気だ。

「突然割り込んできて、ふざけたことぬかしてくれるなぁ兄ちゃん」

　男たちは綾斗を睨にらみつけながら、次々と煌式武装を起動させる。

　が、その中の一人が突然綾斗の顔を指差して叫んだ。

「ああっ！　こ、こいつ《叢むら雲くも》じゃねえか！」

「《叢雲》って……星せい導どう館かんの一位か!?」

「こんなとぼけた野郎が？　ホントかよ？」

　一瞬、男たちの間に戸惑いが走る。

　その隙を綾あや斗とは見逃さなかった。

　不意をついて男たちの間をすり抜けると、壁に押し付けられていたプリシラの手を取って路地の奥へと全力で走り出す。

「あっ！　こ、こいつ……！」

　プリシラを押さえつけていた男が手を伸ばすが、わずかに届かない。

「あ、あの……っ！」

「とにかく今は走って！」

　背後からは男たちが怒声を上げながら追ってくる。話は後だ。

　曲がりくねった路地は逃げ込むには最適かと思われたが、実際はその逆だった。

　まるで土地勘がない綾斗とは対照的に、男たちはこのあたりの路地を知り尽くしているらしい。

「右手から回れ！　そうすりゃ袋小路に追い込める！」

「リーダーに連絡しろ！　何人かこっちに回してもらえ！」

　あちこちから男たちの怒声が響き渡る。

　どうやら、綾斗は徐々に再開発エリアのほうへ誘導させられているようだ。

「これはちょっとまずいかな……」

　封印を解けば翌日以降に影響がでかねない。綾斗たちの試合は明後日なので一応の余裕はあるが、極力避けたいところだ。

　──が、いざとなればやむを得ないだろう。

　走りながらそんなことを考えていると、ふいにプリシラが綾斗の服をくいくいと引っ張ってきた。

　無言のまま、指先を上に向ける。

「上……？　って、ああそうか！」

　プリシラの意図を理解した綾斗は、路地の角を曲がったところで、一瞬だけ力を解放する。鋭い痛みが身体を走り抜けるが、構わずプリシラを抱き寄せると壁を蹴って一気に建物の屋上まで駆け上がった。

　このあたりは高層建築はさほどない。この建物も四階建て程度だ。

「おい！　あいつらどこに行きやがった!?」

「探せ！　まだ近くにいるはずだ！」

　下の路地からは男たちのそんな声が聞こえてくる。

　そのままじっと息を潜めていると、男たちはやがてバタバタとやってきた道を戻っていった。

「ふぅ……」

　いずれ連中もここに気がつかないとは限らないが、もうしばらくは動かないほうがいいだろう。幸いこの屋上は給水タンクなど物陰も多く、身を隠すにはもってこいだ。

「あ、あの……」

「あっ……ご、ごめん！」

　と、どこか言い辛づらそうな様子で口を開いたプリシラに、綾あや斗とはずっと彼女を抱いたままだったことに気がついた。謝りながら、慌ててその身体を下おろす。

「いえ、とんでもないです！　危ないところを助けていただき、本当にありがとうございました！」

　プリシラは深々とお辞儀をすると、携帯端末を取り出して見せた。

「えっと、それで……姉に連絡を取ってもいいですか？」

「ああ、うん。もちろん」

　プリシラは小さくうなずき、携帯端末を操作しはじめた。おそらく目立たないよう、空間ウィンドウや音声の設定を変更しているのだろう。

　綾斗はその間に下の気配を探ってみた。耳を澄ましてみると、遠くからはまだ騒々しい声が聞こえてきていたが、このあたりは静かなものだ。

　というより、このあたり一帯だけが不自然に静かだった。

（なんだ……？）

　もちろん大たい挙きよして押しかけてこられるよりはずっといいが、これはこれでどうにも怪しい。警戒はしておいたほうがいいだろう。

「あの、天あま霧ぎりさん……？」

「ああ、ごめん。お姉さんと連絡は取れた？」

　おずおずと声を掛けてきたプリシラに笑顔を返すと、プリシラは安心したようにうなずいた。

「はいっ。すぐに迎えに来てくれるそうです」

「そっか。じゃあ一安心だね」

　本当ならば警備隊に通報するのが正しいのだろうが、当然それはプリシラもわかっているはずだ。その上であえて姉にだけ連絡を取ったのであれば、綾斗もそれ以上口を挟むつもりはなかった。

「それで……一体どうしてあんなことに？」

　なんとなく事情は察しているものの、詳しいところまではわからないので聞いておく。

「あの人たちは歓楽街ロートリヒトにあるカジノの方々だと……思います」

「歓楽街？」

「あ……再開発エリアの一部に、非合法のお店が集まっている場所があって、そこの通称なんです」

「へぇ……」

　再開発エリアにそんなところがあるのか。

　カジノだけなら中央区にも合法的に楽しめる店はいくらでもあるので、非合法というからにはそれなりの理由があるのだろう。

「それで、そのカジノの連中がなんでキミを？」

「じ、実は……少し前に姉がそこで大暴れをしたらしく……それはもう、壊滅に近い状況だったみたいで……」

　プリシラは恥ずかしそうに俯うつむきながらも原因を説明してくれたが、後半は消え入りそうな声でほとんど聞き取れなかった。

　だがそれでも十分に意味は通じたので問題はない。

　つまりカジノを壊滅させたイレーネに報復を行おうとしたが、手も足も出なかったので、ターゲットを妹であるプリシラに変更した。概おおむねそんなところだろう。

「あ、あの、でも誤解しないでくださいね！　お姉ちゃ──あ、姉は確かにちょっと乱暴で気が短いところもありますけど、本当はすごくすっごく優しい人なんです！」

　プリシラは腕をぶんぶん振りながらそう熱弁する。

　その姿からは本当に姉を慕したっているのが伝わってくるようで、綾あや斗とはなんだか微笑ほほえましくなった。

「ははっ、そうなんだ。──ああ、今更だけど、俺は天あま霧ぎり綾斗。もう知ってるみたいだけどね」

「私はプリシラ・ウルサイスです。……先日は姉が失礼をしました」

　綾斗が差し出した手を握り、プリシラが苦笑する。

　そもそもお互い、《鳳凰星武祭フエニクス》の出場者で有力候補なのだ。知らないわけがない。

「本当はあれくらい自分でどうにかできなきゃダメなんでしょうけど……私は姉みたいに強くないので」

　どこか悲しそうな顔でプリシラが言った。

　確かにプリシラは《星脈世代ジエネステラ》ではあるものの、戦闘経験はほとんどないように見える。

　というより、こうして実際に接してみると、そもそもそういう争いごとに向いているような性格にも思えない。

「だったら、どうして《鳳凰星武祭》に？」

「それは……」

　プリシラが戸惑い、口を開きかけたその時──

「おい、そこでなにしてやがる……！」

　鋭い声と共に、背後から猛烈な殺気が綾斗へと叩たたきつけられた。

　反射的に振り返り、身構える。

　そこには《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》を構えたイレーネが、虚空に浮かんで立っていた。

「お姉ちゃん！」

「……まさか、プリシラに手を出したんじゃねぇだろうな？」

　その瞳には明らかな敵意と、強い警戒心が滲にじんでいる。

「ち、違うよ！　さっき言ったでしょ！　天あま霧ぎりさんは、私を助けてくれたんだってば！」

「黙ってな、プリシラ。大体なんで天霧綾あや斗とがあんたを助けるんだ？　そっからおかしいんだよ。こいつにゃ、あんたを助ける義理はねぇ。むしろ敵なんだから、放っておくのが普通だろ」

　プリシラは慌てた様子でイレーネに説明をしてくれたが、イレーネのほうは聞く耳を持たないといった感じだ。

　夕闇のような深く暗い瞳で綾斗をねめつけている。

「敵ってそんな……そりゃあステージ上ならそうかもしれないけど、今は違うじゃないか」

「けっ！　ご立派な台詞せりふだな。だけどあたしは騙されねぇぞ……！」

　イレーネはそう吐き捨てると屋上へ降り立ち、ゆらりと《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》を振り上げた。

「なにを企たくらんでやがるか知らねぇが、プリシラに手を出したことを後悔させてやるぜ」

「……まいったな」

　どうやらイレーネは本気らしい。

　じりじりと肌を刺すような凶暴な威圧感に、綾斗の手が自然と腰のホルダーへ伸びる。

　すでに綾斗は《覇潰の血鎌》の能力射程圏内だ。動ける場所が制限されるこの屋上では、逃げ切れるとは思えない。

　──しかし。

「お姉ちゃん……まさか本気で言ってるんじゃないよね……？」

　プリシラはイレーネと綾斗の間に割って入ると、静かな目でイレーネを睨にらみ付つけた。小さいけれど、確固とした強い意志と激しい怒りを感じさせる声。

　その途端、はっとイレーネの瞳に光が戻り、慌てて《覇潰の血鎌》を待機状態へと移行させる。

「わ、わかった！　冗談！　冗談だから、そう怒るなって！」

　イレーネは冷や汗を浮かべながら両手を前へと突き出し、ゆっくり首を振る。

「本当に？　もう天霧さんに乱暴しない？」

「し、しないしない！」

「絶対に？　約束できる？」

「す、する！　約束する！」

「うん、ならよし」

　プリシラはにっこり微笑ほほえんで、満足そうにうなずいた。

　一方のイレーネは力なく肩を落としたが、すぐに顔を上げて綾斗へ視線を向ける。

「ただ──あんたには二つほど聞きたいことがある」

「……お姉ちゃん？」

「聞くだけだ、聞くだけ！　手は出さねぇよ！　それならいいだろ？」

「うーん……」

　不審そうな目でイレーネを見るプリシラに綾あや斗とは苦笑して言った。

「別にいいよ。で、聞きたいことって？」

「一つ目。ここの下で転がってた連中はあんたがやったのかい？」

「……？　なんのこと？」

　答えようにも質問の意味がわからなかったので素直に聞き返す。

　イレーネはしばらくそんな綾斗の目を真まっ直すぐに見詰めていたが、やがて息を吐ついて先を続けた。

「いいさ、わかった。そんじゃあ二つ目だが……プリシラの話じゃあんた、偶然このあたりを通りがかったらしいな？　なんの用があってわざわざこんな路地裏を通ったんだよ？」

「それは──」

　言いながら、綾斗は本来の目的を思い出した。

「って、そうだ！」
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　綾あや斗とは急いで携帯端末を取り出すと、紗さ夜やへと連絡を入れる。しばらくのコールの後、空間ウィンドウが開いて紗夜の顔が映し出された。

「紗夜、大丈夫かい？　今どのあたりにいるの？」

『大丈夫。問題はつい先ほど解決した』

『ああ、綾斗先輩。良かった、今ちょうど紗夜さんと合流したところです』

　紗夜の隣からひょこりとフレームインしてきた綺き凜りんが、ほっとしたような顔で笑う。

「そっか、なら良かった」

　ほっと胸を撫なで下おろす。

　どうやらなにか問題を起こす前に綺凜が探し当ててくれたようだ。

『そういう綾斗は今どこに？』

「あー、たぶんそう遠くはないと思うんだけど……じゃあ、綺凜ちゃん、さっきの角かどのところで合流しようか。うん、それじゃ」

　綾斗が連絡を終えて携帯端末をしまうと、イレーネとプリシラはなんとも言えない顔で綾斗を見ていた。

「そういうわけで……ちょっと迷子になった友人を探してたんだ」

「──だってさ、お姉ちゃん」

　プリシラがどこか得意げに胸を張る。

　イレーネはばつが悪そうな顔で頭を掻かいていたが、大きく息を吐ついて肩を落とすと、ぶっきらぼうに言った。

「ちっ、わかったよ。借りができちまったな」

「別にいいよ。困ったときはお互い様だし」

　綾斗の言葉は本心からのものだったが、イレーネは面倒くさそうに首を横に振る。

「そうはいかねぇんだよ……さっさと清算しとかねぇとやり辛づらくってしょうがねぇ」

　きょとんとした顔の綾斗とプリシラに、イレーネはもう一度ため息を吐いてから携帯端末を取り出し、空間ウィンドウを表示させた。

　映し出されたのは、トーナメント表。

「ああ、そっか。もう本戦の組み合わせが発表されたんだ」

　綾斗は反射的に自分の名前を探し、その対戦相手を見てあんぐりと口を開ける。

《鳳凰星武祭フエニクス》四回戦。

　綾斗とユリスの対戦相手欄には、レヴォルフ黒くろ学がく院いんの校章と共にイレーネ・ウルサイスとプリシラ・ウルサイスの名前があった。


第六章　力と代償

「た、たたたた大変です、会長！」

　樫かし丸まるころなは青ざめた顔で生徒会長室に飛び込むと、足をもつれさせてべちんと顔から転倒した。

　レヴォルフの生徒会長室は中央校舎の最さい奥おうにあり、窓もなければ装飾品の類たぐいもほとんどない。ただし決して貧相というわけではなく、必要最低限の調度品はどれも重厚で、格調の高さと厳いかめしさを感じさせるものばかりだ。

「……どうした？」

　体格に比して大きすぎる椅子に座っていたディルクは、そんなころなへ一いち瞥べつもくれずに手元の電子書類を片付けながら、申し訳程度に聞き返す。

「そ、それがですね、ウルサイスさんが突然会長に話があるとかで……」

　鼻の頭を押さえながらころながそう言いかけたところで、生徒会長室の扉が轟ごう音おんと共に吹き飛んだ。

「ひゃあっ!?」

「──よぉディルク、邪魔するぜ」

　ころなが恐る恐る振り返ると、そこには《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》を携えたイレーネが不敵な笑みを浮かべて立っていた。

　さらにその後ろへ視線をやると、この部屋を守る警備員らしき人影が折り重なるようにして床に倒れている。

「あわわわわ……！」

　ころなは四つんばいのまま這はうようにしてディルクの元までたどり着くと、その背中に隠れた。

「イレーネ、これでもオレは忙しい身でな。アポなしでの面会は断ってるんだが」

　ディルクはさすがに書類を処理する手は休めたものの、それでもまるで動じていない。

「そうかい。そんじゃあ、さっさと用件を片付けるとしようか」

　イレーネはそう言うと、無造作に《覇潰の血鎌》を振り下ろした。

「んきゃあ!?」

　ディルクの前の執務机が両断され、ころなが飛び上がって悲鳴を上げる。

　しかし──やはりディルクは眉一つ動かさない。

「……なんのマネだ？」

「そりゃあこっちの台詞せりふだ。あんたは約束だけは守る男だと思ってたがな」

「おうとも、約束だけは守るさ。そうじゃなきゃ、今頃オレはとっくに墓の下だ」

「どの口がほざく！」

　その言葉にイレーネの身体から凶悪な殺気が放たれ、《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》が唸うなりを上げた。

　が、次の瞬間イレーネは大きく後ろに跳ぶと、身を低くして警戒の視線を周囲に向ける。

「ちっ、ここにも《猫ねこ》を潜ませてやがるか！」

「オレはおまえらと違ってか弱い一般人だぞ？　それくらいの用心は当然だろ」

《猫》とは生徒会直ちよつ轄かつで隠おん密みつ活動を行う『黒猫機関グルマルキン』に所属する生徒の符丁だ。といっても、ころなはそのメンバーに会ったことはないし、一体どのような組織になっているのかさえ知らない。かろうじて学内で活動する『銀ぎん目め』と、学外での諜ちよう報ほう・工作活動を中心とする『金きん目め』に分かれているということを聞いたことがあるくらいだ。

　腰を抜かす寸前だったころなもきょろきょろと室内に目をやるが、ディルクとイレーネの他に人影は見当たらない。そもそもこの部屋には人が隠れられそうな場所などないのだ。

　それでもイレーネはその気配を確かに感じているのか、用心深く身構えたまま動かない。

「で、なにをもってそんな言いがかりをつけてきたのか聞こうじゃねえか」

「……今日、プリシラが襲われた。あんたが知らねぇとは言わせないぜ」

「ああ、その件か」

　ディルクはそんなこともあったかといった軽い口調で言った。

「まさかオレを疑ってるわけじゃねぇだろうな。そもそもありゃあ、歓楽街ロートリヒトの連中だろ？　元はと言えばおまえが蒔まいた種だろうが」

「そいつは承知してるよ。だが──あんたとの契約条件の中にはプリシラの保護があったはずだ。忘れたとは言わせねぇ！」

「無論、覚えてるさ。おまえら姉妹には手を出さないよう通達してあるし、先日おまえを襲った連中にもちゃんとお灸きゆうをすえておくよう言っておいた。ただ、レヴォルフうちにもまだまだオレに従うのをよしとしないやつらはいる。おまえだって知ってるだろ」

「ならどうしてあんなはみ出し連中を放置してやがる。さっさと片付けちまえよ」

　イレーネは少し落ち着いたのか、ディルクを睨にらみながらソファへどかっと腰を下ろした。

「ああいった連中でもそれなりに使い道はあるんだよ」

「使い道……？　ふん、まあいい。だがな、ディルク。あたしが傍にいない時は、プリシラには《猫》が付いてるんじゃなかったのか？　そいつは今回なにしてやがった！」

「《猫》は付けてやってるさ。ま、今回は少し出遅れたみたいだがな」

　ディルクはつまらなそうに鼻を鳴らす。

「少し出遅れた……だと？」

　再びイレーネの目に剣けん呑のんな光が煌きらめいた。

「どうせ再生能力者リジエネレイテイブだ。多少キズが付いたところでかまいやしねぇだろ」

「……」

　イレーネは俯うつむいたままゆっくりと立ち上がると、無造作に《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》を構えた。

　その手の中で紫色の鎌がカタカタと鳴る。

　ころなにはそれがまるで笑っているかのように見えた。

「──クタバレ」

　感情のない、無機質な声。

　しかしそれとは裏腹に、振るわれた斬撃は風を裂くかのような疾はやさだった。

《覇潰の血鎌》の切っ先は寸分たがわぬ正確さでディルクの喉元を狙っていたが、その寸前でまるで見えない壁に阻まれたかのように軌道を変える。

　それでもわずかにかすめた刃が、ディルクの頬ほおに赤い筋を作った。

　イレーネは間合いを計りなおすように下がり、俯うつむいたままゆらりと《覇潰の血鎌》を構え直す。

「ふん、ここまで侵しん蝕しよくが進んでるとはな……」

　ディルクは不愉快そうに眉を寄せ──とはいえそれはいつものことなのだが──ぶっきらぼうに声を張った。

「おい、イレーネ。オレがいなくなったら困るのは誰だ？」

「……っ」

　イレーネはその言葉にはっとしたように顔を上げる。

《覇潰の血鎌》が放つ紫色の燐りん光こうがすぅっと弱まった。

「大体今回の件も、出遅れたとはいえ現場にゃ間に合ってたんだよ。星せい導どう館かんの小僧が余計なお節介を焼きやがったから、《猫ねこ》が出て行けなかっただけだ。連中はおいそれと姿を見られるわけにはいかねえ。おまえも知ってるだろ？」

「……だが、あの野郎に助けられたのも事実だ」

「わかったわかった。じゃあ、おまえはどうして欲しいってんだ？」

　ディルクは投げやりにそう言うと、椅子の背もたれをぎしりと鳴らす。

「このままじゃ闘やりづらくて仕方ねえんだよ。こっちで筋すじを通すから、あんたは口出しすんな」

「……勝手にしろ」

　ディルクはうんざりとした顔で野良犬を追い払うかのように手を振った。

「ふん──邪魔したな」

　イレーネは短くそういい残し、ふらりと部屋を出て行く。

　途端に部屋の空気が弛し緩かんし、ころなは大きく息を吐き出した。

「はぁ……こ、怖かったぁ」

　しかし安あん堵どしたのも束つかの間ま、すぐにディルクの刺とげ々とげしい声が飛んでくる。

「おい、ころな。今何時だ？」

「あっ、は、はい！　えーと、午後六時を回ったところです！」

　ころなは慌てて立ち上がると、すぐに時計を確認してそう答えた。

「頃合だな……よし、占え」

「えっ？　い、今すぐですか？」

　ころなは驚いてディルクを見返した。

「とりあえず部屋を片付けてからのほうがいいんじゃ……」

　イレーネが暴れてくれたおかげで生徒会長室はしっちゃかめっちゃかだ。執務机は真っ二つだし、絨じゆう毯たんはボロボロだし、ソファはひっくり返っている。とてもじゃないが落ち着ける環境ではない。

　しかし。

「……オレに同じことを二度言わせるんじゃねぇよ」

「は、はい、すいません！　すぐに準備します！」

　ディルクの怒りに満ちた声に、ころなは制服の内ポケットからタロットカードを取り出して、床に並べた。

「……で、なにを占いましょう？」

　おずおずと聞いてみると、ディルクは腕組みをしてころなを見下ろしたまま素っ気無く答える。

「いつもどおりだ。自由にやれ」

「はぁ……」

　ころなは困惑しながらもタロットカードを手順にそって並べ替えていく。

　占いはころなの数多い趣味の一つだった。しっかりと勉強したというわけではなく、ほとんど独学のオリジナルだ。もっとも下手の横好きといったレベルで、あまり──というよりほとんど当たらない。それでもディルクはほとんど毎日のように、こうしてころなに占うよう命じてくる。

　それはそれで別にいいのだが、困るのはディルクが「なにを占ってほしいのか」言ってこないことだ。通常占いというのは求められてやるものなので、これには毎回頭を悩ましていた。

「あ、じゃあ、せっかくだから《鳳凰星武祭フエニクス》でのウルサイスさんたちの活躍を占ってみましょうか！」

　ころなは名案とばかりにぽんと手を叩たたく。

　普段はいろいろと悩んだ挙句、今夜の夕食のおかずとか明日の天気とか、自分でもしょうもないと思うものを占ったりもするのだが、今日はちょうど占いのネタがあった。

「それじゃ、いきますね……」

　ころなは目をつむると、手探りでカードを並べ替え始める。

　するところなの周囲に青白い魔法陣が浮かび上がり、膨大な万応素マナが流れ込み始めた。

　が、当のころな本人はまるでそれに気づかず、目をつむったままカードを選び、めくっていく。

「──よしっ」

　ころなが選んだ五枚のカードをめくり終えると同時に、魔法陣は掻かき消きえた。

「えーと、正位置の愚者に逆位置の太陽、それから……」

　目を開き、表になったカードを読み解いていったころなは、やがてぱあっと顔を輝かせてディルクを見上げる。

「やりましたよ、会長！　ウルサイスさんたち、なんと優勝するって出ました！」

「ふん、だろうな」

　ディルクはそれが当然とばかりにつぶやくと、小さく手を振った。

「ころな、誰でもいいから副会長を一人呼んで来い。それが済んだら今日はもうあがっていい」

「あ、はい。わかりました」

　ころなは手早くタロットカードを片付けると、一礼してから生徒会室を出た。

　レヴォルフの生徒会は生徒会長であるディルクによる独裁といってもよい形を取っているが、第一から第三までの副会長と複数の書記官で構成されている。彼らはディルクの仕事をサポートする存在であり、雑用ばかりこなしているころなより、本来の意味での秘書に近い。

「それにしても、会長って本当に占い好きなんだなぁ」

　ころなはそんなことをつぶやきつつ、役員が詰めている生徒会室へと向かった。

　一方で、生徒会長室に残ったディルクは腕組みをしたまま考えを巡らせていた。

　ころなの占いがああ出た以上、それは不可避の出来事だ。なにか手を打たねばなるまい。

「──仕方ねぇ、準備をしておくか」

　ディルクはそうつぶやくと、壊れた執務机の中から黒い携帯端末を取り出した。

　これはディルクのものであって、ディルクのものではない。レヴォルフ黒くろ学がく院いん生徒会長のみが使うことを許可された、専用の端末だ。

　ディルクは慣れた手つきでそれを操作する。空間ウィンドウは開かず、音声通信のみだ。

「金きん目めの七番へ繋つなげ」

　短くそう伝えると、わずかな間の後、小さく暗い声がそれに応えた。

　　　　　　　　＊

「……飯に呼ばれた、だと？　それをまさか、了承したのか？」

「うん、まあ」

　ユリスは愕がく然ぜんとした表情でしばらく綾あや斗との顔を見詰めた後、へなへなと力なくトレーニングルームの床に座り込んで頭を抱えた。

「お、おまえというやつは……」

　さすがに二の句が継げないのか、そのまま押し黙る。

　綾斗としてもこうなるだろうことは予想がついたので、あえて弁解はしない。

　ユリスはそれからしばらくうずくまったままだったが、やがて立ち上がるとゆっくり首を左右に振った。

「──いや、わかった。おまえと付き合っていく以上は、こうしたことに慣れなければならんのだな。いいだろう、望むところだ」

　そうしてどこか引きつった顔で笑う。

「よし、とりあえずはなにがあったのか、もう一度順を追って説明してもらおうか」

「あー、だからその、昨日襲われてるプリシラさんを見つけて……それを助けたら、なぜだかイレーネさんに襲われることになって……幸い誤解は解けたんだけど、プリシラさんがどうしてもお礼をしたいって言ってきて……」

　綾斗が記憶を辿たどりつつ、指を折っていく。

「その時点で、おまえは次の対戦相手がその二人だということを知っていたのだろう？」

「ああ、イレーネさんが教えてくれたからね」

「その上で招待を受けたと？」

「いや、オレもさすがにどうかと思ったんだけど、断りきれなくてさ」

　綾斗はぽりぽりと頬ほおを掻かきながらそう言った。

「それにほら、《星武祭フエスタ》では敵同士かもしれないけど、それ以外じゃ別に……」

「甘い！」

　そんな綾斗をユリスは目を吊つり上あげて一喝する。

「サイラスの一件を例に出すまでもなく、この都市は生き馬の目を抜く魔境だ。己のために他人を陥おとしいれる者、欺あざむく者など掃いて捨てるほどいる。罠わなだったらどうするつもりだ？」

「だ、大丈夫だって。二人ともそんな悪い人じゃなさそうだったし……まあ、イレーネさんは確かにちょっと危なっかしいところもありそうだけど」

「それが甘いと言っているのだ。悪事を企たくらむ人間が皆悪人風だったら苦労はせん。そうそう簡単に人を信用するな」

　お説ごもっともではある。

　とはいえ。

「じゃあ、ユリスはどうなのさ？」

「なに？」

「《鳳凰星武祭フエニクス》ではタッグを組んでるけど、もしどっちも《王竜星武祭リンドブルス》に出場するとなったら敵同士ってことでしょ？　その時はユリスも疑わなきゃいけないのかい？」

　元より綾あや斗とには《王竜星武祭》に出場するつもりはない。ユリスの力になることが今の綾斗の闘う理由なのだから、あくまでこれは仮定の話だ。

「う……そ、それは……」

　少しズルい言い方かもしれないが、効果は覿てき面めんだったらしい。

　ユリスは複雑そうな表情で口ごもり──

「はぁ……わかった。好きにするがいい」

　やがて諦めたかのように大きなため息を吐いた。

「ただし！　一つだけ条件がある」

「条件？」

　聞き返す綾斗に、ユリスはびしっと指を突きつける。

「──その席には、私も同行させてもらおう」

　　　　　　　　＊

　翌日の夕刻。

　プリシラから教えられた住所は、居住区にあるマンションの一室だった。

　高級マンションというほどではないが、清潔で洒落しやれた感じの小奇麗な建物だ。

「食事に招かれたというからどこの店かと思えば……なぜマンションなのだ？」

「いや、俺に言われても」

　驚いたのは綾斗も一緒なので、どうにも答えようがない。

「まさか本当になにかしらの罠わなが……」

　不審そうな顔のユリスを引きつれ、指定された部屋へ向かう。

　すると、あっさり扉が開き、エプロン姿のプリシラが満面の笑みで迎えてくれた。

「いらっしゃいませ！　あ、リースフェルトさんですね。先日はご挨拶もできずにすみませんでした」

「ああ、いや、こちらこそ……」

「さぁ、遠慮せずにあがってください。すぐにお料理の用意しますから」

　すっかり毒気を抜かれたユリスと共に部屋へ入ると、綺き麗れいに片付けられたリビングにテーブルセットがあり、椅子の一つに仏頂面のイレーネが座っている。さすがに制服姿ではなく、ジーンズにＴシャツというラフな格好だ。

「……よぉ」

　イレーネはちらりとこちらへ視線を向けてそれだけ言うと、すぐにまたそっぽを向いてしまった。元よりイレーネは綾あや斗とを招くのに賛成ではなかったようなので、それも当然か。

　プリシラの対応とは対照的すぎるが、ユリスにはそれがかえってよかったらしい。

　いつもの自信に満ちたな笑みが戻り、テーブルを挟んでイレーネの正面に腰を下ろす。

「ご挨拶だな、《吸血暴姫ラミレクシア》。招いておいてその態度か？」

「……あんたを呼んだ覚えはねぇよ、《華焔の魔女グリユーエン・ローゼ》」

「ふん、知っての通りこのお人よしはタッグパートナーでな。なにかあったら私も困る。なのでまあ、付き添いだ」

　するとイレーネはからかうような笑みを浮かべた。

「ずいぶんと心配性だなおい。あんたは天あま霧ぎりのかーちゃんかよ」

「だ、誰が母親だ！」

　ユリスとイレーネはそんな風にお互いを牽けん制せいしていたが、不思議とそこにはあまり険悪な空気はない。どちらも境界線を理解している様子だ。

　これはこれである意味馬が合っているのかもと思いながら、綾斗もユリスの隣に座る。

「お待たせしましたー」

　と、そこへプリシラが料理を運んできた。

　前菜なのだろう、小皿に盛り付けられた料理がいくつもテーブルに並べられていく。

「ひよこ豆とトマトのサラダ、ポテトのアリオリソース、小エビのニンニク唐辛子炒いため、それからマッシュルームのセゴビア風です」

「おおー、これこれ！」

「って、お姉ちゃん！　お行儀悪いでしょ！」

　イレーネは見たこともない笑顔で早速料理へ手を伸ばしたが、それをばしっとプリシラが叩たたいて止めた。

「ええー。いいじゃねえか、ちょっとくらい」

「よくないよ！　大体今日は天霧さんにお礼をってことなのにお姉ちゃんが最初に手をつけたら……ああっ！」

「いっただきまーす」

　イレーネはプリシラの制止も聞かず、ひょいひょいと料理を摘つまんでいく。

「もー、お姉ちゃんってばー！」

　それを見たユリスはくすりと笑うと、そっと綾斗に耳打ちをした。

「なるほど、《吸血暴姫》はあれでも気を使ってるようだな」

「うん？」

「毒見のつもりなのだろうさ」

　ユリスはそう言って、小さく肩を震わせる。

「ほら、あんたたちも食えよ。プリシラの料理は最高だぜ？」

　イレーネはそう言いながら、旺おう盛せいな食欲でどんどんと料理を頬ほお張ばっていた。

　プリシラももう諦めたらしく、ため息をついてこちらへ向き直る。

「すみません、お二人とも」

「いや、いいよいいよ。それじゃ俺たちもいただこうか」

　こうしてなし崩し的に食事が始まったが、イレーネの言葉に嘘うそはなかった。

「……お、美お味いしい」

　マッシュルームを一口食べたユリスが、驚いたようにつぶやく。

　実際、料理はどれもすこぶる美味しかった。決して高級料理というわけではないのだが、家庭的で温かい、ほっとするような味だ。それでいて、ちゃんと一工夫が加えられている。

「わっ、ありがとうございます」

「ふふん、そうだろうそうだろう」

　自慢気に胸を張るイレーネ。

「……別におまえを褒めたわけではないぞ？」

　ユリスは呆あきれ顔がおだったが、イレーネとしてはプリシラが褒められることがなによりも嬉うれしいらしい。

「あ、そういえば今更だけど……ここってどういう部屋なんだい？」

　綾あや斗とはすっかり忘れていた疑問を思い出し、訊たずねてみる。

　すると飲み物を呷あおっていたイレーネが、素っ気無く言った。

「あたしが普段使ってる部屋だが、それがどうした」

「普段使ってるって……寮は？」

　アスタリスクの六学園はすべて全寮制だ。学生が市街地に暮らすことは原則として許可されていない。

「レヴォルフの《冒頭の十二人ページ・ワン》にはそういう特典があるのさ。もちろん表立って言ってるわけじゃねぇがな」

「それで、私もよくお掃除しに来たりお料理しに来たりしてるんですけど……お姉ちゃん、いくら言っても中々自分の部屋に戻ってくれないんですよ」

　プリシラはそう言って苦笑する。

「でも今回は助かっちゃいました。さすがにお二人にレヴォルフへ来てもらうわけにはいきませんから」

「さすがレヴォルフと言うべきか、おそるべき自由さだな……」

「でもどうしてわざわざ外に部屋を？」

　レヴォルフの寮はそんなに劣悪な環境なのかと思ったが、すぐに見当違いだとわかった。

「……ここからだと歓楽街ロートリヒトが近い。なにかと便利なんだよ」

　イレーネはもりもりと食べながらも、少し具合が悪そうな顔で答える。

「なるほど。夜遊び用というわけか」

　皮肉るようにユリスが言うと、イレーネはさらに顔をしかめた。

「別に遊んでるわけじゃねぇよ。金が必要だから稼いでるだけだ」

「金……？」

　その言葉にユリスの手が止まる。

「そういえば綾あや斗とから聞いているぞ。どこぞの裏カジノと揉もめていたらしいな」

「……それがどうした」

「金を稼ぐなら他にもっと方法があろう。なぜそんな危ない橋を渡る必要がある」

「他の方法ねぇ……ならそいつを教えて欲しいもんだ」

　イレーネがどこか自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑った。

「教えるもなにも、今まさにおまえたちが《鳳凰星武祭フエニクス》に出ているのはそういうことではないのか？」

「ああ、そうか。あんたも確か金を稼ぐためにここに来たんだったな、《華焔の魔女グリユーエン・ローゼ》」

「なっ!?　なぜそれを……！」

「レヴォルフうちの諜ちよう報ほう機関は優秀だからな」

　狼ろう狽ばいするユリスを見て、イレーネがくつくつと喉のどを鳴らす。

「だがな、あんたとあたしじゃ事情も立場も違うのさ。たとえあたしが《鳳凰星武祭》で優勝しようと、もう望みは叶かなえてもらえねぇ。そういう契約なんだよ」

「契約だと？」

　訝いぶかしそうなユリスに、イレーネはちらりと隣のプリシラに視線をやる。

「──あ、じゃあ私、ちょっとオーブンの様子見てきますね」

　プリシラが曖あい昧まいな笑みを浮かべて席を立ち、キッチンへ向かった。

　それを見届けてからイレーネは息を吐き、わずかに椅子を軋きしませる。

「簡単に言えばあたしの立場はレヴォルフ黒くろ学がく院いん生徒会長ディルク・エーベルヴァインの手駒だ。あたしは昔ディルクの野郎に莫ばく大だいな金を借りて、すでに望みを叶えてもらった。そしてあいつの命令に従うことで、それを少しずつ清算している」

「《悪辣の王タイラント》か……」

　ユリスが不愉快そうな顔で黙り込んだ。

　その名前は綾斗にも覚えがある。アスタリスクでも一、二を争うくらいに悪名高い人物で、悪い噂うわさは数限りなく出てくる反面、良い噂は一度も聞いたことがない。

「その契約であたしは《星武祭フエスタ》への参加は制限されてるし、仮に優勝したとしてもその賞金を返済に充てることはできないことになってるのさ。まあ、できるだけ長くあたしを手駒として使いたいんだろうな。ホント、いけすかねえ野郎だよ、あいつは」

　イレーネはそう言って肩を竦すくめた。

「とはいえ、あたしだっていつまでもあいつの下で働くのはごめんだ。だから少しでも早く金を返すために、夜よな夜な涙ぐましい努力をしてるってわけさ」

「その借金てそんなにすごい金額なのかい？」

「真っ当に働いてたんじゃ、何十年かかるかわからねぇよ」

　それは相当だ。

「──なるほどな。ということは、今回おまえが《鳳凰星武祭フエニクス》に出場したこと自体、エーベルヴァインの差し金というわけか。なにか優勝する以外の目的があるのだな？」

　ユリスの指摘にイレーネはニヤリと口元を緩め、綾あや斗とを見た。

「ご明察。今回のあたしがディルクから受けた命令は──天あま霧ぎり綾斗、あんたを潰すことだ」

「なにっ!?」

　とっさにユリスが立ち上がったが、イレーネからは敵意を感じない。

　──少なくとも、今はまだ。

「なぜそれをわざわざ俺たちに？」

　それが本当だとしても、言う必要のないことだろう。

「あたしにもあたしなりの仁義ってもんがあってな。あんたにはプリシラを助けてもらった恩がある。このままじゃやり辛づらくてしょうがねぇんだ。……そんなわけだから座れよ、《華焔の魔女グリユーエン・ローゼ》。ここで手を出すつもりはねぇ」

「……エーベルヴァインはなぜ綾斗を？」

　ユリスはまだ警戒の色を残しながらも、ゆっくりと腰を下ろした。

「ディルクが言うには、天霧の使う純星煌式武装オーガルクスが厄やつ介かいだから、今のうちに潰しておきたいらしい」

「《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》が？　確かにあれは強力な純星煌式武装だが、そこまでするか？」

　ユリスの疑問に、イレーネは同意するかのようにうなずく。

「同感だな。ディルクは冷血で外道な最低の野郎だが、無能でもなければ小心者でもねぇ。あいつがそこまで警戒するからには、なにかもっと大きな理由があるはずだ」

　イレーネはそこまで言うと、綾斗へ向き直った。

「ディルクがなにを企たくらんでるのかはわからねぇが、あいつの口振りから推察できたことが一つある。どうやらあいつは以前にもその純星煌式武装の使い手をその目で見たことがあるらしい」

「──っ！」

　その言葉に綾斗は思わず腰を浮かしかける。

「おかしいよな。公開されてる過去の貸与履歴を見る限り、ここ十数年その純星煌式武装の使い手は現れてねぇはずだ。なのにどこでどうやってそれを見たのか……」

　どくんと心臓が高鳴った。

　つまりディルク・エーベルヴァインは、綾あや斗との前に《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を使っていた人物を、即すなわち綾斗の姉──天あま霧ぎり遥はるかを知っているということだ。

「ひょっとしたらそのあたりにあんたが狙われる理由があるんじゃないかと思ったんだが……どうやらどんぴしゃだったようだな」

「ああ……たぶん、ね。とにかくありがとう」

　綾斗がアスタリスクへやってきたのは、自分の進むべき道を探すためだ。姉は姉の意思で家を出たのだから、きっとそこにはなにか理由があったのだろう。だから、無理に探し出そうとは思っていない。そのくらい、綾斗は姉のことを信じていた。

　とはいえ……気にならないといえば嘘うそになる。

　こうして手がかりが出てきたとなればなおさらだ。

「よし、そんじゃあこれで義理は通したぜ」

　さっぱりした顔でイレーネが言ったところで、プリシラが大きな鉄鍋を持って現れた。

「お待たせしましたー。シーフードとキノコのパエリアです」

　じゅうじゅうと香ばしい匂いを振りまくそれはいかにも美お味いしそうだ。

「ふふん、プリシラのパエリアは特に絶品だからな。心して食えよ」

「ほらほら、お姉ちゃん。それはいいから早く取り分けて」

　胸を張るイレーネに、プリシラが照れくさそうな顔で応える。

（お姉ちゃん、か……）

　そんな二人の姿に、綾斗は言葉にできない思いが湧き上がるのを感じていた。

　　　　　　　　＊

「さて、それじゃそろそろお暇いとましようか」

「うむ、そうだな」

　食事を終えてコーヒーをいただいた後、綾斗とユリスは視線を交わして立ち上がった。

「えっ、もうですか？　あと少しゆっくりしていっても……」

「やめとけ、プリシラ。下手に馴なれ合あっても、どうせ明日にはやり合うんだ。お互い用件は済んだんだし、もう十分だろ」

　引きとめようとするプリシラを、そう言ってイレーネが制する。

「でも……」

「悪いが、今もあたしがディルクの命令で動いていることには変わりねぇ。これで気兼ねもなくなったことだし、明日はあんたを存分に叩たたきのめす。それが嫌ならさっさとギブアップしちまうんだな」

「……お手柔らかに頼むよ」

　綾あや斗とは苦笑でそれに応えると、部屋を出た。

「あ、じゃあせめてお見送りを……！」

　ぱたぱたとプリシラが後を追ってくるが、イレーネもそれを止める気はないらしい。

「今日はごちそうさま、プリシラさん。美お味いしかったよ」

「いえ、とんでもないです。その、お姉ちゃんがいろいろとすみませんでした」

　プリシラは恐縮した様子で頭を下げようとしたが、それをユリスが優しく押しとどめた。

「いいや、《吸血暴姫ラミレクシア》の言い分もわからんではない。悪く思わないでほしいが、我々とて明日は全力で相手をすることになる」

「それは……わかってます」

　しょんぼりとうなだれるプリシラ。

「プリシラさんは、あまり闘たたかいが好きじゃないんだね」

　普通の学生ならそれが当然なのかもしれないが、このアスタリスクの──しかもレヴォルフの学生となると、かなり珍しい部類のはずだ。

　だが確かにプリシラは武器を持って闘っている姿よりも、今日のようにエプロン姿で料理をしているほうが似合う女の子なのは間違いない。

　どこにでもいるような、ごく普通の女の子。それがプリシラ・ウルサイスなのだろう。

　そんな彼女が、あえて《鳳凰星武祭フエニクス》のステージに立つ理由は──

「……姉は私のために闘ってくれています。だから、私が逃げるわけにはいかないんです」

「たとえ生き血を吸われても、か？」

　あの光景はかなりショッキングだった。

　ユリスの言葉に、しかしプリシラは儚はかなげに首を振る。

「あれくらいどうってことありません。私は今までずっとお姉ちゃんに守ってもらってばかりでしたから、少しでも役に立てるのが嬉うれしいくらいです。ただ……」

　プリシラはそこで言葉を詰まらせた。

「ただ？」

「──《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》を使っている時の姉は、少し怖いです」

　綾斗が促すと、消え入るような声でそう言う。

「最初は慣れてない武器だからかなって思ってたんですけど……あれを使っている姉は、なんだかすごく凶暴っていうか、まるで人が変わったみたいで──しかも最近はそれがどんどん……」

　ほとんどつぶやくようだったプリシラは、そこではっと顔を上げた。

「す、すみません！　私ったら、変なことを……」

　あわあわと両手を振って、プリシラが謝る。

　そうこうしているうちにマンションのエントラスまでやってきた綾あや斗とたちは、そこで別れることにした。

「それじゃ、また」

　深々と頭を下げるプリシラに手を振り、マンションを後にする。

「……ユリス、どう思う？」

　街灯が照らす夜の町並みをしばらく歩いてから、綾斗はおもむろにそう訊たずねた。

「《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》の話か？　さてな、私などから見れば《吸血暴姫ラミレクシア》は普段も凶暴そうな人間に見えるし違いなぞわからん。……なんだ、まさか無用な情などわいたのではあるまいな？」

「違うよ……いや、まあ、違わないけど、そういうことじゃなくてさ」

　綾斗が口を尖とがらせると、ユリスは苦笑を浮かべて肩を竦すくめた。

「ふふ、冗談だ。おまえが言わんとすることはわかるが──だからといって私たちにできることはなにもないのが現実だ」

「……うん」

　それは確かにその通りだ。

「我々には我々の闘たたかいがある。まずはそれに集中するべきだろう」

　　　　　　　　＊

『あらあら、綾斗。こんな時間にどうしました？』

　その日、自室へ戻った綾斗がクローディアの携帯端末に連絡を入れると、しばらくの保留時間の後に空間ウィンドウが開いた。

　ここのところ英えい士し郎ろうは夏季休暇にかこつけて何日も部屋に戻ってきていないので、気を使う必要もない。

「突然ごめん、クローディア。ちょっと相談したいことがあってさ」

『綾斗から私に相談とは嬉うれしいですね。一体どのようなご用件です？』

「──純星煌式武装オーガルクスについて、少しね」

　綾斗がそう言うと、ウィンドウの向こうでクローディアの穏やかな顔がほんの少し引き締まる。

『……なるほど、そうなると直接お会いして話したほうがいいでしょうね。それでは今から──と言いたいところですが、生あい憎にくとまだ予定が詰まっていまして。少し遅い時間になってしまいますがよろしいですか？』

「うん、まかせるよ」

『でしたら……そうですね、今夜十二時、場所は私の部屋ということで』

「う……わ、わかった」

　女子寮へ忍び込むのはできれば避けたかったが、こちらから頼んだ以上そうも言えない。

「ところでクローディア、大丈夫かい？」

『？　なにがです？』

「少し疲れてるみたいだけど」

　クローディアはいつものように穏やかな笑顔だったが、どこか少し覇気がないように見える。

　するとクローディアには珍しく、素直に驚いたような顔で目を見開いた。

『あら……よくわかりましたね』

「うんまあ、なんとなくだけど」

『ふふっ、綾あや斗とは本当に鋭いのか鈍いのかわかりません。でも、それだけ私のことを見てくれているということですよね』

　そう言うクローディアはどこか嬉うれしそうだ。

『少し仕事が立て込んでいただけですから、大丈夫ですよ。ご心配ありがとうございます。それではまた後ほど』

　空間ウィンドウが閉じると、綾斗は時間を確認した。時計の針は夜九時を指している。

「深夜まで仕事か……生徒会長って大変なんだなぁ」

　綾斗としても明日は試合が控えているので、本当なら早めに身体を休めておきたいところだ。しかし明日の試合前までにクローディアを捕まえられるとは限らない。

「俺の考えすぎならいいんだけど……」

　綾斗はそうつぶやくと、窓の外へ視線を向ける。

　そこには不気味なくらいに赤く大きな月が浮かんでいた。

　夜の女子寮に忍び込むのは何度やっても慣れるものではない。

　嫌な汗をかきながらなんとかクローディアの部屋まで辿たどり付き、窓をノックする。

　鍵は開いているようだが、前回同様今回も返事はない。

　いつまでも壁にへばりついているわけにはいかないので仕方なくお邪魔すると、薄暗い部屋の中には仄ほのかな明かりが漂っていた。

　空間ウィンドウが数個、開きっぱなしになったままふわふわと浮かんでいるのだ。

　目を凝らしてみれば、クローディアが壁際の机に突っ伏すようにして眠っていた。空間ウィンドウの淡い光に照らされるその姿には、どこか幻想的なまでの美しさがある。

　一瞬見とれてしまった綾斗だったが、しかしすぐにその様子がおかしいことに気がついた。ただ眠っているだけにしては、妙に表情が険しい。

　きつく眉間に皺しわを寄せ、時折その桃色の唇を割って苦く悶もんの喘あえぎが漏れている。

（なにか悪い夢でも見ているのかな……？）

　なんにせよ、起こしたほうがよいだろう。

　そう思って綾あや斗とが口を開いた瞬間──

「っ!?」

　闇を切り裂くような銀閃が二ふた条すじ、綾斗を襲っていた。

　それを避けられたのは僥ぎよう倖こうと言ってもいいだろう。少なくとも本来ならば今の綾斗が回避できる攻撃ではなかったはずだ。

　その純星煌式武装オーガルクスが起動し、刃を展開するまでのわずかな時間があったからこそ、封印状態の綾斗でもかわすことができた。

「クローディア……？」

　事態が把握できないまま、綾斗は窓際まで下がって声を掛ける。

「……」

　しかしゆらりと立ち上がったクローディアはなにも答えず、だらりと両手に垂らした不気味な双剣──《パン＝ドラ》を構えた。

　窓から差し込む光がクローディアを照らすが、俯うつむいているためその表情はわからない。

「ちょ、ちょっと待った！　クローディア！」
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　その途端、クローディアが動いた。

　ゆっくりと歩みを進めるようでいながら、次の瞬間にはすでに綾あや斗との間合いへ入っている。綾斗は瞬間的に力を解放し、左右から同時に繰り出される双剣を掻かい潜くぐって身をかわした。

　──かに思えたが。

「うわっ！」

　かわしたと思ったはずの刃が弧を描いて舞い戻り、眼前に迫っている。まるで綾斗の動きを予期していたかのような攻撃だった。

　綾斗は身体をひねってなんとかそれを避け切ったものの、バランスを崩して仰あお向むけに床へ倒れこむ。クローディアはそのまま流れるような動きで綾斗へ馬乗りになると、無言で双剣を振り上げた。

「クローディア！」

　綾斗が三み度たび名前を呼び、ほとんど苦し紛れに手を伸ばす。

　その指先がわずかに──ほんの少しだけクローディアの頬ほおに触れた。

「っ！」

　途端にクローディアの身体がびくんと震え、振り上げた腕がピタリと止まる。

「綾……斗？」

　クローディアはしばらく呆ぼう然ぜんとした顔で綾斗を見下ろしていたが、はっと我に返ったような表情で飛とび退のいた。

「す、すみません、綾斗！　私……！」

　クローディアの顔には驚きと後悔、なによりも激しい動揺が浮かんでいる。こんなに感情を露あらわにしたクローディアを見たのは初めてだった。

　とにもかくにも一ひと先まず命は助かったようで、ほっと胸を撫なで下おろす。

　一方のクローディアは《パン＝ドラ》を待機状態に戻し、綾斗に背を向けていた。そのまましばらく大きく肩で息をしながら、呼吸を整えている。

「──本当に申し訳ありませんでした。私としたことが、少し油断していたようです」

　それから再び綾斗へ向き直った時には、もうすっかりいつものクローディアに戻っていた。申し訳なさそうに深々と頭を下げる。

「うん、さすがにビックリしたよ……一体どうしたのさ？」

　綾斗は身体を起こしながらそう言って苦笑した。

　正直、生きた心地がしなかったというのが本音だ。クローディアの剣は鋭く正確無比で、綺き凜りんと比べても遜色がないだろう。無論、技術としてみれば綺凜のほうが完成されたものを持っているが、並々ならぬ腕前であることは確かだった。

「そうですね……どこから説明いたしましょうか……」

　クローディアは少し考え込む仕草を見せたが、すぐに悟ったような笑みを浮かべる。

「わかりました、良い機会ですしお話ししておきましょう。おそらく綾あや斗との用件と無関係でもないでしょうし」

「……どういうことだい？」

　不思議そうに首を傾かしげる綾斗にクローディアはソファを勧め、自分はさきほどまで座っていた椅子に腰を下ろした。

「その前に綾斗、一つ私のお願いを聞いてくださいますか？」

「お願い？」

　クローディアの瞳がまっすぐに綾斗を見据える。

「先の話になりますが、来年の《獅鷲星武祭グリプス》に私のチームの一員として出場していただきたいのです」

「《獅鷲星武祭》か……」

　予想外の言葉に少なからず驚いたが、答えは決まっていた。

「いいよ。ただしユリスが一緒なら、ね」

　綾斗はユリスの力になると約束している。そしてユリスはグランドスラムを目指すと言っていた。個人戦である《王竜星武祭リンドブルス》では無理だろうが、ユリスが嫌と言わない限りは《獅鷲星武祭》でも一緒に闘たたかうつもりだ。

「その答えは予想していましたが……正直妬やけますね」

　クローディアは寂しそうな笑みを浮かべる。

「ですが、その点は問題はありません。ユリスもチームに勧誘する予定ですから。彼女もおそらく断りはしないと思いますよ」

　ユリスの目標がグランドスラムにある以上、より強いチームメイトを望むのは当然だ。だとすれば確かにクローディアの誘いを断る可能性は低いだろう。

　どうやらクローディアは、すでにかなり具体的に《獅鷲星武祭》の戦略を立てているようだ。

「それでさっきのことと《獅鷲星武祭》と、どんな関係があるんだい？」

「チームメイトならば秘密を明かすのもやぶさかではない、ということです」

　クローディアはそう言って再び《パン＝ドラ》を起動させた。

　先ほどのこともあり、さすがに身体がぴくりと反応してしまう。

「ふふっ、ご安心を。もうさっきのようなマネはしませんから。……ところで綾斗、あなた死んだ経験はおありですか？」

「え……？」

　綾斗はぽかんとした顔でクローディアを見返した。

「ええっと……質問の意味がわからないんだけど」

「そのままの意味で受け取ってもらって結構ですよ」

「……いや、死んでたらこの場にいないよね？」

　ゾンビでもあるまいし。

「──私はすでに千二百回以上死んでいます」

「は？」

　綾あや斗とはもう一度先ほどと同じような顔でクローディアの顔を見る。

　クローディアがなにを言っているのか、さっぱりわからない。

　そんな綾斗を楽しそうに見ながら、クローディアは《パン＝ドラ》を掲げてみせた。

「この子が使い手に求める代償は、『自分の死を味わうこと』。私は眠る度に夢の中で、『いつか来る自分の死の瞬間』を体験しているのですよ」

「自分の死ぬ瞬間を体験する……？」

　クローディアはあっさりと言ってみせたが、それはひょっとしなくてもとんでもない拷問ではないだろうか。

「この子のいやらしいところは、一度として同じ死に様を見せてこないところです。人には本当に様々な死に方があるのだと感心しますよ。病死に事故死、餓死に凍死、自殺、そして……誰かに与えられる死。そのどれもが、『いつか私が迎える可能性がある死』なのです」

　だがクローディアの口調は普段と変わらず、穏やかで優しい。

「先ほどもちょうど殺されるところでしたので、つい夢ゆめ現うつつで襲い掛かってしまったようです。申し訳ありません」

　そう言ってクローディアはもう一度頭を下げる。

「目が覚めると夢の内容は溶けるように消えていきます。残るのは断片的な記憶と死の間際の恐怖と苦痛、そして倦けん怠たい感かんといったところでしょうか。未来視という破格の能力を持ちながら、この子を使いこなせる者が出てこなかった理由がそれです。私以前にこの子を手にした方々は三日と耐えられなかったようですよ」

　ころころと笑いながら言うが、その内容は凄せい惨さん極まりない。

「……クローディアはよく平気だね」

「ええ。たまには今日のようなこともありますが、意外と慣れるものですよ」

「でも……」

　先ほどの苦しそうな寝顔を思い出すと、とてもそうとは思えない。

「ふふっ、嬉うれしいですね。心配してくださるのですか？」

「そんなの当たり前じゃないか」

　からかうような口調のクローディアに真顔で答えると、クローディアは少し面食らったような表情をした後、小さくはにかんだ。

「……以前にも申し上げたと思いますが、私には叶かなえたい望みがあります。そのためにはどうしてもこの子が必要なのです」

「じゃあ……クローディアの望みって？」

「それは──まだ秘密です」

　クローディアはゆっくりと首を振った。

　誰もが叶えたい望みを持ってこの都市へやってきている。

　その願いを叶えるために勝ち抜き、勝ち抜くために力を求める。

　それは当然のことなのかもしれない。

　とはいえ──

「さて、話を戻しましょう。このように純星煌式武装オーガルクスとはその能力が強力であればあるほど、代償もまたシビアなものになる傾向があります。例えばあなたの《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》も並の《星脈世代ジエネステラ》であればあっという間に枯こ渇かつしてしまうほど大量の星辰力プラーナを消費しますし、そもそも適合率が高く出ること自体が稀まれです。つまり、手にするためのハードルの高さが代償に含まれているといってもいいでしょうね」

　クローディアはそこで一度言葉を切った。

　その笑顔も口調も、すっかりいつもの調子に戻っている。

「もっともそれは純星煌式武装によって様々ですから、一概には言えませんけれども。察するに、綾あや斗との用件もこのあたりに関したものなのではありませんか？」

　どうやら全てお見通しのようだ。だったらそれはそれで話が早い。

　綾斗は率直に話を切り出した。

「──クローディアは《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》のことをどう思う？」

「あの純星煌式武装に関しては、あなた方にお渡ししたデータ以上のものを持っていませんよ？」

「データじゃなくて、クローディアの見解が聞きたいんだ。同じ純星煌式武装の使い手として」

　わかっているくせにと綾斗がぼやくと、クローディアはくすくすと肩を震わせる。

「そうですね……ご存ぞん知じの通り純星煌式武装には意思があります。それがどういうことだかおわかりですか？」

「え？　えーと……うーん……」

　綾斗はそう問われて考えてみたが、適切だろうと思われる答えは浮かんでこない。

　素直に降参して軽く両手を上げる。

「ふふっ、人間と同じですよ。意思があるということは個性があるということであり、個性があるということは線引きによって大別できるということです」

「大別……？」

「つまり、性格の良い純星煌式武装オーガルクスと性格の悪い純星煌式武装」

「……なるほど」

　人間と同じ、か。

「まあ、他にもいろいろな言い方ができますけどね。例えば、人間に友好的かそうでないか、とか」

「その例でいくと、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》はどっちだと思う？」

「彼は──ああ、失礼。彼女かもしれませんね。とにかくあの子は比較的性格が良いほうだと思いますよ。まあ、多少ひねくれてはいるようですが」

「だったら、《パン＝ドラ》は？」

「ふふっ、この子はもう性格最悪です。私といい勝負ですよ」

　クローディアはさもおかしそうに口元を押さえた。

　こういうことを自分で言ってのけるところが実にクローディアらしい。

「なら──《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》は？」

「あの子は……」

　するとクローディアはほんの少し目を伏せた。

「あまり他よ所その子を悪く言いたくはありませんが、少し危険な感じがします」

「……やっぱり、クローディアもそう思う？」

　綾あや斗とも同意見だった。

　あの純星煌式武装は危険だ。その能力が、ではない。

　クローディアの言葉を借りるなら、その個性が。

「なにぶん私はまみえたことがないので印象になってしまいますが、あの子はずいぶんと我が強いように見受けられました。あの手の純星煌式武装は往々にして使い手に干渉してきます」

「干渉……？」

「んー、乗っ取るというと語ご弊へいがありますが、純星煌式武装の中には使い手の意識や性格を自分好みに変質させるものがあるのですよ。長く使えば使うほど、それは顕けん著ちよになっていきます。ましてやあの子は使い手を肉体的にも変えてしまうほどの影響力を持っているわけですしね」

　綾斗は大きく息を吐いて、天井を見上げた。

　──つまりはそういうことなのだろう。

「ありがとう、クローディア。参考になったよ」

「いえいえ、もうお帰りですか？」

「明日は試合だからね。さすがにもう休まないと」

「あら……」

　するとクローディアは妖よう艶えんに笑い、露骨にしなを作る。

「でしたら泊まっていってくださっても構いませんのに」

「い、いや、それは遠慮しておくよ……！」

　綾あや斗とは慌てて立ち上がると窓へと駆け寄る。

　しかしその窓枠に足をかけたところで、ふと振り向いた。

「ああ、そうだ。姉さんの件なんだけど……レヴォルフの生徒会長がなにか知ってるみたいなんだ」

「ディルク・エーベルヴァインが？」

　クローディアが驚いたように問い返してくる。

「ひょっとしたら、姉さんに会ったことがあるかもしれないって」

「……わかりました。こちらでも少し調べてみましょう」

「うん、よろしく」

　綾斗はそう言って一礼してから窓を開く。

　背後から掛けられた「明日の試合、がんばってくださいね」というクローディアの声に微笑ほほえみを返し、綾斗は夜の闇に身を躍らせた。


第七章　覇潰の血鎌グラヴイシーズ

　なにかを守るためには力が必要で、なにかを手に入れるためにはより強い力が必要だ。

　力がなければ失うしかない。

　そして失ったものを取り戻すためには、さらに強い力が必要となる。

　それがイレーネ・ウルサイスの信条だ。

　統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいの勢力争いが激しく、それ故ゆえに政情は常に不安定で、ずぶずぶと少しずつ沼に沈み込んでいっているような南欧の小国──そんな国の、見捨てられた廃はい墟きよのような町がイレーネの故郷だった。

　人口が大都市に集中し、極端な一極化が当たり前となっているこの時代、そんな場所へ住まう人間は大抵が貧困層だ。統合企業財体の支配体制は、常に一定数の経済的弱者を必要とする。イレーネの一家も例外ではなかった。

　そんな家庭に《星脈世代ジエネステラ》の子どもが生まれれば喜ばれないはずがない。《星脈世代》に対する差別は都市部から離れるほどに顕著になるが、同時に貧困層にとっては金のなる木でもあった。アスタリスクの学園にスカウトされて活躍するのを最上として、ＰＭＣや警備関係、最悪は犯罪組織でも《星脈世代ジエネステラ》は重宝される。

　そんな両親の心積もりを、イレーネは早くから察していた。だからといって両親を厭いとうことはなかったが、親愛を覚えることもなかった。イレーネにとってその対象は、自分と同じ《星脈世代》である妹だけだったからだ。

　妹は粗暴でがさつな自分と違い、優しく健けな気げで、なによりも自分を慕ってくれる。

　イレーネにとって妹は唯一愛情と呼べるものを向けられる相手であり、同時に唯一無償でそれを返してくれる相手だった。

　そんなある日、その妹が大おお怪け我がを負う。古いビルの崩落に巻き込まれたのだ。

《落星雨インベルテイア》以来放置されてきた旧世紀の建築物はすでにその大半が寿命を迎えており、危険は周知されていた。それでも他に住む場所のない貧困層にとっては、そこにすがるしかない。

　本来ならば《星脈世代》でさえ命を失うような大怪我だったが、妹は翌日には回復していた。妹が再生能力者リジエネレイテイブだとわかったのはこの時だ。

《星脈世代》に対してはどこの国でも幼少時に能力者の潜在適性検査が義務付けられている。しかしその国は政府機能が十全には働いておらず、特に非都市部ではほとんど機能していなかった。こうした未登録能力者は実のところ少なくない。

　そして、連中は常にそうした能力者を探し回っている。

「──あのね、プリシラ。この人たちが、おまえに力を貸して欲しいんだってさ。行ってくれるね？」

　案の定、ほどなくしてフラウエンロープの──アルルカントのスカウトがやってきた。

　猫ねこなで声で妹の肩に手を置く母と、満足そうに契約書にサインをする父。その契約書には悪名高いアルルカントの特待献身生の文字があった。なにをされても、どうなっても文句の言えない、いわば被験体だ。

　翌日、イレーネは妹を連れて家を出た。

　逃げ切れるとは思っていなかったし、どこか行くあてがあったわけでもない。

　ただ、そうしないと妹を失ってしまうとわかったからだ。それだけはどうしても認められなかった。

「──よぉ、おまえがイレーネ・ウルサイスか」

　二人が潜んでいた廃はい屋おくに、その男がやってきたのは家を出てから三日後のことだ。

　くすんだ赤毛で背は低く、小太り。表情は不機嫌そうに歪ゆがみ、目ばかりがギラギラと異様に輝いている。

　アルルカントの追っ手かとも思ったが、どうもそんな雰囲気ではない。なによりも男が胸に付けた交差する双剣の校章がそれを物語っている。

「使ってみろ」

　男はそう言うと、イレーネに向かって煌式武装ルークスの発動体を放り投げてきた。

　イレーネが警戒しながらそれに触れると、その瞬間、刺し貫くような衝撃が身体を走る。

　同時に、理解した。

　これは「力」だ。

　煌式武装が起動し、紫色の燐りん光こうを放つ巨大な鎌が出現する。暴力的なまでのエネルギーが身体に満ちるのを感じる。

　それを見届けた男はわずかに眉を動かすと、再び口を開いた。

「……ふん、合格だな。いいぜ、おまえの望みを言ってみろ」

　状況も、目の前の男が何者なのかも、まるでわからなかったが、それでもイレーネは躊躇ためらわずに答えた。無論、イレーネの願いは一つしかない。

　そしてもしその願いが叶かなうのであれば、悪魔に魂を売ってもいい。

　男はそれを聞いても特に表情を変えることなく、携帯端末を取り出してしばらくどこかとやり取りをした後、あっさりと言った。

「たった今、おまえの妹はオレが買い戻した。少々高くついたが、その分はおまえらの働きで返してもらうぜ」

　男はそれだけ言うと、くるりと踵きびすを返す。

　が、途中でふいに足を止めると、その短い首を回してイレーネたちを見据えた。

「これだけは覚えておけよ。おまえらを助けたのはレヴォルフじゃねぇ。このオレだ。だからおまえらが仕えるのもレヴォルフじゃなく、オレだ。いいな？」

　今になって思えば、送られる先がアルルカントからレヴォルフへ変わっただけで、なにかが解決したわけではないのだろう。

　それでも、ディルクはプリシラを取り戻すために必要な時間とチャンス、そしてなによりも『力』を与えてくれた。

　それで十分だ。

「……お姉ちゃん？　そろそろ時間だよ」

　その声に目を開くと、プリシラが不安そうな表情でイレーネの顔を覗のぞき込こんでいた。

　──シリウスドームの控え室。時間を確認すれば、確かにそろそろステージへ向かわないとマズい頃合だ。

「よっしゃ、そんじゃ一仕事片付けるとしようか」

　イレーネはそう言ってソファから立ち上がると、プリシラの頭を優しく撫なでる。

「心配いらねぇよ。なにもかも、いつもどおりでいい」

「うん……」

　ディルクからの命令を受けるのは常にイレーネだ。プリシラはなにも知らないし、なにも聞かない。ただ、必要な時にその血をイレーネに分け与えてくれるだけだ。

　それでいいとイレーネは思う。

　闘たたかいの場に立つのも、手を汚すのも、自分ひとりで十分だ。プリシラには似合わない。

　これまでもずっとそうしてきたし、これからもそれは変わらないだろう。

「ま、とはいえさすがにあの二人は並の相手じゃねぇ。最初から全力でいかないときついだろうな」

　イレーネはそう言うと、《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》を起動させた。

　それを見たプリシラも心得たように首筋を露あらわにする。

　イレーネの心に抗あらがい難がたい欲求が膨れ上がり、無言でその白い首筋に牙を突き立てた。

「ぁ……っ」

　か細い声がプリシラの口から漏れ、生暖かい鉄の味が喉のどを通っていくのがわかる。

　──いつからだろうか。この味を甘美だと思うようになったのは。

　呼応するように、《覇潰の血鎌》が喜びに打ち震える。

　たっぷり一分はそうしていただろう。

　イレーネは口を離すと、小さいが深い傷跡を愛しそうに撫なでた。

　もっともそれも、見る間に消えていく。

「いつも悪いな」

　イレーネがそう言うと、プリシラはゆっくりと頭かぶりを振った。

「ううん、これくらいどうってことないよ。でも──」

　俯うつむくプリシラを、ぎゅっと抱き寄せる。

　プリシラはイレーネの腕の中で小さくつぶやいた。

「……ごめんね、お姉ちゃん」

「ばーか。なんであんたが謝るんだよ」

　一つ仕事をこなせば、それだけこの手にプリシラを手繰り寄せることができる。

　ディルクは信用できない男だが、約束だけは破らない。

　だから今は、闘うしかないのだ。

　　　　　　　　＊

「さて、そろそろ時間だな」

　ユリスの声に、綾あや斗とははっと顔を上げた。

「ああ、うん。そうだね」

「……どうした？　試合前に考え事とはいただけんぞ」

　ユリスは腰に手を当て、口を尖とがらせる。

　綾あや斗とは苦笑して軽く手を振った。

「いや、なんでもないよ。行こうか」

「ふむ……ならいいのだが」

　ユリスはまだどこか納得していないような顔だったが、ちらりと時計へ目をやり、小さく息を吐いた。

　そのまま二人で控え室を出る。

「綾斗」

　かつかつと靴音を立てて前を行くユリスが、振り返らずに言った。

「うん？」

「私は勝たなければならない。たとえ相手が何者であれ、自分の願いを譲るつもりはない。そのために、私は今ここにいる」

「……うん」

「だが──勝ち方にこだわるつもりもない」

　ステージへと通じる廊下は、短いようで長い。

　ユリスの声がわずかに反響し、後ろに流れていく。

「おまえが望むやり方で勝てるならば、そうすればいい。我々はパートナーだ。協力し合い、手を携たずさえて闘たたかう。それが普通のことだろう？」

「ユリス……」

　綾斗は足を止めてユリスを見た。

　同じく数歩先で立ち止まったユリスに頭を下げる。

「──ありがとう」

「馬鹿者。礼を言われるようなことではない」

　ほんの少しだけ振り返ったユリスの頬ほおは、照れたようにうっすら赤く染まっていた。

「それで、なにをするつもりだ？」

「うん、試してみたいことがあるんだ。できるかどうかはわからないけど……」

　綾斗が自分の考えを説明すると、ユリスは驚いたように目を見開く。

「ううむ……確かに前例がないわけではないが……相手はあの《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》だぞ？」

「難しいのはわかってるよ。でも──」

　勢い込んで言う綾斗に、ユリスは優しい苦笑で応えた。

「はぁ……わかった。やってみろ。ただし、おそらくチャンスは一度きりだ。失敗したら諦めるしかないぞ」

「その時は仕方ないさ」

「それがわかっていればいい。よし──なら行こうか」

　そしてそっと拳を差し出す。

　綾あや斗とはうなずいて、自分の拳をこつんとぶつけ合わせた。

『さぁー各会場で白熱の試合が続いております四回戦！　このシリウスドームでのトリを飾るのは星せい導どう館かん学がく園えんの天あま霧ぎり・リースフェルトペアとレヴォルフ黒くろ学がく院いんのウルサイス姉妹です！　ベスト十六に進むのは果たしてどちらのタッグなのか！』

『これも楽しみな一戦ッスねー。どちらも予選はほとんど相手を寄せ付けずに勝ち上がってきてるッスから、ここが一つの分ぶん水すい嶺れいになると思うッス』

『さてさて、ここでチャムさんにはこの一戦の成り行きを予想していただきたいと思います。イレーネ選手の使う《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》は燃費が悪いですから、やはり長期戦になれば有利なのは星導館でしょうか？』

『ううーん、一概にそうとも言えないんじゃないッスか。なにしろイレーネ選手にはプリシラ選手という、いわば補給路があるッスから。それに能力自体の比較でいえば……』

「ふん、相変わらず簡単に言ってくれるものだ」

　ユリスはそんな解説の言葉に眉を顰ひそめてぼやく。

　綾斗にリミットがある以上、長期戦ができないのはむしろこちらのほうだ。

　ここから先、決勝戦までは間に一日調整日が入るだけで、それ以外に休息日はない。

　長時間封印を解除すれば、翌日以降の試合が厳しくなるのは目に見えている。

　──だが。

「綾斗、無理はするなよ……と言っても無駄だろうな」

「無理をしないでどうにかできる相手じゃないからね」

　ユリスがアスペラ・スピーナを起動し、うなずいた。

「同感だな。最初から全力で行くぞ」

　綾斗もうなずき返し、呼吸を整えて星辰力プラーナを高める。

　綾斗の周囲に魔法陣が浮かび上がり、万応素マナが輝いて弾はじけた。身体の奥底で力が膨れ上がり、痛みが縦横に走り抜ける。

「──内なる剣を以もって星せい牢ろうを破獄し、我が虎こ威いを解放す！」

　すべてを戒める禁獄の縛鎖が砕け散り、力が漲みなぎった。

『出ました出ました！　すでにお馴な染じみとなった天霧選手のパフォーマンス！』

『いつ見ても派手ッスねー』

　ギャラリーが一斉に沸き返り、歓声が乱れ飛ぶ。

「やる気十分だなぁ、天霧」

《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》を肩に乗せたイレーネが、そんな綾あや斗とを睨にらみながら薄く笑った。

　イレーネ一人が前に出て、プリシラは背後に控える形だ。

「そんじゃ、こっちも全開でいかせてもらうぜぇ……！」

《覇潰の血鎌》が紫色の光を放ち、万応素マナが不気味に蠢うごめく。

　緊張感が張り詰め──

「《鳳凰星武祭フエニクス》四回戦第十一試合、試合開始バトルスタート！」

　機械音声が試合の開始を告げた。

「咲き誇れ──赤円の灼斬花リビングストンデイジー！」

　即座にユリスが能力を発動させ、その周囲から炎が吹き上がる。

　炎は渦を巻いて紅せき蓮れんの戦輪チヤクラムと化し、上下左右からイレーネに襲い掛かった。

「ははっ！　小こ賢ざかしいな！」

　十数個にも及ぶ戦輪を、イレーネは《覇潰の血鎌》で容易たやすくなぎ払う。

　が、その隙に綾斗は一気に間合いを詰めていた。

《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を構えたまま戦輪の間をギリギリで駆け抜け、下段から斬り上げる。

「おおっと！」

　イレーネがその一撃を《覇潰の血鎌》で受け止めると、刃同士が干渉しあって火花が舞い散った。

　あらゆるものを焼き斬る《黒炉の魔剣》とはいえ、相手が同格の純星煌式武装オーガルクスとなるとさすがにそうもいかないらしい。鍔つば迫ぜり合あいをすれば徐々に相手の刃を押し切っていくのがわかるが、それだけではさしたるアドバンテージとは言えない。

　綾斗としても予想はしていたことなのですぐに思考を切り替え、身体を巻き込むように回転させながら胴を薙なぐ。

　イレーネはそれを《覇潰の血鎌》で弾はじき上げ、そのまま上段から斬り下ろすが、綾斗の斬り返しがそれよりも一歩早い。とっさに身体を入れ替えるようにして袈け裟さ懸がけの一撃をかわしたものの、綾斗は間髪入れずに追撃の突きを見舞った。

　イレーネは《覇潰の血鎌》をくるりと回し、刃を盾のようにしてそれを防ぐ。再び火花が舞い踊るが、綾斗は剣先を一度引いてから手首を返し、《覇潰の血鎌》を弾き退けた。

「なっ!?」

　がら空きになった胸元──校章目掛けて《黒炉の魔剣》を斬り下ろす。

　イレーネは背後に跳んで間一髪それをかわしたが、トレードマークのマフラーが斬り裂かれ燃え落ちた。

「ちっ！　あたしがここまで圧おされるかよ……！　さすがに斬り合いじゃ分が悪いか！」

　更にかわしたそのタイミングを見計らったかのように灼しやく熱ねつの戦輪チヤクラムが次々とイレーネに飛び掛かる。

「──十重壊デイエス・フアネガ！」

　しかしイレーネが《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》を一振りするとその身体の回りに黒い重力球が出現し、戦輪とぶつかり合って互いに消滅した。

『──こ、これはのっけからすごい攻防です！　天あま霧ぎり選手とリースフェルト選手のコンビネーションも見事でしたが、それを凌しのいで見せたウルサイス選手もまたすごい！』

『あの立体機動する炎の中に飛び込むのはすごいッスねー。リースフェルト選手は元々素晴らしいコントロールの持ち主ッスけど、よほど信頼してないと中々できないッスよ』

　綾あや斗ととイレーネはお互いに間合いを計りなおし、ユリスは距離を保ったまま次の技に向けて精神を集中させている。

「ふん、組んで一、二ヶ月の急造タッグにしちゃあ、それなりにやるじゃねぇか」

　イレーネが息を整えながらそう言うと、ユリスがアスペラ・スピーナを構えながらそれに応じた。

「そっちこそ、たった一人でよくもかわすものだ」

「ははっ！　一人じゃねえよ、こっちだってちゃんと二人さ」

　イレーネの瞳に凶暴な光が灯ともり、ニヤリと笑った口元から鋭い牙が覗のぞく。

「こいつはあたしとプリシラ、二人の力だ！」

《覇潰の血鎌》がカタカタと震え、紫色の光が地面を伝う。

　それはまるで嗤わらっているかのようで──

「よけろ、綾斗！」

　ユリスが叫ぶより前に、綾斗の足は動いていた。

　先ほどまで綾斗がいた周囲の空気がビリビリと震えているのがわかる。

　おそらく、あの辺り一帯の重力を操作したのだろう。

「ほぅ、さすがにいい反応するじゃねぇか」

「一応、何回か見ているからね」

　綾斗は用心深く腰を落としながら、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を構え直す。

《覇潰の血鎌》の重力操作は範囲指定型の能力だ。そのためどうしても発動までに一瞬のタイムラグが生じる。並の学生ならばとても対応できないだろうが、今の綾斗ならばなんとか回避することが可能だった。

「だが、その程度でこの《覇潰の血鎌》を攻略したと思うなよ？」

　イレーネの手の中で、再び《覇潰の血鎌》が嗤う。

「──っ！」

　紫色の光が地面を走るが、今度は先ほどよりもずっと範囲が広い。

　綾あや斗とは大きく横へ跳んだものの逃れ切ることはできず、とっさに重圧に備えた。

「え……？」

　が、そんな綾斗の身体は押し潰されるのではなく、逆にふわりと浮き上がる。

「重力を強くするのはしんどいが、弱めるだけならそうでもねぇのさ。だからこうして、広範囲を指定できる」

　綾斗はおよそ二メートル程度の高さに浮かんでいた。

　手足を動かしてみるが、いかに《星脈世代ジエネステラ》といえども力を加えられるものがなにもない状態ではどうすることもできない。ばたつく手足がむなしく空を切り、身体がくるくると回転するだけだ。

「綾斗！」

「おっと、あんたはそこで大人しくしてな！」

　慌てて駆け寄ろうとしたユリスに向かって《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》が振られ、その身体に重圧がのしかかる。

「ぐぅ……！」

　ユリスは転がるように倒れこみ、立ち上がろうとはしているものの、膝を立てることさえできないようだ。

　ユリスの反射神経ならかわすことも不可能ではない程度の発動範囲だったが、綾斗の元へ向かおうとするその動きが完全に読まれていたらしい。

「さぁて、あたしは《華焔の魔女グリユーエン・ローゼ》ほどコントロールはよくねぇが、さすがに止まった的まとなら外さねぇぜ。──単重壊ウーノ・フアレガ！」

　イレーネの眼前に重力球が出現し、ぴたりと綾斗へ狙いを定める。

　だが、ふいにイレーネががくりとその膝を折った。

「ちっ、さすがに三つ能力を維持するとなると厳しいな……！　あれだけ補充したってのに、もう底をつきやがったか……！」

　イレーネは苦しそうに顔を歪ゆがめている。

　とはいえ能力は未だ持続中だ。

「まあいいさ……これで終わりだ、天あま霧ぎり！」

　重力球が綾斗へ向かって放たれ、まさに直撃しようというその刹那──

「咲き誇れ──六弁の爆焔花アマリリス……！」

　倒れこんだままユリスが放った火球が、重力球よりも先に綾斗を直撃していた。

「ぐっ！」

「なにぃ!?」

　小規模な爆発と共に綾斗の身体が吹き飛ばされる。

　ごろごろと地面を転がった綾斗はそれでも素早く体勢を立て直すと、ユリスに向かって顔をしかめた。

「……助けてもらったのはありがたいけど、もう少し穏便な方法はなかったのかな」

「あのままやられるよりはマシだろう。それに威力は最小限に抑えておいた。おまえほどの星辰力プラーナがあれば大して効きはしまい」

《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》の能力が解けたのか、綾あや斗との元へ駆け寄ってきたユリスが軽口を返す。

　一方のイレーネはそんな綾斗たちに視線を残しながらも、じりじりと少しずつ後退していた。おそらく血を補充するためにプリシラの元へ向かっているのだろう。

「ユリス！」

「わかっている！　咲き誇れ──鋭槍の白炎花ロンギフローラム！」

　ユリスが細剣を振るうと、その軌道に沿って炎の槍やりが顕けん現げんした。

《覇潰の血鎌》の能力が使えないであろう今は最大のチャンスだ。このまま黙って見ている手はない。

　空気を切り裂いて放たれた炎の槍に一瞬遅れて綾斗も駆け出す。

　──しかし。

「──重獄葦オレアガ・ペサード」

　炎の槍は突如として地面から生えるように現れた紫色の壁──いや、むしろ牢ろう屋やの鉄格子といったほうが近いだろうか──に阻まれていた。

　綾斗も慌ててその寸前で急ブレーキをかける。

　どうやらあの重力球を縦に引き伸ばしたような細い棒が、格子状に組まれているらしい。

「設置型の防御能力……！」

　ユリスが悔しそうに唇を噛かむが、その間にイレーネはプリシラの元へ辿たどり着ついていた。

「ははっ。こいつはあたしじゃなくプリシラを狙おうっていう不届き者が出た時に、用心のため仕込んでおいた隠し玉だ。ちょっとやそっとじゃ壊せねぇよ」

　その壁の向こうでイレーネは薄く笑い、見せびらかすかのようにプリシラの首に牙を突き立てる。

《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》ならば突破できないことはないだろうが、もう間に合わないだろう。

「……これで仕切りなおし、か」

　ため息を吐いた綾斗が時間を確認すると、試合開始からそろそろ二分。

　理想を言えばあと一分程度で仕し留とめたいところだが……。

「綾斗！」

　と、ユリスが鋭い声で綾斗を呼ぶ。

「どうかした？」

「──こちらの仕込みは完了だ。おまえもあれを試すのならば早くしろ」

　綾斗が戻ると、ユリスは耳打ちをするように小声で短くそう言った。

「……了解」

　綾あや斗ともうなずき返し、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》をぐっと握り締める。

　次の手はユリスの取って置きだ。その成否がおそらく試合の行方ゆくえを左右することになるだろう。

　となれば時間的にも綾斗に残されたチャンスはそう多くはない。

『──おまえが望むやり方で勝てるならば、そうすればいい』

　試合前のユリスの言葉を思い返す。

　ユリスの大技が発動する前に、一か八か狙ってみるしかなさそうだ。

「……よぉ、待たせたな。そんじゃ第二ラウンドといこうか」

　やがて壁が溶けるように掻かき消きえると、イレーネが口元を拭いながら前に出てきた。

　その背後では、プリシラがぐったりと横たわり、荒い息を吐いている。

　それを見て綾斗は悲しげに眉を顰ひそめた。

「こんなやり方が本当に正しいと思ってるのかい？」

「……黙れよ、天あま霧ぎり。そんなこたぁ、今更あんたに言われるまでもねぇ」

「だったら──」

「黙れっつってんだ！」

　イレーネが《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》を振りかざすと同時に、紫色の輝きが地面を走る。

　綾斗は歯は痒がゆく思いつつ、大きく後ろに跳んで能力の発動範囲から逃れた。さっきよりもさらに範囲が広くなっているが、綾斗も慣れてきている分だけ反応が早くなってきている。

「ちょこまかと……！」

　やはり力ずくでないと聞いてもらえそうにないらしい。

　綾斗は腹をくくり、《黒炉の魔剣》を脇に構えた。

「咲き誇れ──九輪の舞焔花プリムローズ！」

　そこへユリスのサポートが入る。

「うざってぇんだよ！　百葬重列シエン・グエステイア！」

　が、イレーネが《覇潰の血鎌》を一いつ閃せんさせるとオーロラのように紫色の波動が走り、可か憐れんに舞う炎の桜草はすべて押し潰されるようにして虚空へ消えた。

　それでも綾斗はそのわずかな隙に右側から回りこみ、イレーネの懐へ飛び込んだ。

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう剣術初伝──〝貳蛟龍ふたつみずち〟！」

　薙ないだ一撃から腕を返し、さらに踏み込んで下段からの斬り上げに繋つなげる。

「ちぃっ！」

　強い衝撃音と、弾はじける残光。

　イレーネは《覇潰の血鎌》でなんとかそれを防いだが、大きく体勢を崩していた。綾斗はその隙を逃さず、《黒炉の魔剣》を《覇潰の血鎌》目掛けて思い切り振り下ろす。

「なっ!?」

《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》は大振りなので小回りが利きかないが、それは《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》も同じことだ。ウルム＝マナダイトが埋め込まれたその機関部へ叩たたき込こんだ一撃は、紫色の光に阻まれて威力をだいぶ殺されてしまったものの、それなりに確かな手ごたえがあった。

《覇潰の血鎌》が悲鳴のような甲高い音を発し、さらにもう一撃を加えようとしたところで、綾あや斗とは突然見えない力で弾はじき飛とばされる。

「うぐっ！」

《覇潰の血鎌》の能力だろう。綾斗は即座に体勢を立て直して顔を上げたが、その視線の先ではイレーネが怒りに満ちた瞳で綾斗を睨にらんでいた。

「……なるほどなぁ。まさか《覇潰の血鎌》を狙ってくるとは思わなかったぜ……！」

　そう。綾斗の狙いはまさしく《覇潰の血鎌》の破壊にあった。

　本来純星煌式武装オーガルクスを破壊するのは至難の業わざだが、攻撃する側も同格の純星煌式武装ならば不可能ではない。

　成功すればそれでほぼ決着を付けられたはずだったが、狙いがバレてしまった以上、二度目のチャンスはないだろう。

「惜しかったが時間切れだ、綾斗」

　そこへユリスが真剣な表情で声を掛けてくる。

「……わかってる」

　今の綾斗が考えうる最善の手だったが、仕損じては仕方ない。

　綾斗はうなずくと、気持ちを切り替えた。

「まったく、手を変え品を変え、いろいろとやってみせてくれるもんだ。そんじゃあこっちもお返しをしねえとなぁ……！」

　イレーネの手の中の《覇潰の血鎌》も、怒っているかのように紫色の光を強める。

「──万重壊デイエス・ミル・フアネガ！」

　イレーネが《覇潰の血鎌》を振ると、虚空から重力球が現れた。今までの物よりは小型で、拳大程度だろうか。

　しかし──その数が尋常ではない。

「おいおい……」

　ユリスが引きつった顔でつぶやく。

　見る間にどんどんとその数を増やしていく重力球は、十や二十ではとてもきかないだろう。少なくとも百を越えているのは間違いない。

「前にも言ったが、あたしはあまりコントロールがよくなくてなぁ。けどまあ、これなら外さねぇ……！」

「ユリス！　俺はいいから、防御に専念して！　それから……」

「ああ、わかっている！」

　ユリスの返事を聞きながら、綾あや斗とは《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を正眼に構えた。

「潰れて消えろ！」

　イレーネが《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》を振り下ろすと同時に、無数の重力球が綾斗目掛けて襲い掛かってくる。

　ユリスのほうへ向かったのは割合で見れば一割程度だろう。

　とはいえイレーネの目的を考えれば、それも当然か。なんにせよ、あれならユリスもどうにか凌しのげるはずだ。

　綾斗は深く息を吸い込むと、精神を集中させた。自分を中心に小さな円をイメージし、その中に意識を張り詰める。

　──この円が、綾斗の絶対防衛圏だ。

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう中伝──〝矢や汰た烏がらす〟」

　猛然と襲い掛かってきた重力球は、その領域に侵入した瞬間に全て両断されていた。

　四方八方から次々と襲い掛かる重力球の群れを、綾斗は閃光のような剣撃によって一つの撃ち漏もらしもなく撃退していく。ギャラリーには綾斗の剣閃どころか、剣を振るうその腕すらも見えていないだろう。

「おいおい、マジかよ……」

　見る間に重力球はその数を減らし、イレーネの表情が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。

　そして綾斗はその数が半数以下になったのを確認すると、今度は自分から打って出た。遅い来る重力球を掻かい潜くぐり、一気にイレーネの間合いへ飛び込む。

「ちっ！」

　イレーネも即座にそれに対応すると、《覇潰の血鎌》を構えて綾斗を迎え撃った。

《黒炉の魔剣》と《覇潰の血鎌》がぶつかり合い、激しく火花が踊る。

　綾斗とイレーネはそのまま鍔つば迫ぜり合あいを続けながらじりじりと一進一退を繰り返していたが、やがてイレーネは綾斗の剣圧に弾はじき飛とばされるように大きく後ろへ跳んだ。

「ユリス！」

　綾斗がそう叫ぶと、重力球をかわしていたユリスがそれに応じる。

「まかせろ！」

　と、着地したイレーネの足元に魔法陣が浮かび上がった。

　ユリスの設置型能力だ。

「綻ほころべ──栄裂の炎爪華グロリオーサ！」

　イレーネを握りつぶすように、巨大な炎の爪が地面か噴き上がる。

「はっ！　誘導が見え見えだぜ！」

　もっともイレーネは最初からそれを予期していたらしい。

《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》を地面に突き立てると、煌々と輝いていた魔法陣はあっさりと砕け散った。炎の爪も陽炎かげろうのように揺らいで掻かき消きえてしまう。

　明らかな失敗。

　──だが、それでいい。

「ああ、見え見えで結構だとも。──そいつは単なる囮おとりにすぎんのだからな」

「なんだと……っ!?」

　イレーネの顔に驚きよう愕がくの色が浮かび、再びその足元に魔法陣が浮かび上がった。

　いや、足元というのは正確ではないだろう。

　その大きさは先ほどの十倍以上、直径は軽く二十メートルを超えている。

「私の設置型能力では最高火力の技だ、存分に味わうがいい！」

　ユリスが構えたアスペラ・スピーナを振り下ろすと同時に魔法陣が赤く輝いた。そこに莫ばく大だいな量の万応素マナが流れ込んでいるのが手に取るようにわかる。

「くそっ！」

　イレーネが逃げ出そうと走り出すが、間に合うはずもない。

「綻ほころべ──大輪の爆耀華ラフレシア！」

　その瞬間、途方もない大きさの炎の花が膨れ上がり、耳をつんざくような轟ごう音おんがステージを包み込んだ。嵐のような爆風が吹き荒れ、十分に距離を取っていた綾あや斗とのもとまで、炙あぶるような熱が届く。空中に残っていた重力球も、その余波で全て掻き消える。

　想像を絶するような、とてつもない威力だった。

　もっともこの技は星辰力プラーナの消費量も甚大な上、準備に相応の手間と時間がかかるらしい。

　ユリスは前衛で闘たたかう綾斗をサポートしつつ、密ひそかにその仕込を進めていたのだ。

「お、お姉ちゃん！」

　プリシラが青ざめた顔で近寄ろうとするが、まだ爆煙が晴れていないためにその様子は窺うかがい知しれない。

《星脈世代ジエネステラ》は生命の危機に直面すると本能的に星辰力を全て防御へと回すので、よほどのことがない限り命に関わるような状態にはならないはずだが、これならさしものイレーネと《覇潰の血鎌》でもただではすまないだろう。

　──ところが。

「っ！　馬鹿な……！」

　クレーター状にへこんだその中心には、俯うつむいたままだらりと《覇潰の血鎌》を携えて立つイレーネの姿があった。

　服はあちこち焼け焦げているが、怪け我がらしい怪我は見当たらない。

　そしてその周囲には、イレーネを守るように巨大な重力球が浮かんでいた。

「まさか《覇潰の血鎌》の能力で爆風を押さえ込んだのか……？　いや、だが、そこまでの力はなかったはずだ……」

　ユリスが愕がく然ぜんとした顔でつぶやく。

　綾あや斗とも同じことを思っていた。今までイレーネが使ってみせた力では、とてもではないがあの威力の攻撃を押さえ込むことは不可能だ。仮にそんなマネができたとしても、その場合は間違いなく代償で命を落としてしまうだろう。

（だとすれば今まで本気を出していなかった……？　いや、そんなまさか……）

「良かった！　お姉ちゃん！」

　プリシラがぱあっと顔を輝かせて駆け寄るが、イレーネは俯うつむいたまま動かない。

（──っ！）

　その瞬間、綾斗の脳裏に不吉な予感がよぎった。

　同時に、綾斗の手の中で《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》が身震いをするように蠢うごめく。

「おねえ、ちゃん……？」

　プリシラも違和感を覚えたのか、イレーネまであと数歩といったところで足を止めた。

　両手を胸の前で握り締め、不安そうな表情でイレーネを見詰める。

　そこで初めて、イレーネが動いた。

　ふらふらと定まらない足取りで、ゆっくりプリシラのほうへ向かう。

　プリシラはわずかに後ずさりして……そこでつまずき、転んだ。

「まずいっ！」

「おい、綾斗！」

　綾斗がとっさに駆け出そうとしたその瞬間──凄すさまじい重圧が二人を襲った。

「うぐっ……！」

「な、なんだ、これは……！」

　綾斗もユリスも、成す術すべなく地面に押し付けられる。圧力で地面にひびが入り、気を抜けば意識を失ってしまうほどの痛みと圧迫感が全身を襲う。

《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》の重力操作──それはわかる。だがその範囲と威力が今までとは比較にならなかった。ほぼステージ全体が紫色の輝きに覆われ、立つことはおろか喋しやべることさえままならない。まるで身体の上に山が乗っているかのようだ。

　なんとか首を動かして視線をイレーネたちに向けると、プリシラはイレーネに左手で抱きかかえられるようにしてぐったりとしている。そしてその首筋には、イレーネの牙が突き立っていた。

「くっ……一体、なにがどうなっている……！」

　搾しぼり出すような声でユリスがうめく。

「たぶん……あれは、イレーネじゃない。《覇潰の血鎌》だ……！」

「な、んだと……？」

　驚くユリスとは対照的に、綾あや斗とにはなぜかその直感が正しいという確信があった。

　イレーネの身体を、《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》が乗っ取っているのだ。禍まが々まがしい紫色の輝きを放つその鎌は、相変わらずカタカタと震えながら嗤わらっているように見える。

「とにかく、このままじゃプリシラさんが危ない……！」

　プリシラは先ほどからずっとイレーネに血を吸われ続けている。いかに再生能力者リジエネレイテイブといえども、これほどの能力の代償を払い続けるとなればそれこそ命が危ない。

　綾斗は力を振り絞ってなんとか身体を起こすと、少しずつイレーネに……《覇潰の血鎌》に向かって歩き出した。

　身体は重く引きちぎられそうで、全身を激烈な痛みが駆け巡っている。これは《覇潰の血鎌》の能力だけではなく、すでに封印解除のリミットを過ぎてしまっているからだろう。

　おそらくもってあと一分あるかないか。この状況で封印が戻れば、それでおしまいだ。

　しかしどれだけ鼓舞し、叱しつ咤たしても、足は重く歩みは遅々として進まなかった。ほんの十数メートルの距離が、まるでその数十倍にも感じられる。

　それでもここで諦めるわけにはいかなかった。

　本来、《星武祭フエスタ》では意識の消失をもって敗北とみなすというルールがある。その判定は校章が生体反応を測定して行っているはずなので、敗北の宣告がされていないということは、まだ若干イレーネの意識が残っているのかもしれない。

　だとすれば、それにかけるしかない。

「イレーネ……！」

　十メートルを切ったところで、綾斗は声を振り絞った。

　反応はない。ただその手の中で《覇潰の血鎌》が嗤うばかりだ。

　残り五メートル。

　もう少しで綾斗の間合いに入る。

「目を覚ませ、イレーネ！　力と大切なものとを混同しちゃダメだ！」

　あと数歩。

　綾斗が叫ぶ。

「イレーネ！　本当に大切なものなら両手で掴つかめ！　今、君が望むのはどちらの手だ！」

　一瞬。

　ほんの一瞬だけ、イレーネの瞳に光が戻った。

「あ……」

　異常な重力が掻かき消きえ、紫色の光が陰り、世界が切り替わったかのような静寂が訪れる。

　──しかし。

「うあああああああああああああああああああああああ！」

　次の瞬間、イレーネの絶叫と共に再び先ほど以上の重圧が綾斗を押し潰した。

　イレーネはそのままぐったりとうなだれ、その身体からは見る見るうちに生気が失われていく。それでもその右手は《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》を離さない。

　──否いな。離れないのだ。もはやイレーネは《覇潰の血鎌》の使い手ではなく、燃料を供給するだけの部品にすぎない。そしておそらく、それが果てれば使い捨てられるのだろう。

　地面に石突きを突き立て、禍まが々まがしい紫の輝きを放つ《覇潰の血鎌》がけたたましく嗤わらう。

　それは一筋の希望へ手を伸ばした者の眼前でそれを刈り取り、絶望する様に愉ゆ悦えつを覚える悪意の哄笑だ。

　綾あや斗とは指一本動かせないような重圧の中で、ふつふつと強い怒りが湧き上がるのを感じていた。

　──尊厳を蹂じゆう躙りんするものに対する、純粋な怒り。

　歯を食いしばり《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を強く握り締めると、それに呼応するかのように《黒炉の魔剣》が力強く震えた。自分の中の奥底にあるなにかと《黒炉の魔剣》が──ほんの刹せつ那な、繋つながり合う。

（これは……）

　言葉には表わせないものの、その瞬間綾斗は確かに《黒炉の魔剣》の意思を感じ取った。

　そこにあったのは……強いて人間の感情で近いものを探すならば、「不愉快さ」だろうか。《覇潰の血鎌》に対する、強い不快感のようなもの。

　それから綾斗に対してなにかを求める……というよりは試すような意思。

　まるで「やれるのならやってみろ」とでもいうような──

「試されるのは、嫌いだって言わなかったっけな……！」

　綾斗はそう言いながら、ありったけの力を込めて立ち上がった。

　紫色の輝きに染められた世界の中で、《黒炉の魔剣》のウルム＝マナダイトが赤色の光を放つ。それは徐々に強さを増し、じりじりと紙が焼けるかのように紫を侵食していく。

《黒炉の魔剣》は万物を焼き斬る防御不可の魔剣。

　それならば。

「はああああっ！」

　綾斗は懇親の力を込め、《黒炉の魔剣》で虚空を薙なぐ。

　──その途端、世界を覆いつくしていた紫色の輝きが両断された。

《覇潰の血鎌》の嗤いが凍りつく。

　再び異常な重力が掻かき消きえた。──ただし、今度はその根源から。

《覇潰の血鎌》の力が断ち切られたのは、ほんの一瞬だったのだろう。

　そして綾斗には、その刹那の時間で十分だった。

　綾あや斗とは一瞬で間合いを詰めると、下段から《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》を斬りつけ、イレーネの右手から撥ね上げる。

　そしてくるくると回転しながら宙に舞う《覇潰の血鎌》を睨にらみつけると、重力に従い降ってきたそれをすれ違いざまに斬り落とし、そのまま手首を返して地面へ縫いとめるように刺し貫いた。

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう剣術中伝──〝刳く裡り殻から〟」

　一拍置いて、硝子がらすをこすり合わせたような不協和音がステージに響き渡る。

　それが純星煌式武装オーガルクスの断末魔だと気がついた者がどれだけいたかはわからない。

　いずれにせよ、それが途切れると同時に《覇潰の血鎌》の外装に無数のひびが入り、粉々に砕け散った。

　同時に機械音声が決着を告げる。

「イレーネ・ウルサイス、プリシラ・ウルサイス、意識消失アンコンシヤスネス」

「勝者、天霧綾斗＆ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルト！」

　今大会一番の大歓声がステージを震わせる中、綾斗はそのまま倒れこむと大の字に転がって深く深く息を吐いた。
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エピローグ

　プリシラがゆっくりまぶたを開くと、一番最初に目に入ってきたのは一番大切な人の顔だった。

　なにも言わずに優しい苦笑を浮かべている姉を見て、ほっと安あん堵どすると同時にふと場違いな疑問が心に浮かんだ。

　いつからだろうか、もうずいぶんと姉の心からの笑顔を見ていないような気がする。姉は確かに昔から怒りっぽくて粗野なところがあったが、それ以上によく笑う人だったのに。

「……どうした？　どこか痛むのか？」

　心配そうに顔を覗のぞき込こんでくる姉に、プリシラは小さく首を振った。

　視線を巡らせると、どうやらどこかの病室らしい。清潔でこぢんまりとした、壁も天井も真っ白な部屋で、プリシラはベッドに寝かされていた。

　レヴォルフの保健病棟ではない。となると、ここは医療院だろうか。

　自分はどうしてこんなところにいるのだろうと記憶を辿たどり、すぐに思い出す。

（そうだ。試合の最中に、お姉ちゃんの様子がおかしくなって……）

　そこまでは覚えてるのだが、どうにもそこからが曖あい昧まいとしていた。

「えっと、私どうして……」

「星辰力切れプラーナアウトだよ。よく覚えてないんだけど、あたしが血を吸い過ぎちまったみたいでさ」

　姉はそう言うと、泣き出しそうな顔でがばっと頭を下げる。

「ごめん……！」

「ううん」

　プリシラは薄い笑みを浮かべて首を振った。

　ぼんやりとだが、そこだけは確信がある。あれは姉ではなかった。

　あれはきっと──

「それで、試合はどうなったの？」

「負けたよ」

　なんとなくわかってはいたものの一応聞いてみると、姉はあっさりと言った。

「そっか……」

　元より姉が望んで出たわけではないのだろうから、それはいい。

「じゃあ──《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》は？」

　すると姉は気が抜けたような顔で大きく息を吐ついた。

「壊れた」

「え……？」

「天あま霧ぎりの野郎が、メチャメチャにぶっ壊してくれたよ」

　やれやれとばかりに肩を竦すくめる。

　プリシラは一瞬呆あつ気けに取られ──それから小さく噴き出した。

「あははっ、そっか……天霧さんが」

　プリシラは人の良さそうな少年の顔を思い浮かべる。

　だとしたら彼にはまたなにかお礼を考えないといけない。とりあえず、今度はもっと豪華なディナーにしよう。

「あ、でもそれじゃ、生徒会長さんに怒られちゃうんじゃ……？」

《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》は姉個人の所有物ではない。レヴォルフの──ひいては統合企業財体から借り受けていたものだ。

「いいや。それがビックリ、お咎とがめなしだ」

「そうなの？」

「ああ。ま、今回の命令は遂行できなかったわけだから、借金は減らないけどな」

　姉はそう言って、がっくりと肩を落とす。

「あれだけやってタダ働きとは……はぁ」

　そう言いながらも、姉の表情はむしろすっきりして見えた。

「まあ、あたしもちょっと焦ってたかもしれねぇし、仕方ねぇか」

　ぽりぽりと頭を掻かく姉を見て、プリシラも顔を上げる。

「……あのね、お姉ちゃん」

「うん？」

「私はお姉ちゃんがしたいようにするのが一番なんだって思ってた。それはもちろんあんまり暴れたり酷ひどいことをしようとしたら止めたけど、でも、それでもお姉ちゃんはいつでも私のことを一番大切にしてくれてたから」

　そうだ。プリシラはずっとそう思ってきた。

　だから姉にとって邪魔にならないように、自分のできることを、自分のできる範囲で精一杯する。それが姉にも自分にも、一番いいことなのだと。

　おそらく姉もそうなのだろう。姉は本当に優しい人だから、自分だけが闘たたかえばいいと、自分だけが背負えばいいと、そう思っていたのだろう。

　でもきっと、もうそれだけではダメなのだ。少なくとも、この都ま市ちで生きていくのならば。

　守られてるだけではダメで、守っているだけでもダメで。

　手を伸ばしてくれたなら自分も伸ばし、引っ張ってくれたら自分で立ち上がり、抱いてくれたら抱き返さなければ、それは対等じゃない。

「だけど──私は強くなりたい。お姉ちゃんが闘うなら、私も一緒に闘いたい。守られてるだけじゃなくて、お姉ちゃんの隣に立ちたいの」

「プリシラ……」

「止めてもダメだからね。そしていつか……絶対にお姉ちゃんより強くなるんだから」

　姉は驚いたような顔でプリシラを見たが、やがて白い歯を覗のぞかせてフッと笑う。

　楽しそうに、心からすっきりとした様子で。

「ははっ、そっか──そいつは楽しみだ」

　それはプリシラが久しぶりに見る、イレーネらしい笑顔だった。

　　　　　　　　＊

　生徒会長室の空間スクリーンには、ちょうど今日の試合の決着シーンが映っていた。ライブ映像ではなく、録画したものだ。

　綾あや斗との《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》がイレーネの《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》を見事に打ち砕き、綾斗たちの勝利が宣言される。

「ふん……」

　ディルクは普段通りその顔に露骨な嫌悪感を滲にじませてそれを眺めていた。

「──まぁ、こんなところだろうよ」

　誰にともなくつぶやき、視線を外す。

　天あま霧ぎり綾斗を潰すという当初の目的は達成できなかったが、いろいろと収穫もあった。それでよしとするべきだろう。

《覇潰の血鎌》を失うことになったのは少々予想外だったが、コアであるウルム＝マナダイトは回収できたのでさしたる問題はない。むしろ今回の一件でアレも少しは大人しくなるはずだ。

　イレーネとプリシラはまだまだ使いようがある。中でもあの天霧綾斗に繋つなぎができたのは思わぬ成果だ。これで打てる手がぐんと増える。

　そしてなにより──これだ。

　ディルクが再び視線をスクリーンに戻すと、そこでは仰あお向むけに倒れた綾斗が苦しそうな表情で悶もだえていた。

『おおっと、これは一体どうしたことでしょう？　天霧選手、起き上がることができません！　チャムさん、これはやはり相当なダメージがあったということでしょうか？』

『んー、そうッスねー……いや、でもこの万応素マナは明らかに……』

　すると綾斗の周囲に輝く魔法陣がいくつも浮かび上がり、そこから現れた縛鎖が身体に絡み付いていく。

　そして一際大きく光が輝いたかと思うと、それらは全て掻かき消きえていた。

　残されたのはぐったりとした綾あや斗とだけだ。

『え？　あれ……？』

『……あれだけあった天あま霧ぎり選手の星辰力プラーナが、極端に落ち込んでるッスね。たぶんッスけど、ひょっとしていつものあれはパフォーマンスなんかじゃなくて──』

　ディルクはそこで空間スクリーンを消し、鼻を鳴らす。

　不確かな噂うわさとしては耳にしていたが、これはもう明らかだ。

　──天霧綾斗は、一定時間しかあの力を維持できない。

　おそらく他の学園の連中もその結論に辿たどり着ついているだろう。

　とはいえまだ半信半疑といったところかもしれないが、ディルクには確信があった。

　なにしろ綾斗を縛っているあの力を、以前にも目にしたことがあるのだから。

　いずれにせよ、これが周知されれば綾斗たちがこの先勝ち進むのは極めて難しくなるだろうし、あのままでは遠からず行き詰まるのは間違いない。

「《猫ねこ》に支度をさせたのは早計だったか……？」

　次の仕掛けはまだ詰め切っていないし、今なら別の任務に回すこともできるだろう。

　しかしディルクはすぐに頭を振って、自らの言葉を否定した。

「──いや、違うな。あの女の弟だ。なにがあるかわからねぇ」

　実際に綾斗は今回、短い時間ながらも《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の力の片へん鱗りんを引き出してみせたのだ。使いこなせるようになるかは怪しいところだが、用心するに越したことはない。

　ディルクは新調した執務机に短い足をどかっと乗せると、深く息を吐いた。

　ディルクの策謀を形にすれば、それは蜘く蛛もの巣に近いものとなるだろう。

　無数に、そしてあらゆる場所へ張り巡らされたその策は、たとえどれかが途切れたとしても、別のどこかでなんらかの利益を搾さく取しゆするようになっている。

　だからこそ、ディルクは決して敗北するということがない。

　今までも、そしておそらくはこれからも。

「懸念材料があるとすれば界龍ジエロンのクソガキだが、どこまでちょっかいを出してくるかだな……それにアルルカントの小娘には渡りをつけておかなければならねぇだろうし……」

　ぶつぶつとつぶやきながら、《悪辣の王タイラント》は複雑な思考に没頭していった。

　　　　　　　　＊

「だ、大丈夫ですか、綾斗先輩？」

　慌てた様子で控え室に飛び込んできた綺き凜りんが、ソファに寝ていた綾斗の顔を心配そうに覗のぞき込こんでくる。

「ああ、うん。だいじょ……っ！」

　濡らしたタオルを額に乗せていた綾あや斗とは、身体を起こそうとして全身に走った痛みに顔をしかめた。

「……あまり大丈夫じゃなさそう」

　綺き凜りんの後ろから顔を出した紗さ夜やも、どこか気遣うような表情だ。

「……まあ、あれだけ無茶をすれば仕方あるまい。本来のリミットを一分近くオーバーしていたのだからな」

　ユリスはため息をつきながらそう言うと、綾斗の額ひたいのタオルを取り替えてくれた。

　熱を持った身体にその冷たさがなんとも言えず心地良い。

「しかしまあ、盛大にバレてしまったものだ……」

　勝利者インタビューをキャンセルして控え室に引き上げたものの、もはや綾斗になにかしらの制限があることは知れ渡ってしまっただろう。

　とはいえ、ある意味それは仕方がない。いずれどこかでバレるのは避けられなかったことだし、それが予定よりも多少早まってしまっただけのことだ。

　問題なのは──

「次の試合、ですね」

　やはり綾斗を心配して様子を見に来てくれたクローディアが、それを指摘する。

「はぁ……その通りだ」

　ユリスはこめかみを押さえながら、もう一度盛大なため息をついた。

　封印を破った反動は強力で、こうなると綾斗は丸一日近く満足に動くことができない。

　安静にしていれば回復自体は早いので、二日目以降はなんとかなるかもしれないが……。

「なにしろ五回戦は、もう明日なのだからな。なにか手を考えねばなるまい」

「……まあ、どうにかするよ」

「ほう──」

　綾斗がそう言うと、ユリスは半眼で綾斗を睨にらんでその腕をぎゅうっと掴つかむ。

「あいたたた……っ！」

「この有様でよくもそんな口が叩たたけるものだ。楽観的にすぎるぞ」

　ユリスは手を離すと、呆あきれたように言った。

「別に楽観的なわけじゃないよ。深刻なのはわかってる。でも──約束を破るわけにはいかない」

「約束？」

「俺はユリスの力になる、そう言ったじゃないか。このままじゃそれもできないからね。なんとかするさ」

「なっ……！」

　ユリスの顔が見る見る赤くなり、慌てた様子でそっぽを向く。

「ば、馬鹿者！　突然なにを言い出すかと思えば……！」

　するとそこへ紗さ夜やと綺き凜りんが割って入ってきた。

「……よし。なら私は綾あや斗とが早く回復するよう手伝おう」

「わ、わたしもなんでもします！　おにぎりも作ります！」

「ええい、おまえたちは自分の試合を心配していろ！」

　そんなユリスたちを綾斗が苦笑を浮かべつつ眺めていると、いつの間にかクローディアが綾斗の横へ立っていた。その表情はいつもどおり優しく暖かい。

「一ひと先まず明日を乗り切れば、次の準々決勝までの間に一日調整日が入ります。休息もできるでしょう。ですが……」

「うん、そうだね」

　例え明日を乗り切れたとしても、このままでは同じことの繰り返しだ。根本的な解決にはならない。

「ふぅ……」

　綾斗は息を吐くと、そっと目を閉じた。

　どうやらそろそろ本気でこの封印と向き合わなければならないようだ。

　──そしてそれは、姉の失しつ踪そうと向き合うことを意味していた。


あとがき

　こんにちは、三み屋や咲ざきゆうです。

『学戦都市アスタリスク』、無事三巻発売の運びとなりました。応援してくださっている皆様、本当にありがとうございます。

　えー、前巻でも登場キャラクターが増えて～とあとがきで書いたのを覚えておりますが、今巻ではそれ以上に登場キャラクターが増えてしまいました。しかもこれから先、まだまだ増える予定です。とはいえどのキャラクターもアスタリスクの物語を進める上で必要な連中ばかりですので、どうかご容よう赦しや願います。

　さて、本編はいよいよ《鳳凰星武祭フエニクス》が開幕。今までほとんど出番がなかった他学園にも、ようやく少しだけスポットを当てることができました。これからもうしばらくはこの《星武祭フエスタ》を中心に物語が動くことになりますので、他学園の出番も増えてくると思います。そのあたりにもご期待ください。

　今回もokiuraさんの超絶美麗なイラストが盛りだくさんです。特に表紙のクローディアは美しすぎて本当に感動しました！　すごい！　キャラクターデザインでも、イレーネなどはほとんどokiuraさんにおまかせしてしまったので、もう本当に頭が上がりません。平身低頭です。

　そして、にんげんさんの『学戦都市アスタリスク』漫画版も本格連載が近日スタート予定とのこと。実のところ、今巻でユリスが唱えている呪文はにんげんさんのプロットからの逆輸入です。私は未だに竜破斬を詠唱できてしまう類たぐいの人間ですので、こういうのにはきゅんきゅんしちゃいます。このきゅんきゅん、大事にしたい！

　最後になりましたが、お世話になった方々へ謝辞を。

　担当の岩いわ浅あささん、今回もいろいろとご迷惑をおかけしてしまい本当に申し訳ございません。同じく編集の清し水みずさん、編集部の方々、サイン会などでお世話になった書店のスタッフ様方、そしてやはりいつも応援してくださる読者の皆様に最大のお礼を申し上げたいと思います。

　それではまた次巻でお会いできることを願って。

二〇一三年四月　三屋咲ゆう
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